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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「誰だれっ…………」

　ふいに襲おそった頰ほおの痛みに、意識を取り戻もどした少女が叫さけんだ。

　最初に目に入ったのは、薄うす暗ぐらくよどんだ空から覗のぞく、一筋の眩まぶしい太陽の日差し。

　それを背に、一人の男が少女を覗き込んでいた。

「生きてるのかっ」

　水音が辺りに響ひびく中、男はそう叫ぶと少女の身体からだを大きく揺ゆすった。

「いたっ！」

　その衝しよう撃げきからか、激しい頭痛が少女を襲う。

「頭か？　頭が痛いのか。でも俺は頰しか叩たたいてないぞ」

　太陽を背にした男の顔は逆光で見えないが、その声の感じからまだ青年である事が窺うかがわれた。

「誰…………なの？」

　激しい頭痛にもうろうとなる意識を、必死で奮い立たせて少女が聞いた。

　太陽の光が眩しくて目を眇すがめる。そうすると再び意識が暗くなるのを感じた。

「……はコダート。お前…………」

　少女は唇くちびるを嚙かみしめて意識を保とうとした。しかし、まるで鐘かねがすぐ近くで鳴っているかのようなひどい耳鳴りが始まり、次し第だいに男の声がよく聞き取れなくなっていく。

　だが何とか男の口の動きで、名前を聞かれた事が判わかった少女は、必死で口を開いた。

「ジャ、ジャリス…………」

　その先を続けようとしたが、言葉にはならなかった。薄うすれゆく意識の中で、少女は何かに縋すがろうと男の黒い服を握にぎりしめた。

「行かなきゃ…………」

　呟つぶやいた少女は、立ち上がろうと必死で服を摑つかんだ手に力を入れる。

「行く？　どこ…………」

　段々とひどくなる耳鳴りに、何事かを言っている男の声は、もうほとんど聞こえない。

「待ってる……行かなくちゃ…………」

　そう、行かなければならない。暗くなる意識の中で、少女はそれだけを思っていた。

　どこへだかは判らない。ただ、行かなければならないのだという強い衝しよう動どうが、少女の身体を突つき動かしていたのだ。

　だがそんな少女に頭が割れるような、耐たえ難がたい痛みが襲いかかる。

　そして次の瞬しゆん間かん、少女の意識は、暗黒の闇やみの中へと落ちていったのだった。
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「危ないですっ」

　そう声を張り上げる少女を、木の上から見下ろしたジャリスは、見つかったかと肩かたを竦すくめた。

「何なさってるんですかっ、ジャリス様！　お部へ屋やにいらっしゃらないから、捜したんですよ。危ないから、すぐに降りてくださいっ」

　泣きそうな声でそう叫んだのは、身の回りの世話をしてくれているカマルだ。

　ジャリスより少しだけ年下だろう彼女は、大きな黒い瞳ひとみと流れるような艶つややかな黒くろ髪かみが印象的な少女だった。

　しかしその愛らしい素す顔がおは同性か、結けつ婚こん相手以外の前では外してはならぬという薄うす緑みどりのベールで覆おおわれ、心配そうにこちらを見上げる瞳しか見えない。

「大だい丈じよう夫ぶよ、カマル。屋や敷しきの外を見てるだけだから」

「何言ってるんですかっ。そんな高い木の上に登るなんて、女性のする事ではありませんっ。何より危ないですっ。早く降りてください」

「だって外の様子を、見てみたかったんだもの。何か記き憶おくを取り戻す手がかりがあるかもしれないし………………」

　ジャリスはそう言うと、屋敷の庭の片かた隅すみにあるカシの木の上から、もう一度塀へいの外を見回した。遠くには太陽に照らされた青く輝かがやく海と、陸ろく屋や根ねと呼ばれる平らな屋上を持つ建物が並んでいる。

　ジャリスはそれを眺ながめながら、海から吹ふく潮風の匂においを胸むね一いつ杯ぱいに吸い込んだ。

　ここはアラバーナ大陸の最さい南なん端たんに位置する、マハル王国の首都、バキラの町だ。

　貿易の盛んなマハル王国においてもバキラの港は特に有名で、今日も港内には大小の船が数え切れない程ほど浮うかんでいた。

　港の近くでは商人達が集まって、盛大なバザー市場を開いているらしい。しかしジャリスの目には行き来する人々の流れは、豆まめ粒つぶのように小さく映るだけだった。

（うーん、やっぱりこれだけ町から離はなれてたら、うまく外に出ても港まで行くのは無理ね）

　頭では判っていたが、それでもジャリスは外に出たかった。それだけの理由があったのだ。

「記憶を探すお手伝いなら、お怪け我がが治ったら必ず私がします。コダート様だって、きっと手伝ってくださいます。だから早くっ」

　今にも泣き出しそうなカマルの声を聞きながら、ジャリスは再び屋敷の外に視線を移した。

「この屋敷に来てからもう一月経たつけど、一度も外に出てないのよ。寝ねてばかりで、いい加減身体が腐くさっちゃうわ」

　なぜ外出を許されていないのか。それはジャリスの容姿が、木の下にいるカマルや、遠くからこちらをうろんげな目つきで見ている使用人達の、誰とも違ちがう事が理由の一つだ。

　ジャリスは、風にたなびく自分の長い金色の髪かみを、指でつまんでみる。

　カマルや屋敷の使用人達のようにまっすぐな黒髪ではなく、縮れたような自分の金の髪は、日の光に透すけて輝いていた。ジャリスはそばかすの浮いた白い顔に、困こん惑わくの表情を浮かべる。

「なんで金きん髪ぱつなのかなぁ。目だって青いし…………」

　ジャリスのような金色の髪も、海のような真っ青な瞳も、この国の人間だけでなく、アラバーナ大陸の誰もが持ち合わせてはいない物だった。大陸に住む人々は黒か茶色の髪、浅黒い肌はだを持ち、瞳は総じて黒いのだという。

（わたしだけ、なんでみんなと違ちがうんだろう…………。ああっ、やっぱり思い出せない～！）

　木の上でジャリスが頭を抱かかえ込んでいると、呆あきれたような声が響いた。

「何の騒さわぎだ？」

　ジャリスが声のした方を見ると、この屋敷の主人であるコダート・バランジッドが、仕事から帰って来たのか、黒い馬に跨またがったまま門の中に入ってくる所だった。

　肩まで伸のばした跳はね気味の髪も瞳も黒く、浅黒い肌を持つ彼は、背は高いがまだまだ成長途と中ちゆうのような、しなやかな身体つきの青年だ。

　コダートはそのまま木の下までやってくると、身軽に馬から飛び降りて、形のいい唇に皮肉そうな笑えみを浮かべた。そして普ふ通つうにしていても睨にらんでいるような印象を与える、意志の強そうなつり上がった瞳でジャリスを見あげる。

　弱じやつ冠かん十九歳という若さの彼が、実はこの国でも有数の金持ちで、バキラでも一番大きな商船の船長である事を聞いたとき、ジャリスは一いつ瞬しゆんそれを疑ってしまった。

　しかし、それが本当のことなのだと、ジャリスはすぐに知った。その証しよう拠こに彼は、このマハル王国のスルタン一族が住まう王宮の次に、大きな屋敷に住んでいたからだ。

　季節風を利用し、アラバーナ大陸のあらゆる国をまたにかけて行われる貿易は、危険も多いが成功すれば巨きよ万まんの富を得られるという。

　コダートはその成功者の一人だった。

　右みぎ肩かたからかけているクマーシュと呼ばれる一枚布がいつも黒い事から、彼は黒の若わか獅じ子しと呼ばれ、マハル王国だけでなく、アラバーナ大陸でも若き商人として名が通っているというのだ。

「騒いでなんかないわ。ちょっと外を見てただけ」

　コダートの鋭するどい視線を感じたジャリスは、物もの怖おじすることなくそう答えた。

「俺の気のせいだったかな。確かうちの居い候そうろうは自分がどこの生まれで、何て名前なのかも忘れるぐらい、頭を打ってる怪我人だと思ったんだが。確かまだ大人しく寝てろと医者に言われてたはずだよな」

「それはきっと気のせいよ。もう全然平気だもの」

「じゃあ何か思いだしたのか？」

「うっ…………」

　言葉に詰つまったジャリスに、コダートは再び呆れたように息を吐はいて、天を仰あおいだ。

「つい一月前は、記憶がない、何にも思い出せないって泣いてたくせに」

「泣いてないわよ！　っていうか、話を作らないで。ちょっと混乱してただけでしょっ」

　丁度一月前、ジャリスはこの屋敷で目が覚めた。そして自分が頭を打ったせいか、記憶を失っている事に気づいたのだ。商人であるコダートが、自分を助けてくれた、という話を聞いたが、その時の事も何も覚えてはいなかった。
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　自分が名乗ったジャリス、という名前すら、本当なのかどうか判わからない。

「そんな高い所に登って、落ちでもしてみろ。またその頭にでかいこぶができるぞ。たった一月しかない記憶をまた無くしても、俺は知らないからな」

　コダートの冷たい視線と言葉に、ジャリスは唇くちびるを尖とがらせながらも、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「判ったわ。でも、コダート。一つだけお願いがあるの。わたしが倒たおれていた時の事を、もう一度聞かせて」

「またか？　俺は二度同じ話はしない。面めん倒どうだから」

「お願い。町を見ながら話を聞けば、何か思い出すかもしれないでしょ。話してくれたら、ちゃんと降りるから。ねっ？」

　ジャリスの必死な様子に、コダートは肩を竦めて渋々口を開いた。

「仕方ないな…………。そう、あれはこの前の仕事で、航海をしていた時だ。俺達の船は商品を狙ねらう海の盗とう賊ぞく、海うみ蜥蜴とかげ達に襲おそわれた。俺は船員と商品を守る為ために戦い…………」

　天を仰いで、よどみなく語りだしたコダートに、ジャリスはその青い瞳を細めた。

「コダート、要点だけでいいわ。その話は前にも聞いたから」

「いや、ここは大事だぞ。その時の俺の戦いぶりがあったからこそ、お前を助ける事が……」

　片かた眉まゆをつり上げてそう言ったコダートに、ジャリスは思わずため息をつきそうになる。

「海蜥蜴達を追い返して、水の補給と傷ついた船の補修の為に、近くの無人島に停てい泊はくしたんでしょ。そこで倒れていたわたしを見つけた。そこからでいいの」

　きっぱりとそう言われたコダートは、不満そうな顔をしながらも、ジャリスを助けた時の、不思議な話を始めたのだった。
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　名前だけを告げ、気絶してしまった少女を腕うでに抱えて、コダートは困惑していた。

　襲ってきた海蜥蜴達を追い払はらっている時に、鳴り響ひびいていた雷かみなりはなりを潜ひそめ、代わりに太陽が厚い雲の間から差し込み始めている。少女が倒れている泉の周りには、コダートの他ほかに、船の乗組員である男達が数人、恐おそろしそうに様子を窺うかがっていた。

「コダートさん……。髪が金色だなんて魔物ジンに違いありませんぜ。それに、見たでしょう？　その女の目、青いんですぜ」

　乗組員の一人が震ふるえながらそう呟つぶやくと、周りにいた男達が、青い顔で怯おびえながら頷うなずいた。

「そうでございますぞ。コダート様。青い目は不ふ吉きつです。昔から口ひげは赤く目は青く、腹は黒いという言葉があるではございませんか。うかつに触さわると手が汚けがれますぞ！」

　コダートよりも横も縦も大きな初老のヒンドにそう言われて、コダートは顔をあげる。

　副船長を務めるヒンドは、緊きん急きゆうの場合ではいつも見事な手しゆ腕わんを発揮し、コダートがもっとも信しん頼らいする部下の一人だった。とても年ねん齢れい通りには見えない筋きん骨こつ逞たくましい身体からだは、幼い日にコダートが初めてヒンドと出会った時と、少しも変わらない。しかし最近髪や髭ひげに混じってきた白い物が、彼と過ごした長い月日を感じさせた。

　だがそんなヒンドを、コダートは一いつ喝かつする。

「馬ば鹿かな事を。魔物ジンなんている訳がない。髪が金色なのも目が青いのも、異国の民たみだからだ」

「ですがこんな場所にいるのに、周りには船も見あたりませんぞ。きっと魔ま法ほうでここまでやってきたのに違いありません！　この女がもし魔物ジンなら、関かかわると災わざわいが起こりますぞっ」

　眼光鋭く辺りを見回しながらそういうヒンドに、距きよ離りを置いて様子を窺っている男達が頷く。

　確かにヒンドの言うとおり、おかしな状じよう況きようだった。

　ここは人の気配のまったくない、小さな無人島だ。歩いても島を一周するのに、半日もかからないだろう。その島の真ん中にどこからこれ程と驚おどろくぐらい、大量の水が流れる滝たきと、コダートの船の甲かん板ぱんくらい大きな泉があった。

　鬱うつ蒼そうとした森に囲まれた泉のほとりで、倒れている少女を発見して、慌あわてて船長であるコダートに知らせにきたのは、水を探しに行かせた乗組員だった。

　尋じん常じようではない男の様子に、何事かとヒンドを伴ともなってやってきたコダートが目にしたのは、あきらかに異国風の容姿を持つ少女。

　だが着ているのは、コダートもよく目にする長なが袖そでの長衣に白いクマーシュだ。しかしその腰こしに巻く飾かざり帯は、金の台に大きな金こん剛ごう石せきがはめられた高価な物で、首くび飾かざりはこぶりながらも、質のいい真しん珠じゆと赤い緋ひ石せきが組み合わされている。その他にも同じく金剛石をあしらった腕うで輪わをつけていた。

「なんでこんな所に………………」

　これが海辺なら話は判る。船が難破して流れ着いたのだと思えるのだ。

　しかしここは島の真ん中だ。少女が自力でここまで歩いてきたとしか思えないが、この島の周りには、船はおろか難破船の残ざん骸がいも見あたらなかった。

　水に流されてしまったのか、最初からなかったのか、少女はベールを身につけていなかった。

　おそらく十六か十七歳のあどけなさの残る顔立ちで、柔やわらかそうな白い肌を持ち、鼻び梁りようが高く整っていて、鼻の頭に薄うすいそばかすが浮ういていた。先さき程ほど開いたややつり上がり気味の瞳ひとみは、海のように真っ青で、腰程まである金の髪かみは細かい波を描えがいている。クマーシュの上からでも判る細い身体は、まだまだ少女の域を出てはいなかった。

　ジャリスと名乗ったこの少女は一体何者なのか…………。

　コダートは、彼女を腕に抱だいたまま、考え込んだ。

「うわぁっ！　あれを見ろっ」

　その時だ。男達の間から悲鳴が上がった。

　それと同時に、奇き怪かいな鳥の嘶いななきと、羽ばたきの音が辺りに響き渡わたる。

　彼らの怯えた表情に、何事かとコダートも男達の指さす方、空を見上げた。

「あれは……！」

　その瞬しゆん間かん、さすがのコダートも、驚きに声を詰まらせた。

「ブブ鳥ですぞっ！」

　叫さけんだのは、ヒンドだった。彼は素す早ばやくコダートを背に庇かばい、大きな身体に見あう大振りの剣けんを抜ぬき、頭上のブブ鳥に向き直る。

「馬鹿な。ブブ鳥なんて現実にいるはずが…………」

　コダートはそう口にしたが、実際に頭上には見た事もない程、大きな黒い鳥が飛んでいた。

　ブブ鳥とは魔物ジンが操あやつっているとされる、伝説の巨きよ大だいな怪かい鳥ちようだ。その姿を見た者には、災いが降りかかると言われ恐れられている。だがそれはあくまで、おとぎ話の世界の事だと、コダートは思っていた。魔物ジンもブブ鳥も、女子供に話して聞かせる絵空事だと。

　そう、今頭上にいる人間の数倍も大きな怪鳥を、この目で見るまでは。

　大きく尖ったくちばしも、その羽ばたき一つですさまじい風を起こす翼つばさも、尖った鋭い爪つめも、すべて伝説として語り継つがれているブブ鳥そのものだった。

　ブブ鳥はしばらくコダート達の頭上を、様子を見るようにゆっくりと飛んでいたが、いきなり体勢を変えて急降下してきた。

「森の中に入れっ」

　コダートは腕に少女を抱いたまま、男達とともに素早く森の中に逃にげ込む。

　森の中ならあの巨大な身体が邪じや魔まをして、攻こう撃げきできないだろうとの一いつ瞬しゆんの判断だった。

　その判断は正しかったらしく、ブブ鳥もコダート達の頭上を旋せん回かいするだけで襲ってはこない。

「ヒンド、先に行って、船をすぐに出航できるようにするんだ」

「コダート様、まさかその女を連れて行く気ではございませんな！　船に女を乗せるのはいけません。海の女め神がみに嫉しつ妬とされて、呪のろわれてしまいますぞっ。あなたの身に、もしもの事があったら、わしはっ…………」

　頭上を警けい戒かいしながらヒンドはそう叫んだが、コダートはそんな船乗り達の迷めい信しんに苦く笑しようする。

「相変わらず心しん配ぱい性しようだな、ヒンド。お前のその気持ちはありがたいが、呪のろいなんてありえない。それに…………船長は俺だろう？」

　コダートの一言にヒンドは心配そうに眉を寄せたが、それ以上は何も言わずきびすを返し、船が停泊している海岸へと足早に戻もどっていく。

　それを見送ったコダートは、ブブ鳥の動きに注意しながらも、再び腕に抱いた少女を見つめていた。
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「…………という訳で、お前はこの俺が滅めつ多たにない気まぐれを起こして、助けてやったんだ。一生恩にきるように」

　コダートの最後の言葉だけは聞き流したジャリスは、なぜその島に自分がいたのかを思い出してみる。

「いたっ」

　だがジャリスは、すぐに激しい頭痛に襲おそわれて、頭を抱かかえる事となった。

（何でいっつも痛くなるのっ。わたしの頭の中は、一体どうなってるのよー。もうっ）

「そんなに深く考え込むな。お前は多分海の向こうにある異国の民だ。だからこの大陸の人間とは、違ちがう姿をしているだけだ。まあ、違うのは姿だけじゃなく頭の中身もだがな。アラバーナ大陸の女達は、木をつたって外にでようなんて思いつきもしないぞ」

　どこか面おも白しろそうにそういうコダートに、ジャリスは頰ほおを膨ふくらませた。

「どうせカマル達みたいにおしとやかじゃないわよ。でもじっとしてるのが耐たえられないの。わたしはどこの誰だれなのよーっ」

　木の上から外に向かって、思わずジャリスは叫んでいた。誰に向かってということはない。

　ただ自分の心のもやもやを、吹ふき飛ばしたかっただけなのだ。

「近きん所じよ迷めい惑わくだな。少しは大人しくしろよ」

　耳を塞ふさいだコダートにそう言われて、ジャリスは更さらに声を張り上げた。

「だって、もしわたしが異国の民だとして、なんで着き飾かざって一人で無人島にいたのよー。あ、もしかしたら、わたし異国のお姫ひめ様さまかも…………」

「それは絶対にない。ありえないな」

　きっぱりと言いきったコダートと即そく座ざに頷うなずいたカマルに、冗じよう談だんのつもりだったにも拘かかわらずジャリスは傷ついた。

「…………何でそんなに、いじめるのよ？　コダート」

「何でお前はそんなにじゃじゃ馬なんだ？　ジャリス」

　そう言い返されて、ジャリスは唇くちびるを尖とがらせる。

「もうさっさと降りてこいよ、約束しただろう。日が暮れるぞ」

　まだまだ太陽は高い位置にあるというのに、そう言ったコダートに、ジャリスは渋しぶ々しぶながらも頷いて、隣となりにある枝に手をかけて、木を降りようとした。

「気をつけろ。お前はやせているように見えて、結構重いぞ。無人島で抱えて逃げるとき、どれだけ大変だったか」

　そんなコダートの失礼な物言いに、ジャリスはきっと彼を睨にらみつけ言い返そうとした、その時だった。

　ジャリスの摑つかんでいた、やや細めの枝から、生木を裂さく嫌いやな感かん触しよくが手に伝わった。

　それと同時に、ぱきりと今の時点で一番聞きたくなかった音が響ひびく。

「ぱきって……うそっ！」

　ジャリスが叫んだ時には、もう遅おそかった。枝が折れると同時に、身体の平へい衡こうを崩くずし、ジャリスはまっさかさまに、地上に向かって落下したのだ。

「いやぁぁぁぁぁ。これ以上頭打ったら馬ば鹿かになるー！」

「ジャリス様っ！」

　叫んだカマルの声が、聞こえたと同時だった。

　覚かく悟ごしていた衝しよう撃げきはなかった。だが頭を両手で庇って背中から落ちたジャリスは、代わりに全く別の弾だん力りよくを感じた。

「コダート様っ、ジャリス様！」

　慌あわててカマルが駆かけ寄ってくる。

　ジャリスは一瞬何が起こったのか判わからなかった。だがカマルの真っ青な顔と叫び声で、自分が下した敷じきにしている黒い物体が、コダートなのだと知った。

　コダートは背中から落ちたジャリスを両手で受け止めてくれたが、そのまま前に倒たおれることだけは阻そ止ししようしたのか、勢い余って後ろに倒れ込んだようだった。

「コ、コダート。ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？　生きてる？」

　ジャリスは慌ててコダートの身体からだの上から降りて、彼をのぞき込んだ。

「……だからっ、お前は見かけより、重いと言ってるんだ。それにそれ以上頭を打たなくても、お前は十分大おお馬ば鹿か者だ！」

　さすがに人間一人受け止めるのは厳しかったようだ。仰あお向むけに倒れ込んだまま、苦く悶もんの表情を浮かべて、呻うめくようにコダートはそう言った。

　その辛つらそうな様子に、ジャリスはさすがに自分の行動を反省したのだった。




　部屋に戻ったジャリスに、カマルがベールと頭を覆おおうためのタルハーを差し出した。

「どうぞ、ジャリス様」

「カマル、様はいらないわ。わたしはあなたの主人でも何でもない。ただの居い候そうろうなんだし」

　ジャリスがそう言うと、醇じゆん朴ぼくそうなカマルは慌てて首を横に振ふった。

「ジャリス様はお客様です。呼び捨てになんかしたら、叱しかられます。様をつけてお呼びする方が、私は落ち着くんです。ですからどうかこのままで」

　カマルにそう言われて、ジャリスは仕方なく頷いた。

　そして渡されたベールと、タルハーを身につける。マハル王国の女性は、この二つを身につける事が習慣となっていた。どんなにうっとうしくて息苦しくても、嫌だとは言えなかった。

　ジャリスに与あたえられた部屋は、コダートの広い屋や敷しきの中にある。

　コダートの屋敷は堅けん固ごな石造りで、建物の両りよう端たんには白い尖せん塔とうが建っていた。客室だけでも二十以上あり、一番上の階にある大広間は、丸天井ドームに濃こい青の曲線をいくつも組み合わせた細かい柄がらが描えがかれている事から、青輪の間と呼ばれていた。その大広間は、コダートが商売の為ための酒しゆ宴えんを開くこともあって十分な広さがあり、窓には強い日差しを防ぐため、一つ一つが花の形に彫ちよう刻こくされた格こう子しが組み付けられている。

　そしてこの屋敷の隣には、カマル達使用人の住む家が別に建てられていた。

　親もいないというコダートが、どうやってこんな立派な屋敷を持てるに至ったのか、ジャリスは一度、ゆっくり聞いてみたいと思っていた。

「ジャリス、いるかい？」

　そう言ってジャリスの部屋を訪ねてきたのは、コダートの片かた腕うでとして働いているハジだった。

　身長はコダートよりも少し高い。しかし、ハジの方がずっと細身だ。いつも優やさしい笑え顔がおを浮うかべているハジは、柔にゆう和わな顔立ちで薄うすい唇の横に小さなほくろがあった。

　黒い短めの髪かみを後ろに撫なでつけた彼は、コダートよりも年上だがやはりまだ独身で、ジャリスを除けばこの屋敷に住むことを許されている、数少ない人間だった。

　以前はコダートとともに航海に出ていたが、最近はヒンドに副船長の座を譲ゆずり、マハル国内の仕事を主に担当しているという。その為ジャリスは、この屋敷で初めて彼と知り合ったのだ。

　いつも穏おだやかな笑顔を浮かべるハジは、ジャリスがカマルの次に気を許している人物だった。

「聞いたよ。何かまた、騒そう動どうを起こしたみたいだね」

　そう言われて、ジャリスは思わず額に手を当てた。

（ああっ、もう知られてる。噂うわさってどうしてこんなに早いの…………！）

「起こしたくて起こす訳じゃないんだけど……ねぇ、コダート怪け我がしてなかった？」

　先程から気になるのは、その事ばかりだ。コダートは大丈夫だと言っていたが、あんなに高い木の上から落ちた自分を受け止めたのだ。

「ああ、大丈夫みたいだよ。先程客が来て、もう元気に商談してたからね」

　ジャリスは、それを聞いてほっとして笑顔を浮かべた。

「そう、良かったぁ……あ、でもお客が来てるなら、忙いそがしいでしょ？　こんな所にいていいの」

　吞のん気きにカマルの入れたお茶を飲んでいるハジに、ジャリスは聞いた。

　コダートとハジは夜わずかな時間眠ねむる以外は、常に何かしら仕事に追われている。その忙しさには、ジャリスも目を見張るばかりだ。こうやって昼間から、二人が揃そろって屋敷にいるのを見るのすら、今日が初めてだとジャリスは気づいた。

「一人で平気だって追い出されたよ。たまに屋敷にいられる時ぐらい、ゆっくり休めってね」

「コダートだけで本当にいいの？」

　あの口の悪さと皮肉な態度で、商談などできるのかと心配になったジャリスがそう聞くと、ハジは肩かたを竦すくめた。

「大丈夫さ。仕事している時の彼は、まさに天才だよ。私なんかがいたって邪じや魔まなだけさ」

　片目を瞑つぶってそう言ったハジに、ジャリスは首を傾かしげた。

「天才？　あんなに意地悪なのに…………」

　ハジの言っている事が、今一つ信じられないジャリスがそう呟つぶやくと、彼は苦く笑しようした。

「憎にくまれ口を叩たたくけど、そんなに悪い男じゃないんだ。木に登って外に出るなんて無茶な事しなくても、ジャリスの記き憶おくを探す手伝いもきっとしてくれるよ」

「そうだったらいいんだけど…………。でもじっとしていられないのよね。どうすれば、記憶が戻もどるのかしら」

　眉まゆを寄せて考え込んでいるジャリスに気づいたのか、ハジは何かを思いついたように、ぽんと手を叩いてこう言った。

「そうだ。今晩この屋敷で宴うたげがあるんだけど、もしかしたらそこで何か判るかもしれない」

「えっ！　本当に？」

「ああ、商売仲間を集めた宴なんだけど、何とあのプス船長もいらっしゃるんだよ」

　興奮したように喋しやべるハジに、ジャリスは首を傾げた。記憶のないジャリスにとっては、何の事だかさっぱり判らなかったのだ。

　そんなジャリスの後ろで、控ひかえていたカマルが驚おどろいて声をあげた。

「プス船長？　ほ、本当ですか！」

　いつもは控えめなカマルが、ベール越ごしの口元に手をあてて目を見開いている。

「そうだよ。カマル。二年前にタバラン国の奴ど隷れい達を解放した、あのプス船長だよ」

　ハジもカマルと一いつ緒しよに盛り上がっている。だがジャリスにはさっぱり話がみえなかった。

「なに？　そのプス船長って……」

「あ……ジャリス様はご存じないんですよね。プス船長は、シンリクット船長のお孫さんです」

　カマルの説明に、ジャリスは首を傾げた。

「シンリクット船長？」

「はい、シンリクット船長は、この国を救ってくださった英えい雄ゆうなんですよ！」

　そう言って、カマルはこの国で、二十年前起こった出来事について話し始めた。

　このマハル王国は昔から争いの絶えない国だったという。文化や生活水準も他国に比べて高く、港町バキラを抱いだき、大陸の最さい北ほく端たんにある貿易の中心地カトゥーナ国と、並ならび称しようされるほどの商業の都でもあった。その為他国からも狙ねらわれることが多かったのだ。

　だがマハル王国の首都であるバキラの町は高い防ぼう壁へきで囲まれ、どんな敵の攻こう撃げきにも一度も陥かん落らくした事はなかった。

　ところが二十年前、先代のスルタンが崩ほう御ぎよした際に、内乱が起こった。

「弟のスライマン皇子が、王位を狙ねらって兄のエジド王を、暗殺しようとしたそうなんです。ひどい話でしょう？　けれどその暗殺を、すんでの所でくいとめたのが、シンリクット船長なんですよ！　彼は海かい賊ぞく同盟の……」

　それを聞いたジャリスは、思わず首を傾げる。

「海賊……同盟？　何それ…………？」

　ジャリスの困こん惑わくの表情を見て、カマルは驚いたように目を丸くした。

「ジャリス様、海賊同盟の事も覚えてないんですね。えっと…………海賊というのは元々、海を荒あらす悪い盗とう賊ぞく達の事だったそうです。シンリクット船長も昔から、海賊を名乗ってはいたんですけど……、でも彼は違ちがうんです！　普ふ通つうの商人や旅人から、積み荷を奪うばったりとか、一いつ切さいしないんです。反対に盗ぬすまれた物を他の海賊達から取り返したり、旅人達を守ってくれたり…………とにかく素す晴ばらしい方なんですよ！」

　カマルの力説に、ジャリスは思わず身をひいてしまう。どうやらカマルは、そのシンリクット船長に、特別な思い入れがあるらしい。

　そんなカマルとジャリスのやり取りを、苦笑して見ていたハジが口を開く。

「カマル、それじゃジャリスには、何の事だか判らないよ。…………シンリクット船長は五十年前に、サウルナという国のシャリフ王と協力して、長い間大陸で続いていた戦争をやめさせたんだ。そしてその時の働きが各国に認められて、彼は船の仲間達と海の治安を守る為に、同盟を創つくったんだよ」

　ハジの言葉のすぐ後に、カマルが両手を握にぎって声を上げた。

「それが海賊同盟ですっ。昔から海賊という言葉には、海の勇者として人々を助けるという、もう一つの意味もあったそうなんです！　シンリクット船長は、その意味での〝海賊〟という自分に誇ほこりを持っていたそうです。だから同盟を創る時も、その名を使ったそうなんですよっ。今は〝海賊〟といえば、アラバーナ大陸と海を守ってくれる、同盟の船乗り達の事なんです！」

　生き生きと瞳ひとみを輝かがやかせて、カマルは話を続けた。

「シンリクット船長は二十年前に、その海賊同盟の視察でこの国にいらっしゃったんです。そこで暗殺計画を知って、仲間達と一緒にエジド王を助けてくれたんです！」

　その活かつ躍やくのおかげで、内乱でスライマン皇子に味方した貴族や大臣達も、一いつ斉せいに捕とらえることができたのだ。結果的に王宮内ではびこっていた反スルタン派の人間達も一いつ掃そうでき、エジド王は名君として国に平安をもたらしたのだという。

「ふーん、そのシンリクット船長は、今はどうしてるの？」

「それは……わからないんです。同盟の盟主を息子むすこさんに譲られて、随ずい分ぶん昔に旅に出たまま、帰ってこないそうです。噂では嵐あらしで亡なくなったとか、もしくは遠い異国で新たな冒ぼう険けんをしているとか………………。あ、でも二年前に、シンリクット船長の船、バルク稲妻号を受け継つぎ、航海を始めたのがお孫さんのプス船長なんですよっ」

　カマルはすぐに顔を上げ、再び興奮した様子で、ジャリスに話し続けた。

「シンリクット船長のお孫さんも素晴らしい方で、色んな国ですごい冒険をされているんです。その中でも一番有名なのはタバラン国の奴隷達を助けて、奴隷制度をやめさせた話なんです」

「よく知ってるのね」

「実はこういう話はみんな、町で子供達に話をして聞かせる、語り部べ達から聞いたんです。シンリクット船長と、プス船長の話はとても人気があって、この国に住む人なら……ううん、この国だけじゃなくて、アラバーナ大陸に住む人なら誰だれでも知ってる話なんですよ…………」

　頰ほおを赤く染めたカマルの話はまだまだ終わりそうになかったが、そこにハジが口を挟はさんだ。

「プス船長が我が国にいらっしゃるのは初めてなんだ。それでこの国有数の商人といわれるコダートが、歓かん迎げいの宴を開くんだよ。そこでね、その宴に出たくはないかい？　ジャリス」

　そうハジに言われて、ジャリスは驚いて青い目を瞬またたかせた。

「え！　で、でも、それってわたしが出てもいいの？」

「ああ、もちろんだよ。プス船長の顔を一目でいいから見たい、という人達がたくさん集まるんだ。プス船長は、普ふ段だんはあまり外に顔を出さないらしいからね。君が外出するのはまだ心配だが、この屋や敷しきでの宴なら私達もついているからね。客達もほとんどが商売人や貴族達だから、海の向こうの異国に詳くわしい者もいるかもしれない。他国からの客も来るから、誰か一人くらい、君の事を知っている人がいてもおかしくないよ」

「出る、出るっ。絶対にその宴に出るっ」

　そんなハジの提案に、ジャリスは思わず立ち上がって、勢いよく叫さけんでいた。

「それに今晩の宴には、イルシュ殿でん下かもいらっしゃるんだ」

　その名前にも聞き覚えのないジャリスが首を傾げると、やっと落ち着いたのか、カマルがいつもの控えめな口調に戻って教えてくれる。

「イルシュ殿下は、このマハル王国の世よ継つぎの皇子様です。スルタンはエジド王という方なのですが、五人のお妃きさき様との間に十人のお子様がいらっしゃるんです。でも男のお子様はイルシュ殿下だけなんです」

「イルシュ殿下は、プス船長の冒ぼう険けん談だんを直接本人の口から聞きたくて、おいでになるんだ。殿下はとても異国に興味のある方なんだそうだし、君の事情を話せばきっと力になってくれるよ」

　ハジにそう言われて、ジャリスは大きく頷うなずいた。

「ありがとう、ハジ。わたし絶対に記き憶おくを取り戻してみせるわ！」

　拳こぶしを握ってそう宣言したジャリスに、ハジは笑え顔がおで頷いた。
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　屋敷の奥にある商売用の応接室に漂ただよう不ふ穏おんな空気に、コダートは少しも動じた様子を見せず、目の前の男に視線を向けた。

「仕入れた品は最新式です。どこの王宮に出しても恥はずかしくない。そんな値段では売れませんね。売値に関しては、仕入れに行く前にきちんと話してあったはずですが」

　話している相手は、コダートの父親といってもおかしくない年ねん齢れいの男。筋きん骨こつ逞たくましい身体からだにいくつもある傷きず跡あとを少しも隠かくさず、海の匂においの染しみついた異国風のズボンと、汚よごれた上着を身につけている。しかしその指には、大きな緋ひ石せきの埋うめ込まれた指輪をはめていた。

「でもよ、兄ちゃん。よくよく考えてみりゃ、その売値はあんまり高いだろうよ」

　おどけたような口調で、笑いながら男はそう言う。

「南都海を仕切る海うみ蜥蜴とかげの大おお頭がしらとは、思えない言葉ですね」

　コダートはそう言いながら、改めて目の前の男に視線を向ける。ここ数十年の、シンリクット船長と同盟の活躍で、海賊という言葉が海の守護神としての代名詞となった。その為ため彼らのように海を横行する者達は、海の怪かい物ぶつの象しよう徴ちようである海蜥蜴の名で呼ばれ、恐おそれられているのだ。

　その海蜥蜴の中でも名の通った男を前にして、少しも怯ひるむ事なく、コダートは言葉を続けた。

「…………そうそう、海蜥蜴といえば、一月前商品をカトゥーナ国から運ぶ途と中ちゆうに、海蜥蜴に襲おそわれましてね。まあ追い払はらったので、今こうしてあなたに商品を売る事ができるんですが……その時妙みような事に気がついたんです」

　コダートの言葉に、男は表情一つ変えずに、椅い子すの背に凭もたれかかりながら口を開いた。

「妙な事？」

「ええ、どこかで見た旗印だったんですよ。帆ほ柱ばしらに掲かかげず降ろしてあったので、よく見えなかったんですが、南を表す旗印だったような…………」

　口元では笑みを浮うかべながら目は笑っていない男に、コダートはそう言って同様に微笑ほほえんだ。

「気のせいなんじゃないか？　似たような旗はいくらでもある」

　あくまで惚とぼける男に、コダートは皮肉そうな表情を見せた。

「そうでしょうね。まさか南都海一の海蜥蜴が、頼たのんだ積み荷を横取りするなんて卑ひ劣れつなまねしませんよね」

　男の目元が少しだけ細められたが、コダートは気にした様子もみせず、話を続けた。

「アラバーナ大陸の中で、カトゥーナ国のロッキスの町は、唯ゆい一いつ海を隔へだてた異国と交易している町です。各国のスルタンの許可を受けた王室御ご用よう達たしの商人だけが、ロッキスの町と貿易することを許されている。この国でその資格を持つ商人は数人だけ。それはご存じですよね」

　念を押すようにそう言ったコダートは、唇くちびるの端はしをつり上げて薄うすく笑った。

　年に似合わないこんな笑みが相手にどう映るかも、コダートはよく知っていた。

　王室御用達商人の資格は、荷物を運ぶ為の大型帆はん船せんを持ち、国に一定の額を毎年納められる者に限って与あたえられる。その金額は膨ぼう大だいで、現在ではコダートを含ふくめた数人だけが、その資格を持つことを許されていた。たとえ海蜥蜴といえども、異国の品を手に入れる時には、王室御用達商人の仲ちゆう介かいを頼まなければならない。目の前の飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない海蜥蜴の男に、コダートは表情を一変させて、身を乗り出した。

「バキラの黒の若わか獅じ子しを甘く見るなよ。最初に提示した金額以下では売らない。嫌いやならよそで買うんだな…………まあ、あんた達に売ってくれる商人が、俺以外にもいればの話だが」

　声こわ色いろを変えたコダートが、そう冷たく言い放った時だった。

　男の後ろにある扉とびらが勢いよく開いて、数人の男達が乗り込んで来たのだ。

「貴様！　頭に何て口ききやがるっ」

「王室御用達商人だかなんだかしらないが、なめた真ま似ねすると許ゆるさねぇぞ！」

　男達は、口々に叫ぶと腰こしの剣けんに手をやって、鋭するどい殺気を放った。

　だがコダートは少しも動じる事なく、ゆっくりと口を開く。

「俺に何かする気か？　まあそれもいいだろう。だが、もし仲介している俺がいなくなれば、困るのはあんた達だ。正規の手段で商品を買うとするなら、今俺が提示している売値の約倍以上の金額を払う羽目になるぞ。今回の商品の売値は三千百五十二万ディナルだが、これを正規で買うと、七千二百四十九万六千ディナルだ。それだけじゃない。俺の扱あつかう商品はあんた達には必ひつ需じゆ品だろう。これから先ずっと正規に買うとしたら、その損失は…………」

　コダートが瞬しゆん時じにそう計算し、淀よどみなくすらすらと話した時だった。

「ぶっ！　わっはっはっ」

　我が慢まんできないといった様子で吹ふき出したのは、海蜥蜴の大おお頭がしらだった。

　腹を抱かかえて大笑いする頭かしらに子分達は、目を丸くする。

「もういいよ、兄ちゃん。おい、お前達も殺気立つんじゃねぇ。向こうへ行ってろ」

　頭に一いつ喝かつされた男達は、戸と惑まどいながらも、部屋から出ていった。

「騒さわがしくしちまったな。あいつらどうも血の気が多くていけねぇや。それに比べてあんたはいい度胸だ、冷静だしな。うちの船にもあんたみたいに切れる男がいるといいんだがな」

　男は豪ごう快かいに笑いながらそう言うと、立ち上がった。

「気に入ったぜ。兄ちゃん…………確か、名前はコダートだったな。よし！　覚えたぜ。商人に飽あきたら俺の船に来な。歓迎するからよ」

　男はそう言うと、片目を瞑つぶった。

「考えておきますよ」

　コダートが再び唇の端をつり上げてそう言うと、男は満足そうに大きく頷いた。




　約束通りの金を払って、商品を受け取り帰っていく男を見送ったコダートは、今夜行われる宴うたげの準備を確かく認にんする為、青輪の間に向かった。

「コダート、商談はどうだった？」

　そんなコダートに、広間の入り口で声をかけてきたのはハジだ。ハジはコダートより十歳以上年上なのだが、外見はとてもそうは見えない。子供の時から一いつ緒しよに暮らしている彼は、両親のいないコダートにとっては、親であり、兄であり、親友だった。

「海蜥蜴の船に乗らないかって誘さそわれたよ」

　先さき程ほどの男を思いだしたコダートは、苦く笑しようしながらそう答えた。

「うーん、それは無理だろうね。船ふな酔よいする海蜥蜴なんて聞いた事ないよ。しかも君は気分が悪くなると、散歩に行ったまま帰ってこなくなるだろ。そのせいで何度も、船に乗り遅おくれた事だってあるじゃないか」

　商人として船に乗り、様々な国で品物を売り買いするコダートだが、実を言うと船が苦手だ。

　船酔いする体質は、幼い時から変わらない。それでも近ちか頃ごろは随ずい分ぶんとましになった。穏おだやかな海を航海するだけなら、昔のように青ざめた顔で、吐はき気を我慢するような事はなくなった。

「ちょっと待てよ。それはハジだって悪いんだろ。船長の俺がまだ乗ってないのに、勝手に出航させるのは、いつもハジだったじゃないか。ヒンドが副船長になってからは、そんな事なくなったんだぞ」

「だってまさか、荷物も乗組員達も全て乗ってるのに、出航の時間になっても、船長が帰ってきてないなんて思わないだろう。海蜥蜴に襲われても、逃にげずにわざわざ大立ち回りするのだって、じっとしてるより動いている方が気が紛まぎれるからだろう？　アラバーナ大陸でも、君の航海術の右に出る者はそういないし、商売の駆かけ引きだって天才的なのに、どうしてそんなに船にだけは弱いんだろうね。しかもそれだけじゃなくて……」

「ああ！　それ以上は言うなっ。それは誰だれにも言わない約束だろ」

　滑なめらかな口調で話し続けるハジに、コダートは慌あわてて口元に人差し指をあてた。

「あ～、そうだったね。船長としての威い厳げんがなくなるんだったよね」

　微笑んだハジにコダートは、これ以上は自分の分が悪いと話を変えた。

「それより何か用なのか？」

「ああ、実は今晩の宴に、ジャリスを出席させたらどうかと思ってね」

　ハジの言葉に、コダートは眉まゆを寄せる。

「正気か？　記憶がない上にとんだおてんば娘むすめだぞ。口の利きき方一つ知らないし、とどめはあの気の強さだ。宴に出ても見せ物になるだけじゃないのか」

「でも人に接する機会を、与えてあげた方がいいと思うんだ。彼女も望んでいるし、カマルを侍じ女じよとして、付き添そわせればいいんじゃないかな」

　コダートは、今日の騒ぎで打ち付けた腰をさすって、しばし考え込んだ。

　ジャリスは不思議な少女だった。

　ここマハル王国の女や、アラバーナ大陸の女達は慎つつしみ深い事を良しとしていた。ベールやタルハーで、極力肌はだの露ろ出しゆつを少なくし、父や夫には従順で口答えなどもっての外だ。

　だがジャリスは違ちがう。

　コダートの屋や敷しきでも彼女のその異質な姿に、畏い怖ふを募つのらせる使用人は多い。それをジャリスも知っているだろうに、いつでもまっすぐに顔を上げて歩いている。彼女の持ち前の行動力と、前向きな明るさは、今日のようにはた迷めい惑わくな時もあるが、感心する事も多かった。

「宴に出るのは構わないが…………まだ怪け我が人なんだ。気をつけてやってくれ」

　最後の言葉を口早に言ったコダートに、ハジは人の悪い笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「判わかっているよ。君のお気に入りだものね。心配はいらないよ」

　そうからかうように言われて、コダートはむっとする。

「気に入ってなんかいるもんか。あんなじゃじゃ馬娘」

　そう言い捨てたコダートを、ハジは面おも白しろそうに笑みを浮かべたまま見つめていた。
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　コダートの屋敷で行われた宴は、ジャリスが思っていたより、数倍も盛大なものだった。

　屋敷の大広間に数え切れない程の客達がひしめき、その中央では曲芸師達が軽かろやかな音楽に合わせて、華か麗れいな舞まいを披ひ露ろうしていた。

　女性の肌の露出にうるさいマハル王国だが、それを職業と見なされている女性は、かなりきわどい衣装を身につけていた。艶なまめかしく踊おどる曲芸師や踊り子達は薄いベールで顔を覆おおってはいたが、その下の魅み惑わく的な表情が、透すけて見えるようだった。

　ジャリスは黄色い小花がいくつも刺し繡しゆうされた青い絹のクマーシュを肩かたからかけ、真しん珠じゆを使った揃そろいの首くび飾かざりと腕うで輪わを身につけていた。透けるほど薄いタルハーも青く、胸むな元もとまで隠かくすベールだけが黄色だった。触さわるのも気き後おくれするその高価な衣装は、ハジが用意した物だ。

　そして宴の作法も何も知らないジャリスが連れてこられたのは、大広間の所々にある紗しや幕まくに覆われた場所だった。紗幕の中には柔やわらかな敷しき物ものに、低い天鵞絨ビロードの寝ね椅い子すが置いてある。本来は高貴な身分の人々が休むための場所だった。

　外からは光の加減で見えないが、中からは外の様子が窺うかがえるようになっている。そこからジャリスは、宴に出席している人々を見ていたが、すぐにため息をついて寝椅子に座った。

（はあ、やっぱりわたしと同じ、金の髪かみに青い目の人間はいないわね。もしかして、一人くらいいるかも、なんて思ってたけど…………あ、そうだ！）

「ねぇ、カマル。プス船長ってどんな人なのかな？」

　隣となりに控ひかえているカマルに、ずっと気になっていた事を聞いたジャリスは、シンリクット船長とプス船長という名前を、頭に思おもい浮うかべてみる。

　先程から何か気になるのだ。まるで舞まい落ちる雪を手にしようとするかのように、ふっと消えてしまうけれども、その二人の名はなぜか心に残って仕方なかった。

　だが考えようとすると、頭痛がしてくる。

「私もお会いした事はないんです。でもプス船長のプスっていうのは有害な動物、特に蛇へびを退治する猫ねこの意味があるんです。その名の通り、プス船長は世間にとって有害な者達を退治しながら、旅をしているそうなんです」

「猫？　凄すごいわね。可愛かわいいんだか怖こわいんだか、微び妙みようだけど」

「もう、茶化さないでくださいっ。プス船長は正義感が強くて、弱い人達の味方なんです！」

　再び興奮したカマルの力説が始まろうとしたが、そこへ紗幕を少しだけ開けたハジが、中をのぞき込んだ。彼の後ろには、渋しぶい顔をしたヒンドが立っている。

「ハジ殿どの……この娘は外に出さない方が…………」

　うろんな目つきで、ジャリスを見たヒンドがそう言う。眼光鋭い彼の視線は正直苦手だが、それでもジャリスは負けじと顔を上げ、正面からそれを受け止めた。

　ハジはそんなヒンドを制して、優やさしい微笑ほほえみをジャリスに向ける。

「ジャリス、話の途と中ちゆうすまない。紹しよう介かいしたい方がいるんだ。こっちに出ておいで」

　ハジの言葉に頷いて、ジャリスが渋しぶ々しぶ口を閉じたカマルを伴ともなって紗幕の外に出る。

　すると、にぎやかだった宴の席が一いつ瞬しゆん静まりかえった。そしてすぐに先程までの楽しげだった談笑とは違う、こそこそとしたざわめきが辺りを包む。自分のこの金色の髪と、不ふ吉きつだといわれている青い瞳ひとみのせいだろうと、ジャリスには判っていた。だがジャリスは、その奇き異いなものを見る視線を受けてもなお、背筋を伸のばして胸を張って歩いた。

　この金の髪と青い瞳は、自分の偽いつわりのない姿なのだ。

　記き憶おくはないが、この髪と瞳の色でずっと生きてきたのだろうから、ヒンドのように自分を気味悪がる者がいても気にしないと、ジャリスは決めていた。

　そんな堂々としたジャリスの態度に臆おくしたかのように、周りの視線はあらぬ方に散っていく。

「ハジの言う通りだな。本当に美しい金きん髪ぱつだ」

　そこへ感かん嘆たんの声が上がった。

　一瞬嫌いやみなのかとも思ったが、ジャリスが振ふり向いた先にいたのは、見も知らぬ少年だった。

　背後に数人の男達を従えた少年は、本気でそう思ったようで、両手を広げ感動の意を表し、頰ほおを紅潮させてにこにことジャリスを見つめていた。

　誰なのかといぶかしんだジャリスに、ハジとヒンドが少年の前に進み出て膝ひざを折り挨あい拶さつした。

　そしてきょとんとしたままのジャリスに、ハジが少年を紹介する。

「ジャリス、マハル王国のイルシュ・アル・マハル殿でん下かだよ」

　その言葉に、ジャリスよりも先に、後ろに控えていたカマルが反応した。

「イ、イルシュ殿下…………」

　そうぼんやりと呟つぶやいた後に、慌ててカマルは跪ひざまずいた。そして周りにいた客達もイルシュの姿に気づいて、次々と跪き頭を垂れる。

「皆みなさん。私は忍しのびでこの屋敷の宴うたげにやってきました。高名なプス船長の話を、聞くためです。さあ、みんな立ち上がって、一いつ緒しよに船長をお迎むかえしましょう」

　幼い年ねん齢れいに似合わない、落ち着いた口調でそう言ったイルシュは、愛あい嬌きようのあるやや垂れ気味の目をした、親しみやすい顔立ちの少年だった。しかしその衣装は、さすがにこの国の皇子らしく、マハル王国の紋もん章しようである、孔く雀じやくが金糸で刺繡された豪ごう華かなクマーシュを肩からかけていた。腰こしを締しめる飾かざり帯には、ジャリスの握にぎり拳こぶし程ほどもある大きな金こん剛ごう石せきが縫ぬいとめられている。

　年はおそらくまだ十歳程だろう。だが生まれながらの皇子には、子供とはいえにじみ出る気品があって、最上級の絹で織られた衣装も優雅に着こなしていた。

　何よりまだ幼いといってもいい皇子が、これだけ周りを気き遣づかえる事にジャリスは驚おどろいた。

「それにしても今日は良い日だ。噂うわさに聞いていたバルク号のプス船長に会えるし、こんなに美しい異国の女性とも知りあいになれたし」

　ベールの上からで素す顔がおも判らないのに、ジャリスを見てそう言うイルシュは、子供ながらになかなか調子のいい人物のようだ。

「ジャリス、というのが名前なのかい？　ハジから聞いたが、記憶がないそうだね」

　再開した宴を満足そうに見ながら、イルシュが聞いてきた。

「はい、殿下。生まれた国がどこなのかも判りません。コダート……様に助けていただいて、気づいたらこの屋敷におりました」

　なかなかつかみ所のない皇子だが、ジャリスは精せい一いつ杯ぱいの猫を被かぶって、しずしずと答えた。

　コダートに世話になっている以上、彼に迷惑はかけられないからだ。ここは一つ、この国の女性達のように、おしとやかで従順な女性を演じなければならないだろう。

「それは………………」

「殿下。お話中失礼します。ジャリス…こっちへ」

　イルシュが何か言いかけようとしたが、それより先にコダートが、ジャリスの背後から低い声で呼びかけた。

　振り向くと、後ろに随ずい分ぶんと綺き麗れいな顔立ちをした男を連れた、コダートの姿が目に入った。

　いつもは宝ほう飾しよく品ひんの類たぐいを一いつ切さい身につけないコダートだが、今日はさすがにいつもの仕事着ではなく、小さいが質のいい金剛石を縫いとめた、厚みのある黒いクマーシュを身につけていた。

「ジャリス……どうして紗幕から出たんだ」

　イルシュがいる事に気を遣ってか、コダートはジャリスの腕うでを取って小声で話しかけてくる。

「どうしてって……ハジに呼ばれたから…………」

　戸と惑まどい気味にジャリスが小声でそういうと、コダートの眉み間けんに皺しわが寄った。

「コダート、久ひさし振ぶりだね。君は全然王宮の宴には出席してくれないから、とても寂さびしいよ」

　イルシュのその言葉に振り返ったコダートは、眉間の皺をゆるめて微笑んだ。

「お久しぶりです、殿下。お元気そうなご尊顔を拝し、コダートも嬉うれしく思います」

　かしこまって跪き、両手を胸に当てて礼をしたコダートに、イルシュも微笑む。

「そんな堅かた苦くるしい挨拶はなしにしよう。今日は招待してくれてありがとう。プス船長に会えるなんて、嬉しくて昨夜は眠ねむれなかったよ」

　少年らしい笑え顔がおを浮かべたイルシュに、コダートはもう一度微笑むと、背後にいた男を促うながす。

　長い茶色の髪を一つにまとめた男は、立てた襟えり元もとまできちんと釦ぼたんを留めた汚よごれ一つない真っ白な上着を着て、腰を細い帯で結んでいた。同じく白いぴったりとしたズボンは、飾り気のない男の姿をより鋭えい利りに見せていた。

　マハル王国の人間はその地位を知らしめるために、衣装や装飾品に黄金や宝石を使うのだが、男はそのたぐいの宝飾品を身につけてはいなかった。折り返した袖そで口ぐちからちらりと見える、銀色の細い腕輪だけが唯ゆい一いつの装飾品だ。

　腰に差した剣けんは飾りもなく、実用的な大きさの使い込まれた物だ。それだけで男がこの宴では、異質な存在だと判わかってしまう。

　年の頃ころは、コダートよりも少しだけ上のように見える。ハジと同じくらいの長身で、逞たくましいとは言い難がたいが、服の上からでも程よい筋肉のついた身体からだをしている事が窺われた。

　銀ぎん鎖ぐさりのついた片かた眼鏡めがねをかけ、細い描かいたような眉まゆと鋭するどい光を放つ瞳を持ち、尖とがった顎あごと薄うすい唇くちびるは、酷こく薄はくな印象を与える。

　男はジャリスの金髪が珍めずらしいのか、射い貫ぬくような瞳でじっと彼女を見つめていたが、コダートに呼ばれた事に気づいて、イルシュの前に進み出た。
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「もしかして…………」

　イルシュが、陶とう然ぜんとして呟いた。

「初めてお目にかかります、殿下。バルク号船長、シャルマ・シンリクットと申します」

　ジャリスは顔を上げ、目の前で微笑んでいるプス船長の異名を持つ、シャルマを見上げた。

　この大陸中を旅しているという船長なら、何かを知っているかも知れないと、一いち縷るの望みをかけて──────。

　　　　[image: ]

「コダートの屋や敷しきも凄いけど、王宮はそれ以上ね。お金ってある所にはあるのね～」

　ジャリスは、バキラの中心にある王宮までハジとカマルと一緒にやってきていた。

　昨夜の宴で、この国の皇子であるイルシュに妙みように気に入られてしまったジャリスは、話し相手になって欲しいからと、王宮に招待されたのだ。

　王宮はジャリスが今まで見たどんな建物よりも大きかった。四よ隅すみには見上げるほど高い尖せん塔とうがそびえ立ち、その真ん中に卵を半分に割ったような形の、大きな丸天井ドームがある。

　金で縁ふち取どりされた大きな門をくぐると緑豊かな庭園があり、泳げるほど大きな池の周りには花々が咲き乱みだれていた。その光景はいかつい護衛兵達がいなければ、最高の眺ながめだった。

　ジャリス達が通された客室は天井が高く、壁かべにマハル王国の紋章に描えがかれている、大きな孔雀の姿が彫ほり込まれていた。その見事な彫ちよう刻こくに手を触ふれようとしたジャリスは、孔雀の赤い瞳が本物の緋ひ石せきだという事に気付いて、慌あわてて手を引っ込めた。よく見るとその広げられた羽にも、緑の翡ひ翠すいが埋うめ込まれている。

　部屋の中央には涼りようを取るためか、小さな水場が設けられていた。その真ん中にある噴ふん水すいの立てる水音に、ジャリスは心地ここちよさを覚える。

「ジャリス、本当にベールはいいのかい？」

　ジャリスは、自分の白い頰に直接手を当てて、肩かたをすくめた。

「だって殿下が、異国の人間を見るのは初めてだから、もしよかったらはずしてきてくれって」

　本来なら女性が素顔をさらすのは、とんでもないことなのだろう。だが記憶がなく、この国の常識にも疎うといジャリスには、ベールは息苦しいだけの物だった。

「まあ、殿下がそう仰おつしやるならいいんだけどね。…………さてと、私は仕事があるから、ここで失礼するよ。元々君を送ってきただけだから。くれぐれも言っておくけど、殿下に失礼のないようにね」

　椅い子すから立ち上がったハジは念を押すようにそう言うと、廊ろう下かに続く扉とびらを開けた。

　だが出ていこうとして、ハジは歩みを止める。不思議に思ったジャリスが扉の向こうを見ると、昨日と同じ白い船服に身を包んだシャルマが立っていた。

「これはシャルマ殿どの。昨日は宴においで下さり、ありがとうございました」

　そう挨あい拶さつしたハジに、シャルマはちらりと視線を向け、愛あい想そのいい笑顔を浮うかべる。

　その様子を見たジャリスは、机の下で小さく拳こぶしを握にぎりしめ、思わず顔を綻ほころばせた。

（よしっ！　昨日はイルシュ殿でん下かが独ひとり占じめしてたから、何も話せなかったけど、今日こそ！　もし名前を知ってる気がするのが、ただのわたしの勘かん違ちがいだとしても、彼は色んな国を旅してるってカマルが言ってたもの。それなら記き憶おくのないわたしに、何か助言してくれるかも……）

「では、あなたの上に、平和のあらん事を」

　ハジはそう言うと、右手を胸に置き、シャルマに向かって一礼する。

「あなたにも、また」

　シャルマもやはり自分の胸に右手を置いてそう挨拶を返し、去っていくハジを見送った。

　この国式のさよならの挨拶も、シャルマは完かん璧ぺきだった。ジャリスは思わず感心してしまう。

「イルシュ殿下は少し遅おくれるそうです。この部屋で待っていて欲しいと、先程知らせがありました」

　はやる気持ちを抑おさえ、ジャリスは精一杯落ち着いた声でそう言った。後ろに控ひかえたカマルは、シャルマの為ために室内に置いてある茶器で、ジャスミンのお茶を入れている。

　だがシャルマは、ジャリスの顔をじっとみつめたまま、返事もしなかった。

「…………何か？」

　そのぶしつけな視線に、ジャリスは困こん惑わくした。

「いえ、記憶がないとお聞きしたのですが、本当なのかと思いまして」

「ええ、覚えていたのはジャリス、という名前だけなんです」

　ジャリスは、向こうから話を振ふってくれた事をこれ幸いに、自分が記憶を無くしてコダートに助けられた時の事を、詳くわしく彼に説明した。

「…………では、本当に何も覚えていないのですね」

　確かく認にんするように聞かれて、ジャリスは頷うなずく。

「あの…………お茶が入りました」

　そこへカマルが、お茶を載のせた銀色のお盆ぼんを持ってきて、猫ねこ足あしの丸い机に置いた。

　名高いプス船長の話を直接聞けるなんてと、カマルは子供のように、朝からはしゃいでいた。その証しよう拠こに頰ほおは紅潮し、シャルマを見上げる眼まな差ざしには、憧あこがれが含ふくまれている。

「ありがとう。美味おいしそうですね」

　シャルマは愛想良く礼を述べたが、カマルの入れたお茶には手をつけなかった。

　そこで会話はとぎれてしまい、重い沈ちん黙もくが辺りを包んだ。ジャリスはその雰ふん囲い気きに耐たえられず口を開く。

「シャルマ……様はこの国に、どんなご用でいらっしゃったんですか？」

　そうジャリスが聞くと、シャルマは一いつ瞬しゆん目を細めた。

「何か？」

「え？　…………ああ、何でもありません。失礼しました。この国へは海かい賊ぞく同盟の資格を取る為にきたんです」

「海賊同盟って…………確かシンリクット船長が、創つくられたという同盟ですよね？」

　以前カマル達に聞いた事はあるが、詳しい事までは判らず、ジャリスは首を傾かしげた。

「ええ。…………あなたは百数十年前に起こった大おお地じ震しんで、領土争いの戦争が始まった事はご存じですか？」

　ふとそう聞かれて、ジャリスは頷いた。その話はカマルに聞いた事があったからだ。

　その地震の被ひ害がいはすさまじく、アラバーナ大陸はその時に入った亀き裂れつのせいで大地が割れ、長い年月が経たった今でも、大きく四つに分断したままだという。

　だが地震がもたらした被害は、それだけではなかった。いくつかの国の領土が亀裂によってわかれてしまったせいで、元々は自分達の領土だと訴うつたえる国と、地続きの領土は自分達の物だと主張する国との間で、争いが起こってしまったのだ。

　やがてその戦争は、大陸全土に広がっていったのだという。

「その戦争は、シンリクット船長の活かつ躍やくで現在は停戦し、今の所どの国も、地震が起こる前の国境で国をわけるという事で納なつ得とくしています。各国が停戦条約を破らないよう調べたりするのも、海賊同盟の主な仕事の一つなんです。その調査の為には、資格が必要なんですよ」

「資格……？」

　ジャリスの疑問の声に、シャルマは小さなため息をついた。

「ええ、〝海賊〟として認められる為の資格です。資格を取る為には、各国のスルタンが出す試練を乗り越こえ、彼らの信しん頼らいを得なくてはならないんです」

　そこまで言ったシャルマは、顔を上げてジャリスの青い瞳ひとみを見つめる。

「ですが私達見習いが、試練を乗り越える為の期間は、三十日間と決められています。それ以上この国に滞たい在ざいする事はできません。海賊同盟の掟おきてに背そむくことになり、罰ばつが与あたえられます」

　鋭いシャルマの視線に、ジャリスは身体からだをすくませた。何か見えない圧あつ迫ぱく感かんのような物を彼から受けたのだ。

「…………大変なんですね」

　ようやくそれだけを口にすると、シャルマが今度は、あからさまに大きなため息をつく。

「…………そうですね。ですが本当にあなたは何もご存じないようだ。海賊同盟の事は、アラバーナ大陸に住む人間なら誰だれでも知っている話なんですけどね」

　シャルマの呆あきれたような言い方に、小さな棘とげのような物を感じたが、それでもジャリスは思い切って、本来の目的である話を切りだした。

「そうなんです。わたし本当に何も覚えていないんです。でも、自分の記憶を取り戻もどしたいと思ってます。どこの誰だか判わからないままなんて、自分が不安定で気持ち悪いんです」

　訴えるジャリスの話を、シャルマは笑え顔がおのまま聞いている。

「そうですか。それはとてもお気の毒な事ですが、私にはどうする事もできません。何しろそんな珍めずらしい症しよう状じようの人には、会った事がないもので」

　癖くせなのか、片かた眼鏡めがねの位置をやたらと直しながら、シャルマはそう言う。

　そんな彼の言葉は、丁てい寧ねいだがどこか上辺だけの優やさしさのような感じがした。

「わたし、あなたの名前に聞き覚えがあるのよ。あなたの事知ってるかもしれない。それを聞きたかったの」

　丁寧な言葉を使っていたはずなのに、ジャリスは必死になるあまり、もうすっかり普ふ通つうの言こと葉ば遣づかいに戻っていた。

「もし私があなたを知っているなら、最初に会った時にそう言うと思いませんか？　それにシンリクットとプスの名は、世間では広く知れ渡わたっています。記憶を無くす前のあなたが知っていたとしても、おかしくはないでしょう」

　嚙かんで含めるような説明だが、彼の言葉や表情から、明らかに自分には関係ないことだという、冷たい態度が窺うかがわれた。

「そんなこと判ってるわよっ。でも早く記憶を取り戻したいの！　あなたは色んな国に行ってたくさんの冒ぼう険けんをしたんでしょう。だったら記憶を取り戻す方法とか知らない？」

　更さらに声を荒あららげたジャリスに、シャルマはふっと人の悪い笑みを浮かべた。

「私はそんなに万ばん能のうじゃありません。先さき程ほども言いましたが、記憶を無くすなんて間ま抜ぬけな……ああ、失礼。そんな珍しい人間にも会ったことがないですし」

　嘲ちよう笑しようを含んだその言い方に、ジャリスは怒いかりで顔が真っ赤になった。

（いくら有名な船長だからって、その態度はどうなのよっ！）

　ジャリスが、全身をぷるぷると震ふるわせているのに気づいたカマルが、慌あわてて声をかけた。

「ジャ、ジャリス様…………」

「名が売れてくると、有う象ぞう無む象ぞうが列をなして、知りあいだと親しげに声をかけてくるんです。迷めい惑わくなことですよね」

　だがそんなカマルを遮さえぎってそう言ったシャルマの一言に、ジャリスの怒りは爆ばく発はつした。

「わたしがその有象無象だとでも言うのっ。記憶がないから、ちょっと話を聞かせて貰もらおうと思っただけでしょ。何が英えい雄ゆうよ。何がプス船長よ。ただの冷たい男じゃないっ」

　一気に叫さけんだジャリスに、シャルマはふっと笑みを浮かべた。

「気分を害させてしまったようですね…………では、私はこれで失礼しましょう。船でやり残した仕事がありますので。殿下に後でまた伺うかがいますと伝えてください」

「何でわたしがそんなこと、言わないといけないのよっ」

　ジャリスの叫びにシャルマは再び薄うすく笑うと、立ち上がって部屋を出ていってしまった。

「あんな嫌いやみな男、見たことないわっ。どんな有名人か知らないけど、か弱い乙女おとめが助けを求めてるのに無視するなんて！」

「か弱い……？」

　その言葉に反応したカマルが、首を傾げる。

（いくら顔が良くて勇ゆう敢かんでも、あんなに冷たい男は最低よっ！）

　心の叫びを何とか静めようと、ジャリスは再び椅い子すに座り、カマルの入れたお茶を一口飲む。

　その時だった。扉とびらが再び開いたので、ジャリスはシャルマが戻ってきたのかと、そちらをもう一度睨にらみつけた。だがそこにいたのは、嫌みな程に整ったシャルマの顔ではなく、垂れた目が愛あい嬌きようのある、この国の皇子イルシュだった。

「ど、どうかしたのかい？」

　扉を開けた瞬しゆん間かんに、ジャリスに睨まれたイルシュは、驚おどろいた様子でそう聞いた。

　驚いたのは、ジャリスも同じだった。慌てたジャリスは先程ハジに散々言われていた事を思い出し、急いで跪ひざまずくとしどろもどろに挨あい拶さつを始めたのだった。




「ここが僕の部屋だよ」

　しばらく話をした後、すっかりイルシュに気に入られたジャリス達は、彼の私室に招待されることになった。

　話をしてみると、イルシュは本当に優しく賢かしこい少年で、ジャリスはとても好感を抱いだいた。

　イルシュも最初は私、とかしこまって話をしていたのに、ジャリス達に気を許したのか、いつのまにか自分の事を僕、と言うようになっていた。

　イルシュとの楽しい一時のおかげで、先程の無礼な男の事などすっかり忘れたジャリスは、上じよう機き嫌げんで彼の私室に足を踏ふみ入れる。

　イルシュの部屋は、思っていたよりもずっと落ち着いた部屋だった。壁かべや床ゆかは飾かざりのない真っ白な大理石だ。真ん中に毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれ、その上にやはり大理石でつくられた、小さな身体のイルシュには不ふ釣つり合いなほど、重じゆう厚こうな机と椅子が置かれている。

　部屋の隅すみに置かれた香こう炉ろからは、香料の王者と呼ばれる白びやく檀だんの香かおりがする。強すぎないその香りに、ジャリスはほっと息をついた。

「いい部屋ですね。殿でん下かの部屋だから、もっと派手なのかと思ってたわ」

「本当は派手派手しい物は、あまり好きではないんだ。だが宝石や黄金を身につけるのは、王族としての義務なんだ。王族が着き飾かざっていないと、マハル王国自体が潤うるおってないのだと他国に思われるからね」

　クマーシュに縫ぬいつけられた、きらびやかな宝石をつまんだイルシュはそう言った。

　その指に細い銀色の指輪がはめられていることに、ジャリスは気づいた。

　何の飾りもない指輪だが、その銀色の輝かがやきは身につけたどんな大きな宝石よりも、目を引きつけられる。

　そんなジャリスの視線に気づいたのか、イルシュは俯うつむき加か減げんに指輪に触ふれる。

「これは王家に代々伝わる指輪で、王位継けい承しよう者しやの証あかしなんだよ。不思議な指輪でね、王家の血を引く者の指にぴったりと合うんだ。僕みたいな子供でも、大人の父上の指にでもね…………こんなに小さな指輪だけど、少しだけ重く感じるときもある…………」

　最後の呟つぶやきは、聞き取ることができない程に小さかった。ジャリスがいぶかしげにイルシュの顔を覗のぞこうとすると、彼はすぐに顔をあげて笑顔を浮うかべた。

「でもシャルマが帰ってしまうなんて残念だよ。みんなで旅の話を聞こうと思っていたのに」

　明るくそう言ったイルシュに、ジャリスは思わず顔を引きつらせた。

「え、えっと…………でもまた後で伺うと仰おつしやってましたよ……。ねぇカマル？」

「えっ……？　あ、はい！　そうでございますともっ」

　急にジャリスに話しかけられたカマルが、慌ててそう相づちを打った。

「そうか。じゃあ楽しみに彼の訪おとずれを待つとしよう…………あ、そうだ。こっちにおいで」

　何かを思い出したように、イルシュはそう言うと、続きになっている隣となりの部屋に行き天てん蓋がいのついた、ジャリスなら五人は寝ねられそうな寝しん台だいの下に潜もぐり込んだ。

「何してるんですか？　殿下」

　ジャリス達が後に続いて寝しん室しつに入ると、イルシュは両手に大きな箱を持って、寝台の下から這はい出してきた所だった。

「ジャリス達に、いい物を見せてあげる」

　そう言ったイルシュは、その大きな箱の蓋ふたを開けた。

　中を見ると珍しい色の石や貝かい殻がら、布地の切れ端はしや、薄うす汚よごれた小さな水差しや鳥の羽など、他人から見ればどうみても、がらくたにしか見えない物が入っていた。

「これは王宮の倉庫や、庭から拾ってきたものなんだ。僕の宝物だよ」

　イルシュは身につけた宝石よりも、そんながらくたを集めて喜んでいる。

　そんな少年らしい彼の行動は、とても微笑ほほえましかった。

　はしゃいだように宝物の箱を探さぐったイルシュは、目的の物を見つけたのか、顔を綻ほころばせる。

「あった！　これだよ。王宮の宝物庫の隅に落ちていたのを拾ったんだ。薄汚れているけど、不思議な物なんだよ」

　そう言ってイルシュが取り出したのは、口の細い水差しで、直接その口から水を飲むのか、片手でもてるほどに小さかった。

　だが普ふ段だんジャリス達が使っている水差しが、素す焼やきの土製なのに対して、この水差しは少し汚よごれてはいるが、手て触ざわりがよく、見たこともない金属でできていた。

「見てて」

　イルシュはそう言うと、寝室に置いてあった大きな花か瓶びんから、見事にいけられていた花を慎しん重ちように抜ぬいて、その花瓶の水を、蓋を開けた水差しの中に注そそぎ始めた。

　小さな水差しの数倍大きい花瓶には、水がなみなみと入っている。その水は吸い込まれるように、水差しの中に入っていった。

「殿下……こぼれてしまいますっ」

　勢いよく水を入れるイルシュを、慌てたようにカマルが止める。

「平気だよ。見ててごらん」

　イルシュはそう言うと、花瓶の中の水を全て、小さな水差しの中に入れてしまった。

「あれ？　どういうこと………………」

　ジャリスは首を傾かしげて思わず呟いた。

　この小さな水差しに、あの花瓶の中の水が全すべて入るはずがないのだ。どうみても水差しよりも、花瓶の方が数倍大きいし、その中の水だってたっぷりと入っていた。

　だがイルシュが持った花瓶の中には、もう一ひと滴しずくの水も残っていなかった。

「不思議だろう。もっと不思議な事がある。その水差しを振ふってごらん」

　ジャリスは言われたとおり水差しを振って、ついでに逆さにしてみたが、中に入っているはずの大量の水は、零こぼれるどころか影かげも形もなくなっていた。

「あれ、水は？」

　ジャリスは、隣にいたカマルと顔を見合わせながら、そう言った。

「この水差しは、どんなに大量の水を入れても、すぐにどこかへ消えてしまうんだ。何度やっても水が水差しにたまる事がない。かといって穴が空いていて、外に水が漏もれているというわけでもないんだ」

　イルシュが調べた所によると、誰だれかの落とし物でもないし、宝物庫の目録にも載のっていないらしい。それならば、とイルシュはこの不思議な水差しを、自分の宝物として貰うことにしたのだという。

「何か書いてありますね」

　不思議な水差しをまじまじと見つめていたカマルが、ふと気づいたようにそう言った。

「ああ、これは僕が拾った時から書いてあったんだ。多分文字だと思うが、我が国の文字ではないし、僕が勉強した近きん隣りんの国々の文字でもない。何と書いてあるのか判わからないんだ」

「本当に、見たことのない文字ですね」

　カマルがそう言うのを聞いて、ジャリスは思わず首を傾げた。

「何で？　呪じゆ文もんを唱となえよ。されば大いなる富が得られるだろう、って書いてあるんじゃない」

　水差しの小さな文字に目を近づけて、そう言ったジャリスに驚いたイルシュが顔を上げた。

「何で読めるんだ？　ジャリスッ」

　ジャリスには、この文字の意味が判るのだ。だが彼らには、判らないと言う。

「何でって言われても……あ、そうだ。もしかしたら、わたしの記き憶おく喪そう失しつのせいかも…………」

　ジャリスはその原因に思い当たって呟いた。自分に関しての記憶は全くないが、ジャリスはこの国の言葉や読み書きには、不自由していなかった。

　だからジャリスは自分がこの国の人間か、もしくは、この国に住んだ事がある人間なのかもしれないと思っていた。たとえ自分の容姿が、この国の人間とかけ離はなれていたとしてもだ。

　だがイルシュ達には未知のこの文字も、ジャリスにはこの国の文字と同様に解読できる。

「これは、なんて書いてあるか判る？」

　イルシュが何事か書いて差し出した紙を、ジャリスはのぞき込んだ。

「……全部わたしの名前」

　色んな国の文字で書かれた、いくつかの単語は、すべてジャリスと書かれていた。

「すごいっ。これは僕が今まで学んだ、近隣諸国の文字だよ。全部で五ヶ国ある。僕は立場上、これらの国の文字を勉強しているけど、君は何故なぜこんなにたくさんの文字が読めるの？」

　イルシュに聞かれたジャリスは、しばらく考え込んで首を振った。

「やっぱり判らない。確かに文字は読めるけど、自分の事については、何も覚えてないもの」

「でもこれだけの文字が理解できるということは、それなりの教育を受けたって事だよね。どこかの王族とか…………」

「ああ、それは絶対にないです。わたしがそんなに育ちがいいとは思えないし」

「うーん、それもそうだね」

　イルシュの言葉に、彼の隣にいたカマルも、うんうんと頷うなずいている。

　それを聞いたジャリスが、思わず頰ほおを膨ふくらませると、イルシュがはっとして手を振った。

「す、すまない。ジャリス、そういうつもりじゃなくて…………」

「…………いいんです。わたしだってそんなに、身の程ほど知らずじゃないですから」

　慌あわてて謝るイルシュの様子が可愛かわいらしくて苦く笑しようしたジャリスは、気を取り直して持っていた水差しに刻んである文字の続きに目をやった。

「この呪文、消えかかってて読みづらいわね…………」

　ジャリスが呟くと、イルシュとカマルが瞳ひとみを輝かせた。

「唱えてみよう。何か起こるかも」

「でも得体が知れませんよ。何が起こるかも判らないし」

　一応そう言って、イルシュをいさめようとしたが、はっきりいって、ジャリス自身もこの呪文を唱えたくて、うずうずしていた。何かが起こるかもと、好こう奇き心を抑おさえられないのだ。

「僕なら大だい丈じよう夫ぶだ。頼たのむよ、ジャリス。その水差しの文字が何なのか、ずっと気になっていたんだ。呪文はなんて書いてあるんだ」

「……では、わたしが呪文を唱えます。それでもいいですか」

　万一呪文を唱えて呪のろいでもかかったら大変だと、ジャリスはイルシュにそう提案した。

「そんなっ、僕がやるよ。女性を危ない目にはあわせられない」

「大丈夫ですよ。本音を言うと、わたしも呪文唱えてみたいし。それにその呪文読めるのは、わたしだけですよ」

　ね、と微笑んだジャリスに、イルシュが渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「判った…………」

　ジャリスはイルシュから水差しを受け取ると、寝室にあった机の上に置いた。

（でも、水差しが水を全部吸い込むのは、確かに不思議だけど、呪文を唱えたって何かが起こるとは思えないわよね。そうは思うんだけど…………何だかわくわくするっ）

　ジャリスは早さつ速そくその古びた水差しの、汚れて消えかかっている、呪文と思われる文字を声を出して唱えた。

「ええっと……なになに、天上の絶対神、アリフラストの他ほかに神はなし。だがこの世では私が最高、最強の者なり。世間は私にひれ伏ふすであろう！　わっはっは…………て、何これ、呪文？」

　ジャリスが呪文か何かよく判らない言葉を唱え終わっても、何も起こりはしなかった。大きな窓の外は太陽の光も穏おだやかで、雲一つない空はどこまでも高く真っ青な色をしている。身体からだには何の変化もみられないし、急に金銀財宝が空から降ってくることもなかった。

　窓から差し込む、強い日差しに目を細めたジャリスは、隣となりにいるイルシュに視線を移した。

「やっぱり……何も起こりませんね」

「そうだな。まあそうそう不思議な事なんて、ないだろうからな…………」

　イルシュは目に見えて、がっくりと肩かたを落としながらそう言った。

「そんなに落ち込まないでください。何も起きなかったとしても、この水差しが不思議な物には違ちがいないんですから」

　ジャリスの言葉に、イルシュは顔を上げて微笑もうとした。だがすぐにその表情が固まる。

「あれ……ジャリス………………」

　そのイルシュの様子に、何事かとジャリスは彼が指さした方、水差しの置かれた机を見た。

　するとその水差しの口から、もくもくと煙けむりが出ているのにジャリスも気づいた。

「やだっ、なに？」

　火の気などないはずなのにと、不思議に思ったジャリスは、その水差しの中を覗のぞこうとした。

　その時だ。顔を近づけたジャリスのすぐ目の前を、凄すごい勢いで何かが通りすぎた。

「あっ！」

　ジャリスは小さく叫さけんで、思わず顔を背そむけた。だがすぐに再び水差しを見ると、そこからあがっている煙の中に、信じられない光景を見つけてしまった。

「………………あなた、誰？」

　煙の中であぐらをかいているのは、見たこともない男だった。整った顔立ちをした細身で色の白いその男は、涼すずしげな袖そで無なしの上着を前をあけたまま羽織り、裾すそが広く足首できゅっと窄つぼまっている、異国風のズボンという衣装に身を包んでいた。何より不思議なのは、見たこともない銀色の長い髪かみと、同じく銀色の瞳をしていたことだ。

　そして額には、宝石のように美しい、青い小さな石が埋うまっていた。
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「ご用は何でございましょう。美しいご主人様。長い年月封ふう印いんされていた私を、解き放ってくださったあなた様のご命令に、なんなりと従います」

　丁てい寧ねいな口調でそう言った男は、宙に浮ういたまま優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしてみせる。

「ランプの精だぁ」

　声を弾はずませて叫んだのはイルシュだ。

　その目にはありありと、少年らしい喜々とした色が浮かんでいる。

　イルシュの言ったランプの精とは、この辺りできかれる、おとぎ話に出てくる精霊ジヤーンだった。

　精霊ジヤーンとは人間が使う物に宿る魔物ジンだ。それを手に入れた人間には忠実に仕え、富と幸福をもたらすのだという。そんな精霊ジヤーンの話ならジャリスも知っていた。

　前にカマルがジャリスの暇ひまつぶしに、聞かせてくれた物語だったからだ。

「失礼なっ。私をあの低てい俗ぞくで性しよう悪わるでいい加減なランプの精と、一いつ緒しよにしないでください！　私は水差しの精です。名はアブウ。あんなランプの精なんかより、私の方がずっと位が高く、お役に立ちますっ」

　語気荒あらくそう言ったアブウは、あまりの剣けん幕まくに呆ぼう然ぜんとしているジャリス達に気づいて、はっとしたように咳せき払ばらいを一つした。

「失礼、取り乱してしまいました。美しいご主人様。お名前をお伺うかがいしてよろしいですか」

「あ……わたしはジャリスよ。あなた水差しの精って事は、魔物ジンなの？」

「さようでございます。ご主人様。ですが、私は魔物ジンは魔物ジンでも、精霊ジヤーンでございます。悪事を働いたり、人間に害を加えることは一いつ切さい致いたしません。ご主人様の命令に従うのが、私の喜びでございます。ご用をなんなりとお申し付けくださいませ」

　そう言われて、ジャリスは困ったように、イルシュに視線を移した。

「水差しの持ち主は、こちらのイルシュ殿でん下かよ。彼はこの国の皇子なの。こっちはカマル。わたしの世話をしてくれてる」

　あまりに非現実的な出来事に、ジャリスはとりあえず落ち着こうと、二人を紹しよう介かいした。

「あれ？　おかしいですね。この国の皇子は、エジド皇子ではないのですか？」

　アブウに言われて、イルシュが目を丸くした。

「それは僕の父の名だ」

「そうですか。では私が水差しに封印されてから、随ずい分ぶんたったんですねぇ」

　懐なつかしそうに窓から見える王宮の庭を見ながら、吞のん気きな口調でそう言うアブウは、どうやら何十年も水差しの中にいたらしい。

「ですが、私のご主人様はこの国のスルタンではなく、私を封印から解き放った方なのです。さあ、どうぞなんなりとお申し付けください。私にできない事はありません」

　よどみなくそう話すアブウの口調は、滑なめらかで自信にあふれていた。

「凄いっ。本当に何でもできるのか？」

　イルシュがそう聞くと、アブウは胸を張って頷いた。

「はい、もちろんでございます。ですが願い事ができるのは、ご主人様だけです」

　そうアブウに言われて、イルシュとカマルは目に見えて落らく胆たんした。

「まって。じゃあこうしましょう。とりあえず、みんな一つずつ願い事をする。それをわたしの願い事として、アブウに聞いてもらうわ。それなら平等でしょ」

　ジャリスの提案に、イルシュとカマルは一気に表情を輝かがやかせた。

「いいのか？　ジャリス」

「もちろん。元々これは殿下の物なんだし、それにカマルにはいつも迷めい惑わくかけてるから。わたしは願い事といえば一つしかないですし。それでいい？　アブウ」

　ジャリスが言うと、アブウは丁寧に腰こしを折っておじぎした。

「かしこまりました。ご主人様」

「ではジャリスが一番に願い事をするといい。君がご主人様なんだから」

　イルシュも、ジャリスの願い事が何なのか判わかったのだろう。

　ジャリスはその心こころ遣づかいに感謝して、まず一つ目の願い事を口にした。

「わたし記き憶おくがないの。一月程ほど前、近くの島で倒たおれていたらしいんだけど、自分の名前以外何も判らないのよ。だからわたしの記憶を取り戻もどしてちょうだい」

　ジャリスの願いはそれ一つだ。

　自分の記憶が戻るのなら何でもするし、他の物は何もいらなかった。

　だがそれを聞いたアブウは、急に情けない表情になり、大げさに顔を手でおおって、よよと泣き崩くずれた。

「申し訳ありませ～ん。私は水差しの精、物理的な物ならともかく、そういう精神的な事や、病気や怪け我がは………………」

　そう震ふるえる声で言うアブウに、ジャリスは眉まゆを寄せた。

「できないの？　あなたさっき、自分にできないことはないって言ったじゃない」

　ジャリスの鋭するどいつっこみに、アブウは更さらに大げさに泣き崩れた。

「すいませ～ん。あの…………他の願い事にして貰もらえません……か？」

　弱々しくそう言ったアブウに、一いつ瞬しゆんでも記憶が戻るかも、と期待していたジャリスはがっくりと項うな垂だれた。

「仕方ないわね。でもわたしはそれ以外に、願い事なんてないのよね…………」

　そう言うと、ジャリスは隣にいたイルシュに、視線を向けた。

「殿下、先に願い事をしてください。わたしは後でいいです」

　イルシュはジャリスにそう言われて、こっくりと頷うなずき、アブウの前に立った。

「僕は一度でいい。プス船長の船に乗って航海をしてみたい。違う国を見て回りたいんだ」

　少年らしいイルシュの夢は、どんなにお金があっても、叶かなえられる事ではなかった。

　海の航海は危険だ。王族であるイルシュが、いくら有名なプス船長の船とはいえ、簡単に乗船して旅に出られるわけがなかった。

「それは……その…………」

　だがイルシュの願い事についても、アブウは歯切れの悪い言葉で、困ったように俯うつむいた。

「どうした？　駄だ目めなのか」

　イルシュも、珍めずらしく眉を寄せた。

「はあ、そういうのも、ちょっと………………」

　その言葉に、イルシュはがくっと肩を落とす。

「何でも願い事を叶えてくれるんじゃないの？」

　ジャリスの言葉に、アブウは更に縮こまった。

「そうなんですけど、色々制約がありまして………………」

　口ごもったアブウに、ジャリスは思わずため息をついた。

「じゃ、じゃあ私の願い事を聞いてください」

　最後に残ったカマルが必死にそう言った。

「私の父が病気なんです。治すのが無理なら薬を買うお金や、田舎いなかで静養させるだけの、お金が欲しい。滋じ養ようになる食べ物を買うお金も」

　その言葉を聞いて、ジャリスは驚おどろいて彼女を見つめた。カマルにそんな家庭の事情があるなど、知らなかったからだ。

　だがカマルの、その最も人間が望むであろう、金銭面での願い事にもアブウは難色を示した。

「無理なの？」

　ジャリスの低い声に、アブウがひたすら小さくなって、はいと一言呟つぶやいた。

「なんなのよ、それっ。何でもできるって言ったくせに。一体何ならできるの？」

　思わず叫んだジャリスに、アブウはまってましたとばかりに姿勢を正した。

「私は水差しの精。私の水差しを使えばあら不思議。あなたの望む、色んな液体を出すことができます。この世で最も高価で美味なお酒から、子供達の好む檸檬レモン水。異国で珍ちん重ちようされる珈琲コーヒーまで、お望みのままです！」

　自信ありげなアブウの言葉に、ジャリスは顔を引きつらせた。

「それ以外は？」

「それ以外は難しいですね。なんたって私は水差しの精ですから」

　そう言ったアブウだったが、すぐにジャリスが失望の色を浮うかべている事に気づき、慌あわてて口を開いた。

「でも私がいれば便利ですよっ。砂さ漠ばくを旅する時に、水がなくなって困った時は、私がいればいくらでもお出しできますし、水の少ない所では私の出す水で大もうけができます！」

　アブウは必死でそう言うが、ジャリスは今の所砂漠を旅する予定はないし、このマハル王国は、中央に大きな川が流れているので、水には不自由していなかった。

　あまりの情けなさに、怒いかりを通り越こしたジャリスは、頭を抱かかえて思わず呟いていた。

「な、何て役立たずなの…………」

　その一言に傷ついたアブウが、再びよよと泣き崩れても、ジャリスは一切相手にしなかった。
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「お前は本当にこりないな！」

　月明かりの下、暗くら闇やみの中にいくつも光る町の灯あかりを眺ながめていたジャリスに向かってそう怒ど鳴なったのは、目をすわらせたコダートだった。

「なぜ木に登る。ああ、判ったぞ。煙けむりと何とかは高いところが好きだと聞いたことがある」

「何とかって何よっ。ちょっと外を見てただけでしょ」

　昨日落ちたばかりだというのに、ジャリスはこりずに同じ木の上に登っていた。もう真夜中を過ぎてカマル達も休んでいるために、見つからないだろうと思っていたのだ。

「お前一応女だろう。いくら屋や敷しきの庭だからって夜中に出歩くなよ」

「コダートだってうろうろしてるじゃない」

「俺はハジを捜してるんだ。それに俺はいいんだ。男だし、ここは俺の屋敷なんだから！」

　木の下からそう叫さけばれて、ジャリスは肩かたを竦すくめた。そして再び町に目をやる。

　青い瞳ひとみが思い詰つめたように細められている事に気づいたのか、コダートがほんの少し声を潜ひそめて話しかけてきた。

「そんなに外に出たいのか？　この屋敷は不満か？」

　そう聞かれて、ジャリスは慌てて首を横に振ふった。

「違ちがうわ。不満なんかない。カマルだってハジだって良くしてくれる。ただ…………」

　ジャリスはそう言うと、所々で優やさしく光る灯ともし火びを見つめたまま、顔を曇くもらせた。

「ここから町を眺めていると思うの。建物の数だけ人が暮らしていて、その人達はちゃんと家族がいて、思い出とか持ってて……。でもわたしには何にもないんだなぁって」

　自分で口にして、ふいにジャリスはこみ上げてくるものを感じた。

　夜中、特に眠ねむりに落ちる前、ふと記憶のない自分に不安を覚えて、どうしようもなくなる時がある。

　昼間カマルがいてくれる時は、彼女の明るい話し声に救われる。だが一人になって眠る時に襲おそってくる恐きよう怖ふにも似た感情が、ジャリスの心を苛さいなんでいた。

「何で思い出せないんだろう。わたし、どこかに行こうとしてたのよ…………」

　一つだけ覚えている事。それは自分がどこかに向かっていたという事だけだ。

　だがそれがどこだかは、判らない。何か重要な事だったような気がするのだが、それを思い出そうとすると、頭痛がひどくなるのだ。

「…………お前は別に、何にもなくはないだろ。ただ記憶がないだけで」

　頭痛と一いつ緒しよにこみ上げてくる涙なみだをぐっとこらえたジャリスに、木にもたれかかってあらぬ方を向いたコダートが不意にそう言った。

「え…………？」

「だからお前は記憶がないだけなんだから、どっかに家族だっているだろうし、記憶が戻りさえすれば、思い出だって腐くさるほどあるだろうさ。最初からなんにもないわけじゃないだろ」

　口早にそう言ったコダートは、何かを考え込むように目を伏ふせた。

「頭の怪我さえ治れば、お前はまた元通りの生活に戻れる可能性は十分にある。でも俺は……」

　コダートはそこまで呟くと、はっとしたように慌てて口を閉じた。

「どうしたの？　コダート」

　急に押し黙だまってしまったコダートにジャリスが声をかけると、彼は気を取り直すように息を一つ吐はいて、木の上を見上げた。

「…………いや、何でもない。どうもお前と話すと調子が狂くるうな…………。とにかく、医者から外出の許可がおりたら、港に連れて行ってやる。バキラの港は人の出入りが激しいんだ、何か手がかりが見つかるかもしれない」

　ぶっきらぼうな口調でそう言ったコダートに、ジャリスは思わず身を乗り出した。

「本当っ？」

「危ないって言ってるだろ！　…………俺は噓うそはつかない。拾った以上最後まで面めん倒どうは見てやる。でも言っとくが、俺は犬いぬ猫ねこを拾っても最後まで面倒を見るんだ。お前だけ特別とかいう訳じゃないからな」

　鼻を鳴らしながらそう言うコダートに、ジャリスは満面の笑えみを浮かべた。

「うん、知ってる。ハジがコダートは捨てられた動物達を拾ってくるから、貰もらい手を見つけるのが大変だって言ってたもの」

「何だとっ、ハジの奴やつ、余計な事を…………！」

　随ずい分ぶんと嫌いやな顔をしたコダートに、ジャリスは首を傾かしげた。

「何でそんな顔するの。いい事じゃない」

「馬ば鹿かを言うな。俺はいい人間なんかじゃないんだ！」

　そっぽを向いてそう言ったコダートに、ジャリスは慎しん重ちように木から降りて彼の前に立った。

「でも悪い人間じゃないでしょ。だって……わたしを助けてくれたもの」

　そう言って微笑ほほえむと、コダートは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたように目を見開いて立ちつくしたが、すぐにジャリスから視線を逸そらした。

「そんな事はない…………。お前は、なんにも知らないんだ」

　そして小声でそう呟くと、再び顔を上げた。

「もう部屋に戻もどれ。二度と夜中に出歩くなよ」

　先さき程ほどまでとはまるで別人のように、表情を無くしたコダートの冷たい視線に、ジャリスは戸と惑まどいながらも小さく頷うなずいた。
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　コダートは本来の捜し人であるハジの姿を裏庭で見つけ、ほっと息を吐いた。

「ハジ…………ああ、お前もいたのかヒンド。丁度よかった」

　ハジとヒンドの間にひょうたん型の器うつわを見つけて、コダートは苦く笑しようした。今夜のように美しい満月の時は月見酒と称しようして、ハジはよく酒盛りをするのだ。コダートは忙いそがしくてなかなか一緒に飲めないが、昔からの仲間であるヒンドは、よくつきあわされているようだった。

「何か用かい？」

　酒を片手に吞のん気きに聞くハジに、コダートは声を潜めた。

「王宮は、どうだったんだ？　二人とも行ってきたんだろう」

　一いつ瞬しゆんでコダートの顔から、表情が消え去った。そこにいるのは、いつもの明るく口の悪い若き商人ではない。

　普ふ段だんは絶対に見せない冷たい表情と声。そんな姿を見せるのは長年一緒にいる、ハジとヒンドの前だけだ。さっきジャリスのあまりの無む邪じや気きさに、一瞬その表情をさらしてしまった自分を、コダートは後こう悔かいしていた。

　コダートは自分が決していい人間などではない事を知っている。自分が十九歳という若さで今の地位を築くために、手段を選ばず、どれ程手を汚よごしてきたのかも。

　それらは全部、幼い頃ころに誓ちかったある目的の為ためだった。

「大きな動きは今の所ないようだったよ…………」

　ハジはそう言うと、コダートの顔を心配そうに見つめた。

「何だ？」

「いや…………最近そんな表情が増えてきたなと思ってね。疲つかれているのかい？　それとも…………自分のやっている事に嫌いや気けがさした？」

　そう言われてコダートは、慌ててハジから目をそらした。

　確かに最近、自分の胸に一つの疑問が生まれてしまったのは確かだった。

　自分達の行こう為いは果たして正しいのだろうか、これで本当に目的は達成されるのだろうか、と。

　だがコダートはすぐに顔を上げ、いつもの強気な表情を見せた。

「馬鹿な事言うなよ。金も武器も腐るほど用意してある。剣けんの腕うでも磨みがいたし、武道にも精通した。準備は万ばん全ぜんなんだぞ。今になって嫌だなんて言うわけないだろ」

　コダートには黒の若わか獅じ子しの他にも、もう一つ商人達の間で呼ばれている名前があった。

　その名は死の商人。コダートが取り扱あつかう商品が武器全ぜん般ぱんである事からそう呼ばれているのだ。

　シンリクット船長の活かつ躍やくで停戦状態になって数十年が経たつが、落ち着いて見えるのは表面上だけで、裏ではどの国も武器の調達に余念がなかった。

　特に異国の武器、銃じゆうや両もろ刃はの剣。火薬を使う大おお筒づつなどは飛ぶように売れるのだ。

　それがこの先どのように使われるかも、コダートはよく知っていた。

　自分の仕事が、どれ程忌いみ嫌きらわれているかも。

　だがコダートは自分の信念に従って生きている。だからこそどんなに危険な地域であろうとも、商品を売るために自ら出かけていくという、死と隣となり合わせの商売を続けているのだ。

「そうでございますぞ、コダート様。やっとここまできたのです。後少しで私達の願いも叶かないますぞ！　あの方とあなたの為なら、私はどんな事でも…………！」

　ヒンドはそう言っておもむろに跪ひざまずくと、深々とコダートに頭こうべを垂れた。

　そんなコダートを、ハジは目を細めて痛々しそうに見つめる。

「何だよ、その目は。大だい丈じよう夫ぶだって言ってるだろ！」

　コダートの精せい一いつ杯ぱいの強がりを見み抜ぬいているのか、ハジは思わずといった風に口を開いた。

「辛つらいならやめてもいいんだよ、コダート。君は一人で何もかもを背負いすぎだ…………」

　ハジはそう言った後、一瞬目を伏せて顔を俯うつむけた。

「私だってあの時の悔くやしさを忘れたわけじゃない。でも、三人で約束したあの誓いが君を苦しめるなら…………」

　呟つぶやいたハジの一言にコダートの身体からだが震ふるえた。普段は心に封ふうじ込めている怒いかりでだ。

「いいや、ハジ。俺は自分の考えを曲げたりしない。俺達の誓いは絶対だ！」

　コダートはハジの今の一言で思い出したのだ。

　幼い頃の誓いに込められた、自分と両親の想おもいを。

　そんなコダートの言葉に、ヒンドが跪いたまま顔をあげた。

「コダート様。実はハジ殿どの達を王宮まで馬車で送った時、妙みような噂うわさを聞いたのですが…………」

「ヒンド殿……！　まだそれは確かな情報では…………」

　慌あわてて止めようとするハジを手で制したコダートは、ヒンドに向き直った。

「詳くわしく話せ」

　満月の下で、コダートの怒りに燃える瞳ひとみが赤く輝かがやいていた。
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　翌日、ジャリスとカマルは再び王宮にやってきていた。

　今は丁度、日に二度神へ祈いのりを捧ささげる時間だ。王宮の人間はほとんど神しん殿でんにいるらしく、昨日賑にぎやかだった庭は、数人の護衛兵の姿しか見えず閑かん散さんとしていた。

　そんな静かな庭園を眺ながめながら、ジャリスとカマルはイルシュの自室に向かって歩いていた。

「ジャリス様、昨日の事ですが…………」

　カマルに、今日何度目か判わからないその話を持ち出されて、ジャリスはまた同じ答えを返す。

「いいの。わたしがいいって言ってるんだから、貰っておけばいいのよ」

「でもあの首くび飾かざりは、ジャリス様の記き憶おくを探す手がかりでしょう。そんな大切な物貰えません」

　ジャリスは昨夜、カマルの家の事情を詳しく聞いた。

　そして病気の父親に代わり、家族を養うために働いているカマルに、自分が倒たおれていた時に身につけていた首飾りを、生活の足しにしてくれと言って渡わたしたのだ。

「平気よ。あの首飾り、売ればいい値段がつくと思うの。手がかりになるかどうかも判らないのにわたしが持ってるより、必要な人がそのお金を使った方がいいじゃない」

「お金は……お給金を十分に頂いているんです。コダート様はお仕事には厳しいんですが、頑がん張ばれば頑張っただけ、お給金もきちんとくださるんです。よそではこういう訳にはいきません。特に私は、父が病気で働けませんから、コダート様はそれを知って、よそで働く倍以上のお給金をくださってるんです」

　カマルの言葉に、ジャリスは驚おどろいて目を見張った。

「気前いいのね」

「ええ、コダート様は奴ど隷れい制度がお嫌いで、たとえ奴隷の身分の者にでも、きちんとお給金を払はらってくださるんです。病気や怪け我がで仕事ができなくなった使用人も、面めん倒どうを見てくださいますし、とてもいい方なんです…………世間では変わり者扱いされますけど」

　カマルの言いたい事は、ジャリスにもよく判った。

　奴隷とは、金で売り買いされる人間達の事だ。

　昔起こった地じ震しんによって入った亀き裂れつで、自分の国に戻れなくなった者達は他国者と呼ばれ、難民として迫はく害がいされた。そしてその後起こった戦争によって、その難民達は奴隷として扱われるようになったのだ。

　停戦した今となっても、奴隷制度は、アラバーナ大陸の国々に当たり前のように残っている。現在の奴隷達は昔のように他国者ではなく、貧富の差によってうまれるのだ。

　そして一度奴隷として買われてしまうと、衣食住は最低限保証されるものの、給金などを貰もらうことはできない。だからこそ金持ちや貴族達は、奴隷を買うのだ。使用人に給金を払うより、奴隷を買う方が安上がりだからだ。

　なのにコダートは奴隷を買った上に、給金まで払うという。

「口は悪いけど……コダートは他の金持ちみたいに奴隷を連れ歩いたり、財産をわざわざみせびらかしたりしないものね。…………やっぱりいい人だと思うんだけどなぁ」

　そう言ったジャリスは、昨夜のコダートの様子を思い出す。

（今朝はもういつも通りだったけど、昨日のコダート、どうしたのかしら……。あんな表情は初めて見たわ。怒ってるような悲しんでいるような、すごく複雑な…………）

「コダート様は、私達家族が住む所も世話してくださったんです。父もお医者様に診みせられますし、今の生活に不満はないんです。ただお医者様は、もっと滋じ養ようをとって、空気のいい所で静養させるといいと仰おつしやるんです。だから私、欲が出て昨日あんな願い事を…………」

　コダートの屋や敷しきで働くのは、いい稼かせぎになるのだろう。

　それを辞やめて田舎いなかに引っ越こしては、生活が成り立たない。それにコダートにこれだけよくして貰っているのに、これ以上の我が儘ままはカマルも言いづらいのだろう。

「そういうのは、欲って言わないの。自分が贅ぜい沢たくしたい訳じゃないでしょ。首飾りだって宝石箱に入ってるよりは、カマルの役に立つ方がいいに決まってる」

「でも、もし大切な物だったら………………」

　確かにどんなに大切だろうと、自分の物ならいいのだが、借り物だったとしたらまずい。

　それでもジャリスは、そんな事を心配するより、目の前の少女を喜ばせたかった。

　コダートの屋敷でジャリスが目覚めてから、付きっきりで看病してくれたのはカマルだ。彼女はこの国の人間とは違ちがう容姿を持つジャリスを、怖こわがらずに接してくれた。カマルの明るい声と、優やさしさがあったからこそ、記憶がなく混乱していたジャリスは落ち着きを取り戻もどすことができたのだ。

「いいの。カマルにはいつもお世話になってるし…………何かお礼がしたいの」

「駄だ目めです。お世話するのは、仕事なんですから。それにジャリス様のお世話は楽しくて、ちっとも苦にならないんです。それなのにあんな物まで頂いたら、神様から天てん罰ばつが下ります」

　必死にそう言うカマルに、ジャリスは足を止めて、振ふり向いた。

「いいじゃない。これも神様の思おぼし召めしよ。あなたの為ためだけじゃない。お父さんの為よ」

　ジャリスがそう言うと、カマルはしばらく口ごもって、目をきょろきょろとさせた。

　だがやがてその大きな瞳から、一ひと粒つぶ涙なみだがこぼれ落ちる。

「ありがとう……ございます…………」

　カマルの頰ほおに流れる涙なみだを、とても美しいとジャリスは思った。

「泣かないの。イルシュ殿でん下かが心配するじゃない」

　ジャリスに言われて、カマルは慌てて涙を拭ぬぐった。そんなカマルの手を、ジャリスは両手で優しく握にぎり、微笑ほほえんだ。

「笑っていてね、カマル。わたしあなたの笑え顔がおが大好きよ。あなたが幸せそうに笑ってくれれば、わたしも幸せになれる」

　ジャリスの言葉に、カマルは止められない涙を零こぼしながらも、いつもの笑顔を浮うかべた。

「さぁ、行きましょ。イルシュ殿下が待ってるわ」

　ジャリスは殊こと更さら明るくそう言うと、イルシュの自室へ向かう為、美しく手入れされた庭を再び歩き出した。

「あら？」

　その時だ。ジャリスは小さな人ひと影かげが、王宮の裏手にある建物に消えるのを見たような気がして、ふと足を止めた。

「どうかしたんですか？　ジャリス様」

　やっと泣きやんだカマルに、静かにするよう合図して、ジャリスはその人影を追う。

「ジャ、ジャリス様……いったい…………」

「あの建物、なにかしら」

　突とつ然ぜんの行動に困こん惑わくしているカマルに、ジャリスは王宮の裏手を指して言った。

「あれは多分、使用人達の使う倉庫だと思います」

　カマルの答えを聞いたジャリスは、そのまま倉庫に近づき、辺りを窺うかがいながら扉とびらを開けた。

　何か言いたそうなカマルを黙だまらせて中に入る。そこは彼女の言った通り、食糧品をしまっておく倉庫のようだった。

　しかしジャリスは、そこにいるはずのない人物の姿を見つけてしまった。

「あ、ジャリス……」

　そう小さな声が聞こえて、ジャリスは自分の見た光景が、間ま違ちがいではなかったと頭を抱かかえた。

「何やってるんですか！　イルシュ殿下っ」

　そこには昨日の豪ごう華かな衣装ではなく、平民の子供と同じような質素な服を着たイルシュの姿があった。宝石のたぐいも一いつ切さい身につけず、銀色に輝かがやく王家の指輪だけが、その小さな指で光っている。

　彼は食糧品を積むのであろう荷車の隣となりで、慌あわてたようにジャリスから視線を逸そらし俯うつむいた。

「見み逃のがしてくれ、ジャリス。僕はどうしても、バルク号に乗ってみたいんだ。それが駄目なら、近くから見るだけでもいい。ずっとずっと憧あこがれてたんだっ」

　いつも落ち着いた態度のイルシュからは、信じられないような無む謀ぼうさだった。こんな事をすれば、叱しかられるぐらいではすまないのは、判っているはずだ。

「駄目ですよ。バルク号を見たいなら、正式に視察をすればいいじゃないですか」

「僕もそうしたかったけど、シャルマに断られたんだ。皇子を招くような立派な船じゃないって、それに危ないからって。でも僕はバルク号をこの目で見てみたいんだ。シンリクット船長や、プス船長の乗る船を！」

　イルシュのその夢は、年相そう応おうの子供らしい夢だった。できる事なら叶かなえてあげたいとジャリスも思う。

　だが彼はこの国の皇子なのだ。供も連れず、外出する事は許されない。

「殿下………………」

　ジャリスが、説得しようとしたその時だった。

　倉庫の外で、人の話し声が聞こえた。

「荷車を運びにきたんだ」

　イルシュはそう言うと、大きな荷車に積んである、空の箱に潜もぐり込んだ。

「殿下っ！」

「絶対に行く。たとえこのまま見つかっても、僕は何としてでも、王宮を抜ぬけ出すからね」

　イルシュは、本気でそう言っているようだった。その様子にジャリスは、自分が記き憶おくを取り戻すため、コダートの屋敷を抜け出そうとしたことを思い出す。

　目的は違ちがうが、彼のバルク号を見たいという真しん摯しな想おもいが、自分の記憶を取り戻したいという想いと重なった気がした。

　そしてその強い意志を、曲げる事はできないと気づいたジャリスは、扉の向こうの声が段々と近づいてくるのに気づいて、思わず後ろにいたカマルの手を摑つかんだ。

「えっ、ジャ、ジャリス様？」

　戸と惑まどう彼女と一いつ緒しよに、イルシュが潜り込んでいる大きな箱に、一緒に入り込む。

「ジャリス………………」

「一人で行かせられる訳ないでしょう」

　そうイルシュに言った瞬しゆん間かんに、倉庫の扉が開く音が聞こえた。

　そのまま黙り込んで息を殺した三人は、がたがた揺ゆれる荷車で、王宮の外へと出る事に成功したのだった。







「本当にうまくいったな。僕の考えていた通りだ。あの食糧品を運んでくる荷車に乗り込めば、外に出られると前から思っていたんだ」

　イルシュは興奮した様子でそう言った。

　小さな皇子にとっては、王宮から脱だつ走そうしたことは今までにない大だい冒ぼう険けんだったのだろう。

「でも、王宮にいないことがばれませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶさ。今日は予定のない、久々の休日なんだ。ジャリス達と話をするから、絶対に誰だれも僕の部屋に入るなと言ってある。日暮れまでに戻れば誰も怪あやしまない」

　ジャリスの問いに、いたずらっぽく笑って答えた皇子様は、かなりの計画犯だった。

「本当に遠くから見るだけですよ。すぐに帰るんですからね」

　だが忘れずにジャリスが念を押すと、イルシュは大きく頷うなずいた。

「もちろんだよ、ジャリス。その約束は守るよ」

　結局一緒に王宮を抜け出してしまったジャリスとイルシュ、そしてカマルは、一緒に港に向かって歩いていた。

　皇子の脱走に手を貸すなど、見つかれば大罪だ。処しよ刑けいされてもおかしくはない。

　しかしジャリスは、この小さな皇子様の願いを叶えてあげたかった。

　王宮での暮らしはさぞ窮きゆう屈くつなのだろう。同じ年ねん齢れいの友達もいないというイルシュは、口にこそ出さないが、寂さびしいのかもしれない。

　そんな皇子のたった一つの願いの為なら、命をかけてもいいかもしれないと、ジャリスは思った。最悪、捕つかまっても自分が首しゆ謀ぼう者しやで、カマルに強要したのだと言えば彼女は助かるだろう。

　そう覚かく悟ごを決めて、ジャリスは道案内のために先を歩くカマルに続いた。

　しばらく歩くと港町らしく、荷に揚あげされた商品を売るバザーが、道の両りよう端たんに現れる。それに伴ともなって人通りも多くなってきたので、ジャリスは慌てて下を向いた。

　金色の髪かみはとりあえずタルハーにうまく隠かくしていたが、青い瞳ひとみまではどうしようもなくて、周りに気づかれないようにしなければならなかった。

「バザーに来るのも初めてだ。みんなこういう所で買い物をしているのだな」

　イルシュは物もの珍めずらしそうに周りの店を見ている。屋根の代わりに布を張った簡易な店ばかりだが活気があり、食べ物や香こう料りようの混じった独特の匂においが辺りに漂ただよっていた。

　バザーでは陶とう器き、金銀細工、織物、絨じゆう毯たん、香料とさまざまな物が売られている。

　そんな光景が珍しいのはジャリスも同じだった。コダートの屋や敷しきで目覚めてからは、王宮にイルシュと話をしに行っただけで、それ以外で外出した事はなかったからだ。

「あれは何だ。妙みような形をしているぞ」

　イルシュが指さしたのは、上が細く、下にいくに従って、広くなっている金属製の瓶びんだった。

「あれはひょうたん瓶です。クムクムと呼ばれていて、中に香こう水すいとか薬とかいれるんです」

　答えたのはカマルだ。最初はイルシュの脱走に、手を貸してしまったと狼ろう狽ばいしていたが、やっといつもの落ち着きを取り戻もどしたらしい。

「じゃあ、あそこにあるナツメヤシは？　あれは何で青く未熟なのに、売られているんだ？」

「あれは青いナツメヤシです。飲むとお腹なかの病気にいいんです。それに暑いときには、食用にもなるんです」

　そんな調子で、カマルがイルシュの質問に、どんどんと答えていく。

　だがジャリスは、自分の青い瞳と金の髪を隠すのに精せい一いつ杯ぱいだった。バザーはとても楽しそうなのに、人と目を合わす事もできずに、ジャリスは悔くやしい思いをする。

「港はもうすぐです。殿でん下か」

　カマルに言われて、イルシュが大きく頷いた。

「ああ、凄すごく楽しみだ。ずっとずっと憧れていたんだ。プス船長に！」

　そのイルシュの一言で、ジャリスは昨日の無礼な男を思いだした。

　顔をしかめたジャリスに気付かないのか、イルシュは満面の笑えみを浮うかべたまま話を続けた。

「プス船長の船は、シンリクット船長が航海した時に使った船と、同じ物なんだ。シンリクット船長は、孫に自分の一番の宝物を贈おくったんだよ。そしてその船に乗る乗組員達は、みんな勇ゆう敢かんな猛者もさばかりだ。特に有名なのは大陸一の強ごう弓きゆうの引き手と、プス船長の右みぎ腕うでである副船長だ。彼らはプス船長とともに大陸を旅して、いろんな国の困っている人達を助けたんだそうだ」

　そう語るイルシュの瞳が、きらきらと輝いている。

　イルシュの隣にいるカマルも、頰ほおを紅潮させて頷いた。

「副船長は見た事もない程ほどの、美男子なのでしょう？　でも顔に騙だまされて甘く見ると、痛い目を見るとか」

　そうカマルが夢見る瞳で言うと、イルシュも負けじと口を開く。

「なんの、強弓の引き手は、狙ねらった的は絶対に外さない凄すご腕うでだそうだ。揺れる船の上から、遠く見える陸の上にいる敵を、弓で射貫いたとか。その強力と目の良さには、どんな弓の使い手もかなわないと聞く」

「ですが副船長は、物もの凄すごく頭のいい方なんですって。プス船長の頭脳と呼ばれているんですよ」

「だが強弓の……………」

　どうやら、二人のお気に入りの乗組員は違うらしい。イルシュもカマルも、自分の一押しの乗組員が、どれだけ素す晴ばらしいかを言い合っていた。

「ああ、それにしても楽しみだな。早く港につかないかな」

　ひとしきり、プス船長のうわさ話に花を咲さかせたイルシュが、満面の笑みで呟つぶやくと、カマルも大きく頷いた。

　二人とも浮かれているのか、足取りが軽かった。二人で憧れのプス船長の話ばかりしている。

　だがジャリスは、あまりにもシャルマの印象が悪かった為ためか、どうしてもその話に加わって、同じようにプス船長を讃たたえたいとは思わなかった。

　だから仕方なく、先を行く二人の後ろを、無言で歩いていた。近道だという路地は人通りがほとんどなく、髪や目の色を気にせずに歩けるのだけが、唯ゆい一いつの救いだった。

　その時だ。

　薄うす暗ぐらい路地の間から不意に四、五人の男達が現れた。

　皆みなそれぞれに黒い衣装に身を包み、黒い布で顔を覆おおっている。

　そして男達は、腰こしにさした剣けんを、すらりと抜いた。

「なによっ。あなた達！」

　ジャリスは急いで、背後にカマルとイルシュを庇かばって叫さけんだ。盗とう賊ぞくのたぐいかとも思ったが、どうやら違うようだ。男達はジャリスの後ろにいる、イルシュを見み据すえている。

「大人しく、その子供を渡わたせ。そうすればお前達の命までは奪うばわない」

　男の一人が、イルシュを指さしてそう言った。

「はい、そうですかって、渡せるわけないでしょ！」

　こんな荒あら事ごとに巻き込まれるのは、覚えている限り初めてだ。

　しかしなぜなのかは判わからないが、あまり恐おそろしいとは感じなかった。

「それじゃあ、お前達は殺すしかないな。女を殺すのは気が進まないが仕方ない」

　男達の一人が前に進み出る。ジャリス達を女子供だと思っているのか、その静かな口調には余よ裕ゆうが窺うかがえた。

　だがそれはジャリスにとって、つけいる隙すきだった。

　じりじり近づいてくる男と、ジャリスは間合いを取る。

　武器は何一つ持っていない。だがこんな状じよう況きようでも何とかなると、ジャリスは思った。

　何の根こん拠きよもないが、身体からだの底からわき上がってくる自信が、ジャリスにはあったのだ。

「はあっ！」

　男の一人が、剣を手に斬きりかかってくる。

　ジャリスは身軽にそれを避さけながら、男の腹に拳こぶしを入れた。

「ぐぅっ」

「あ、やっぱりわたし、結構強いのかも」

　腹に一発入れられ、うずくまった男を見て、ジャリスは吞のん気きにそう感想をのべた。

「貴様っ」

　それを見た別の男が、慌あわてて剣を振ふりかぶる。だがジャリスはその剣が振り下ろされる前に、長い裾すそを膝ひざまでまくって、男の顔面に素早く蹴けりを入れた。

「ううっ！」

　その威い力りよくは抜ばつ群ぐんだったらしく、男がうめき声を上げ、顔を押さえたままその場に頽くずおれる。

　それを見た男達は、先程までとは違ちがう鋭するどい殺気を見せた。

「おい、油断するなよ！　こいつ、ただの女じゃないぞっ」

　その声が合図のように、残りの男達が口々に威い嚇かくの声を上げ、一いつ斉せいに剣を構えた。

　ジャリスは長い裾をさばきながら、男達と対たい峙じする。

（本気になったみたいね。思ったよりわたしは強いみたいだけど、武器もないし…………。これ以上はまずいかも。でも殿下とカマルだけでも逃にがさないと…………ああ！　動きにくい～）

「待てっ」

　だがそんな状況で、男達とジャリスの間に割って入ったのは、イルシュだった。

「殿下…………」

　イルシュは堂々とした態度で、ジャリスの前に立ち、男達に向かい合った。

「私をマハル王国の皇子、イルシュ・アル・マハルと知っての事だな」

　イルシュの言葉に、賊ぞくの中で一番大おお柄がらな男が頷うなずいた。やはりイルシュの正体を知っての事だったのかと、ジャリスは眉まゆを寄せた。

「判った。君達と、ともに行こう。そのかわり、この女性達に手を出すことは許さない」

「そんな…………殿下！　いけませんっ」

　止めようとしたジャリスの手を、イルシュはやんわりと押し戻した。

「大だい丈じよう夫ぶだ。僕を皇子と知って誘ゆう拐かいしようとしているのなら、スルタンである父に何か要求があるのだろう。だったら僕は安全だ。大切な人ひと質じちだからな。だが逆らえば君達には身の危険が及およぶだろう…………僕の大切な友達を、殺させたりしない」

　毅き然ぜんとそう言ったイルシュは、自ら男達の許もとへと歩き出す。

　しかしジャリスは気づいていた。イルシュの小さな手が震ふるえていることを。

　ジャリスはどうにかイルシュを止めようとしたが、剣を持った男に道をふさがれてしまう。

　抵てい抗こうしようとしたがその時には既すでに遅おそく、イルシュは男達に捕つかまってしまっていた。

　猿さるぐつわをされて、両手と両足を縛しばられたイルシュの小さな身体が、男達の手によって、大きな革かわ袋ぶくろの中に入れられてしまう。

「ちょっと待ってよっ。わたしも一いつ緒しよに連れて行って！」

　ただ黙だまってその光景を見ている事ができなかったジャリスは、思わずそう叫んでいた。

　後の事を考えている余裕はない。ただイルシュの事だけが心配だったのだ。

「そういう訳にはいかない。命は取らないでおいてやるから、とっとと失うせろ」

　青い瞳ひとみで睨にらみつけるジャリスに、男達はそう言うと、その場を後にしようとする。

「そんなので、納なつ得とくするわけないでしょ！　一緒に連れて行かないんだったら、どんな手を使ってでも、あなた達の後を追いかけて大おお騒さわぎしてやるんだからっ」

　男達の許に駆かけ寄り、そう叫んだジャリスは、勿もち論ろん本気だった。

　ジャリスのそんな揺ゆるぎない決意を感じたのか、男達の一人が、隣となりにいた大柄な男に何事か耳打ちした。その男が小さく頷くと、男はジャリスに向き直る。

「いいだろう。お前も連れて行ってやる。ただし騒さわぐな。大人しくしていろ」

　男に言われて、ジャリスは精一杯の強気な表情で頷いた。

「ジャリス様っ」

　カマルが泣きながら叫んだ声に、ジャリスは振り向いた。

「大丈夫よ、カマル、あなたは先に戻もどってて」

　ジャリスはカマルを安心させようと、ほんの少し微笑ほほえんだ後、再び男達に視線を移す。

　こんな状態で慌ても恐れもせずに、堂々としている自分自身に内心驚おどろきながら。




　ジャリスとイルシュが連れてこられたのは、じめじめとした暗い部屋の中だった。

　ここがどこだかは判らない。ジャリスはずっと目め隠かくしをされていたし、イルシュも革袋の中に入れられていたからだ。自分達を連れてきた男達も、すぐに部屋から出て行ってしまった。

　ジャリスは灯あかり一つない暗くら闇やみの中で、隣で膝を抱かかえて座るイルシュに目を向けた。

（殿でん下か…………震えてる。そうよね、どんなに落ち着いて見えても、まだ十歳なんだもの。誘拐されて、こんな所に連れてこられて、怖こわいに決まってる…………）

「大丈夫ですか。殿下」

　ジャリスは、彼の小さな手を握にぎってそう聞いた。イルシュもぎゅっと握り返してくる。

「ああ、平気だ。それよりすまない。君を巻き込んでしまって」

　イルシュは震えながらも、しっかりとした口調でそう言った。

「巻き込まれた訳じゃありません。好きで飛び込んだんです。殿下が気にする事はありません」

　ジャリスはそう言って笑った。こんな状況だというのに、ジャリスにはやはり、恐きよう怖ふとか不安とかいう感情がわいてこなかった。

　むしろまだいたいけなイルシュを、こんな目に遭あわせた誘拐犯に怒いかりが増すばかりだ。

「それより、ここはどこなんでしょうね」

　ジャリスはそう言うと、立ち上がって暗闇に慣れた目で辺りを見回した。

（物置かしら。何にもないけど、狭せまい部屋よね。窓もないし、正面の扉とびらには、鍵かぎがかかってるし…………どうしようかなぁ。……あれ？　これ何の匂におい…………？）

　そんな状況の中でジャリスはふとある事に気付いた。港の近くなのか潮の香かおりと、それに混じってなぜか、火薬の匂いがしたのだ。

「叫んでみてもいいけど、外に見張りがいたらやっかいよね」

　辺りに漂ただよう火薬臭くささに眉をひそめながら、そう言ったジャリスは、イルシュの隣に再び腰を降ろした。

「困ったわね…………」

　逃げ道も見つからず、ジャリスがそう呟つぶやいた時だった。

「お困りですか～」

　水を打ったような静けさの中に、突とつ然ぜん響ひびいた吞気な声に、イルシュだけでなく、ジャリスもびくりと身体を震わせた。

　慌てて辺りを見回したが、誰だれもいない。堅かたく閉じられた木製の扉が、開いた形けい跡せきもなかった。

「誰っ？」

「ここです。ここ～。出してください」

　その声と同時に、イルシュの袂たもとがぶるぶると震える。

　聞き覚えのある声に、ジャリスは昨日の不思議な事件を思い出した。

「あ、そういえば……僕…………」

　イルシュは呟くと、慌てて袂を探さぐって、昨日の薄うす汚よごれた小さな水差しを取り出した。

「アブウ！」

「はーい！　お呼びですかぁ。ご主人様」

　ジャリスの声と同時に、水差しの口からもくもくと煙けむりが出て、アブウが姿を現す。

　アブウはこの状況で、最も不似合いな満面の笑えみを浮うかべて登場すると、深々とおじぎした。

「アブウ！　大変なんだ。僕達、誘拐されてっ」

　イルシュが言おうとするのを、アブウが人差し指を振りながら止めた。

「みなまで言わなくても、このアブウは全部存じております。まだお小さい殿下と、お美しいご主人様を誘拐するなど、なんと非道な男達でしょう」

　芝しば居いがかった口調のアブウに、ジャリスは不ふ審しんな目を向けた。

（知ってたなら、なんで誘拐される時に出てこなかったのよ！）

「……何とかここを出られない？」

　だがジャリスはとりあえず、今はそのことは聞かずに、前向きな質問をした。

「う～ん、それはちょっと……」

　無理なのだと、ジャリスはそのアブウの仕草で悟さとってしまった。

「やっぱり…………」

　がっくりと肩かたを落としたジャリスに、アブウは慌あわてて声をかけた。

「でっ、でも、ご主人様。外と連れん絡らくを取ることなら可能ですっ」

「ほんとに～？」

　疑いの眼まな差ざしを向けたジャリスに、アブウは胸を張って答えた。

「お任せください！　私にできないことはありませんっ」

　その自信満々なアブウの言葉に、できないことの方が多いんじゃ……という喉のどまで出かかった言葉を、ジャリスは何とか吞のみ込んだ。

　　　　[image: ]

　ジャリスが、イルシュとともに男達に連れ去られてしまってから、カマルは路地の真ん中でどうしていいか判わからずに、声をあげて泣いていた。

「どうしたんですか？」

　どれぐらいたっただろう。道の真ん中で泣き続けているカマルに、声をかけた人物がいた。

「あなたは確か、昨日王宮にいた子ですよね」

　その声に聞き覚えがあって、カマルは顔を上げた。そして思わず目を見開く。

　そこにはカマルがずっと憧あこがれていたプス船長こと、シャルマが立っていたのだ。

　シャルマの隣にはもう一人、見知らぬ少年の姿があった。

　カマルよりも一、二歳年下に見える少年は、シャルマとは少しだけ仕立ての違ちがう、襟えり無しの白い上着に赤い腰こし帯おびを締しめ、両手に大きな荷物を持っていた。その腕うでにシャルマと同じ、銀色の腕うで輪わがはめられているのにカマルは気付いた。

「シャルマ……様」

　カマルがすがるような声でそう呼ぶと、シャルマはその綺き麗れいな顔に、微笑みを浮かべた。

「どうしたんですか。何を泣いているんです」

　優やさしくそう聞かれて、カマルは再びこみ上げる涙なみだを止められないでいた。

「助けてくださいっ。ジャリス様と、イルシュ殿下が…………！」

　カマルはこれこそ神が自分に遣わした救いなのだろうと、こんな状じよう況きようでは一番頼たよりになるであろう男に、事の次し第だいを話したのだった。




　泣きじゃくりながら、ジャリス達が連れ去られた状況を話したカマルを、もっと詳くわしい話を聞きたいというシャルマが連れてきたのは、バキラの港だった。

「わぁ…………本物のバルク号だぁ」

　カマルはこんな状況だというのに、思わず感かん嘆たんの声を上げていた。

　稲いな妻ずまという意味の名前がついたバルク号は、カマルが思っていたよりもずっと古く、精々十人乗りの小さな帆はん船せんだった。

　だがカマルはその船を見上げて、胸が一いつ杯ぱいになる。

　先代の船長であったシンリクットとともに幾いく多たの苦難を乗り越こえ、プス船長に譲ゆずられた今でも、この船より速い帆船は、アラバーナ大陸中を探してもないのだといわれていた。

　子供の時から貧しく、家の手伝いに追われていたカマルにとっては、語り部べ達が語るシンリクット船長やバルク号の冒ぼう険けん談だんが唯ゆい一いつの楽しみであり、心の支えだったのだ。

　その伝説のバルク号が今、目の前にある。

　木造船であるバルク号の帆ほ柱ばしらの頂には、海かい賊ぞく同盟の印である太陽を象かたどった八角形が描えがかれた、四角い大きな旗が立てられていた。

　真の海賊を目指す者は、アラバーナ大陸八ヶ国すべてのスルタン達から出される試練を乗り越えて、各国の紋もん章しようが刺し繡しゆうされた旗を貰もらい、八角形の印の一角に一枚ずつ縫ぬい付けていかなければならない。

　真ん中に船の名前を記した八角形の旗が、大陸の国々すべての紋章で埋うめ尽つくされた時、その船の船長は、真の海賊として認められるのだ。

　正式な海賊は、大臣級の発言権と各国どんな地域でも、自由に出入りすることを許される。

　だが八枚の旗を全部集め、真の海賊と認められた者はいまだ数名なのだという。カマル自身も港町に住んではいるが、完成された八角形の旗を見たことはなかった。

　だがバルク号の旗を見上げて、カマルは不思議に思ったことがある。

　バルク号と名前が真ん中に刺繡された、八角形の一角に縫いつけられているのが、タバラン国の紋章である鷹たかの旗一枚だけだったのだ。

　名高いプス船長なら、もうほとんどの国の紋章を集めているだろうとカマルは思っていた。

　首を傾かしげていたカマルだったが、シャルマに呼ばれて慌てて船の中に入っていく。

　通されたのは船長室とおぼしき場所だった。狭いながらも木の机と寝ね椅い子すがある部屋で、壁かべには海図がかけられている。

「これをどうぞ」

　シャルマが用意してくれた、砂糖の入った甘い檸檬レモン水が、ジャリスのお気に入りだった事を思い出したカマルは、再び涙を浮かべながら、どうにか頭を下げて礼を言った。

　船長室にはカマルとシャルマ、そして先さき程ほど彼と一いつ緒しよにいた少年と、少年に呼ばれてやってきた、三十代後半と思われる体格のいい男がいた。

　その男もこの船の乗組員らしく、合わせ襟の裾すその短い白い船服に、黒い腰帯を締め、シャルマ達と揃そろいの銀の腕輪を身につけていた。

　しかし手入れのなっていないぼさぼさの黒くろ髪かみと無ぶ精しようひげ、そして着き崩くずした船服も相まって、随ずい分ぶんとだらしない印象をカマルは受けた。

　カマルはどうにか落ち着こうと、檸檬水を手にとり飲もうとした。だが、自分のベールがいつの間にかはずれていた事に気づき、慌あわてて顔を俯うつむける。

「要するにお忍しのびで出かけたイルシュ殿でん下かが、誘ゆう拐かいされたんですね」

　そんなカマルに、シャルマがもう一度優しく聞いた。

「……そうです。殿下が自分は大人しくするから、私やジャリス様には危害を加えるなと仰おつしやって……でもジャリス様はイルシュ殿下が一人では危ないからと、自ら賊ぞくの手の中に飛び込んでしまったんです」

　素顔を見られる恥ずかしさをどうにか堪こらえて、カマルはその時の事を詳しく話した。

　それを聞いた男達は、一いつ瞬しゆん意味ありげに視線を交かわした。

　その顔には呆あきれたような、困ったような表情が窺うかがえる。

「……では、とりあえずエジド王に報告した方がいいですね。ナッシル、エジド王と面識があるのでしょう。行って説明してきてくれますか？」
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　シャルマにそう言われて、三十代後半の男、ナッシルは天を仰あおいで目を瞑つぶった。

「ああ、一応、面識はあるにはあるけどよ」

　ナッシルが口を開くと、酒の匂においが辺りに満ちた。

　顔立ちは彫ほりが深くて男らしいのに、鼻をつまみたくなる程の酒さけ臭くささで何もかもが台無しだ。

　はっきりいって、ただの酔よっぱらいにしか見えない。

　だがシャルマはその匂いが気にならないのか、表情を崩さずに問いかけた。

「あなたは二十年前の内乱の時も、バルク号で船医をしていたのでしょう？」

「まあな、確かにあの時エジド王とは親しくしてたけど、随分前の話だぜ。それにそんな事報告に行くなんて、怒おこられに行くようなもんだろ」

　子供のような事を言うナッシルに、シャルマが頰ほおを引きつらせた。

「こういう事は、面識のある人間が行った方がいいんですっ」

　そう怒ど鳴なられてぼさぼさの頭を搔かきながら、ナッシルは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　カマルは二人の会話を聞いて、驚おどろきを隠かくせなかった。

　二十年前の内乱での、シンリクット船長とバルク号の乗組員達の活かつ躍やくは、マハル王国では今や伝説となっている。カマルのように、マハル王国で生まれ育った子供は、ほぼ全員が知っていると言ってもいい程だ。

　そのシンリクット船長の許もとで働いていたという人物が、今目の前にいることが、カマルには信じられなかった。

「さあ、さっさと行ってきてください。そして事情をよく話して、私達がこの件を調査する許可を貰ってきてくださいね。許可があるのとないのでは、探たん索さくの仕方も変わってきますから」

「ジャリス様達を、助けてくださるんですかっ」

「ええ、こういったもめ事に関かかわるのは不本意ですが、今回は仕方ないでしょう」

　ため息混じりのシャルマの口調は、本当に不承不承といった感じだった。

　助けを求めたのは確かに自分だが、そんなシャルマの反応に、カマルは不安を覚えた。

「リク、ナッシルと一緒に行ってください。エジド王にお会いする前に、海にでも突つき落として、彼の身体からだから酒を抜ぬく事も忘れずに」

　リクと呼ばれたのは先程シャルマと一緒にいた少年だ。短い茶色の髪かみをした、まだまだやんちゃ盛りといった様子のリクは、軽快に立ち上がった。

「判わかった。おっさん、行こうぜ」

　ぶっきらぼうにそう言ったリクは、ナッシルを追い立てるように船長室を後にしようとした。

　しかし、ふいにカマルの隣となりで立ち止まる。

「ちゃんと二人とも、助け出すから大だい丈じよう夫ぶだよ。安心して待ってな」

　つっけんどんな物言いだが、それがリクの優しさからくる言葉だと、十分にカマルには伝わった。

「あ、ありがとうございます………………」

　カマルは慌あわてて立ち上がり、リクやシャルマ達に頭を下げた。

「お礼はいりませんよ」

　そんなカマルに、シャルマが優しく微笑ほほえんだ。

「そうだよな。どっちかって言うと、こっちがすいませんって、言わないといけないよな……」

　呟つぶやいたのは、リクだった。

「え……？」

　カマルはその言葉の意味が判らずに、首を傾げる。

「リク、さっさと行ってください。時は金なり。時間を無む駄だにするという事は、お金も無駄にするという事です。ただでさえ、予定外の航海で、費用がかかってしょうがないんですから」

　ピリピリとした様子のシャルマにそう言われ、リクとナッシルは慌てて船長室を出ていった。

「あの……今、リクさんが仰ってたのはどういう…………」

　カマルが、そう聞こうとした時だった。

　シャルマがすっと人差し指を唇くちびるにあてて、黙だまるように指示をした。

　カマルは慌てて口を閉じる。そして何事かと首を傾げた。

『…マル、カマル……』

　そうして耳をすますと、どこからともなく声が聞こえてくる。

　その声が自分を呼んでいるのに気づいて、カマルは驚き、辺りを見回そうとした。

　だがそれより早く、シャルマが机に置いてあった檸檬レモン水の入った硝子ガラスの瓶びんを、怪け訝げんそうに見つめる。

「ここから……？」

　カマルも、シャルマの視線に気づいて呟いた。

　信じられない事に、その硝子瓶の中から声がするのだ。

『…………カマル、わたしよ。ジャリス』

　しかもその声は間ま違ちがいなく、ジャリスのものだった。

　カマルは驚いて目を見開き、硝子瓶の中をまじまじと見つめた。すると不思議なことに、その硝子瓶の中の檸檬水に、ジャリスが映っていたのだ。隣にはイルシュもいる。

「ジャリス様っ。イルシュ様もどうして……」

　カマルは思わず、部屋の中を見み渡わたす。あり得ないことだが、もしかしてジャリス達がこの部屋のどこかにいて、硝子瓶に姿を映しているのかも、と思ったのだ。

『ご主人様ぁ。水鏡の魔ま法ほうは成功ですぅ。ですから私は、役にたつと申し上げたでしょう。これでも私は由ゆい緒しよ正ただしい精霊ジヤーンの末まつ裔えいで…………』

　水鏡に銀色の髪と瞳ひとみを持ったアブウが現れて、自分の有能さを長々と語りだした。

『ああ、アブウ。本当によくやったわ。でもその話は今度ね。それよりカマル、大丈夫？』

　そんなアブウを遮さえぎって、ジャリスが心配そうに、カマルに聞いた。

「水差しの精……」

　カマルが呟くと、傍かたわらにいたシャルマが呆れたように、目を据すわらせた。

「また妙みような物に好かれて…………」

『ちょっと、今なんか言ったの誰だれっ』

　叫さけんだジャリスに、シャルマはあきらかな作り笑いを浮うかべた。

「こんにちは、ジャリス。シャルマです。一体何をやってるんですか？」

　口調は穏おだやかだが、隣にいたカマルには、シャルマが静かに怒っているのが感じられた。

　その証しよう拠こに顔は笑え顔がおだが、握にぎった拳こぶしがぷるぷると震ふるえている。

『何であなたがカマルと一いつ緒しよにいるのよっ。さてはあなたが殿下の誘拐に関わってるんでしょ』

　ジャリスの言い分に、多分に私見が入っていると思ったのは、カマルだけではないだろう。

「馬ば鹿かな事を言わないでください。私が殿下を誘拐するなら、もっと確実な策を練りますし、絶対にあなたを一緒に連れて行くなんて愚おろかな事はしません」

　きっぱりとそう言ったシャルマに、ジャリスは頭から湯気でも出しそうな勢いで怒った。

『どういう意味よっ』

「そういう意味です。それに今は、そんなくだらない事を言っている場合ではありませんよ」

　シャルマに言われて、ジャリスはまだまだ文句が言いたかったのだろう口を、やっと閉じた。

　確かに口論している場合ではないと、気づいたのだろう。

「殿下、そこがどこだか判りますか？　それと、誘拐した犯人に何か心当たりは？」

　そんなジャリスを無視して、シャルマがイルシュに聞くと、水鏡の中の彼は首を横に振ふる。

『判らない。僕はこの国の皇子だから、身に覚えがないとは言えないだろう。だがこうやって行動に移すほど、僕や王家を憎にくんでいる人物となると………………』

　その言葉を聞いたシャルマは、イルシュに厳しい視線を送った。

「そうですか。しかしイルシュ殿下、今回の事は、一国の皇子として少々軽はずみな行動だったと言えるでしょう。自分で自分の行動の責任がとれないようなら、お忍しのびで外出などしないほうがいい。あなたはこの国の皇子なのです。皇子には皇子としての、務めがあるのですから」

『そんな言い方ないでしょ！　あなたが船の視察を断らなかったら、殿でん下かだって無理にお忍びで出かけようなんて思わなかったわよ。殿下はプス船長とその船に、物もの凄すごく憧あこがれてるんだから』

　ジャリスが勢いよくそう言ったが、シャルマは顔色一つ変えなかった。

『いいんだ、ジャリス。こうやって、みんなに迷めい惑わくをかけていることは事実なんだ。僕が悪かった。すまない』

　そんなジャリスを止めたのは、イルシュだった。その一言でジャリスは、渋々口を閉じる。

「それで、今いる場所は判らないのですね？」

　シャルマは、感情的になっているジャリスとは対照的に、静かな口調でそう聞いた。

『…………判らないわ。どこかに閉じこめられているのよ。狭せまくて、窓もない真っ暗な部屋。あ、それと………………』

　気を取り直したジャリスが、必死で周りの状じよう況きようを伝えようとしていた。

『気のせいかも知れないけど、座っていると、何だか地面が揺ゆれているような気がするの……』

「地面が揺れる？」

　そう呟いて、シャルマがはっとしたように、顔をあげた。

「それはもしかして、船の揺れではありませんか？」

　シャルマに言われて、今度はイルシュが、もう一度辺りを見回した。

『そう言われてみれば、前に一度だけ船に乗ったことがあるが、その時と感じが似ている』

　それを聞いたシャルマは、確信を持ったように頷うなずいた。

「今日の海は、波も穏やかで静かです。もしそこが船内だとして、座っていてやっと揺れを感じる程度なら、停てい泊はくしているのでしょう」

　カマル達が乗っているバルク号も、ほんの少し揺れを感じるぐらいだった。

「誘ゆう拐かいされてから、そう時間もたっていません。もしかしたら私達は、案外近い所にいるのかもしれませんね」

　バルク号が停泊しているのも、バキラの港だ。この辺りで港といえばここしかない。

　もしジャリス達が船に乗っているのだとしたら、この港にいる確率は高かった。

　そうカマルが思い当たった時、ジャリスの緊きん張ちようした声が聞こえた。

『誰か来るっ』

「判りました。今の情報をもとに捜そう索さくを開始します。もし誘拐犯が理り不ふ尽じんな事を言っても逆らわないでください。特にジャリス、あなたは気をつけてくださいね。あなた一人ではなくイルシュ殿下も一緒なんですから」

　ジャリスはむっとした表情で、シャルマに頷いた。

『判ってるわよっ。じゃあね！』

　そうジャリスが叫ぶと、硝子瓶の中に見えていた光景は、あっという間に消えてしまった。

「本当に判ってるんですかね…………」

　ため息混じりのシャルマの言葉を聞きながら、カマルはジャリスとイルシュの無事を、ひたすら神に祈いのっていた。
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　時は少しだけ遡さかのぼる。

「なぜジャリスまで…………」

　コダートは低く抑えながらも、怒いかりを含ふくんだ声でそう言った。

　ここはコダートが、商売に使う船の一室だ。

　航海を終えたばかりで、乗組員達には暇ひまを出していた。その為ため、百人は乗船できるというコダートの帆はん船せんは、静まりかえっている。

　船の中にいるのはコダートとハジとヒンド。そして…………。

「仕方がありませんでした。あの女が相当騒さわぎまして…………」

　跪ひざまずいたヒンドの言葉を聞きながら、コダートは取りあえず気を静めようと、水を一口飲んだ。

「ヒンド殿どの、どうして私に一言、相談してくれなかったんです？」

　いつもは穏おん和わなハジでさえ、眉み間けんにしわを寄せてそう聞いた。

「申し訳ない。ハジ殿に相談する暇がなかったのだ。だがこの機会を逃のがしてはならぬと思った。あの皇子が、護衛もつけずに町に出かけていて、しかもあれを身につけていたのでな…………」

　低い声でそう話すヒンドの言葉に、ハジとコダートは目を合わせた。

「だが…………まだ事を起こすのは、性急だったんじゃないか？」

　苦く渋じゆうの表情を浮かべるコダートがそう言うと、ヒンドは深い皺しわの刻まれた顔をあげる。

「ですが、コダート様。わしは王宮で、プス船長がこの国に来たのは、あなたの存在に気づいたエジド王の、内密の依い頼らいがあったからだという確かな情報を手に入れたのですぞ。もう、のんびりはしていられないのです！　あなたの身に万一の事があっては、わしはあの方に申し訳が立たないのです…………！」

　それを聞いたコダートは、苦しげに唇くちびるを嚙かみしめ、顔を右手で覆おおった。

　最近ずっとコダートを苦しめている疑問が、頭をよぎったせいだ。

　コダートには一つの目的がある。

　両親と自分が受けた屈くつ辱じよくを胸に秘ひめ、苦しい航海を繰くり返して金を稼かせいだのは、すべて父の無念を晴らす為だった。

　そして望み通り準備を整え、いよいよ行動に移ろうとしていた矢先、コダートの胸にはある不安が生まれたのだ。

　自分のしようとしている事で、この平和な国や民衆が傷つく事になるのではないか……と。

　その想おもいが強いせいで、コダートは未いまだに具体的な行動を起こせないでいた。

「確かに…………プス船長は切れ者だと評判だよ。昔のシンリクット船長そっくりだとね。このまま手をこまねいていれば、二十年前の二の舞まいになるかもしれない…………」

　ハジが苦しげに目を伏ふせてそう言うと、コダートは、はっとして顔を上げた。

　そんなコダートの前で、ハジは悲しげな瞳ひとみをしながらも、悔くやしそうに言葉を繫つなぐ。

「私は君のお父上が一番辛つらい目に遭あっている時に、国を離はなれていてお側にいる事ができなかった。何もかもが取り返しのつかない事態になってから初めて、ヒンド殿に真実を聞いたんだ。あの時程、自分の無力さと不ふ甲斐がいなさを呪のろった事はないよ。あんな思いはもう二度とごめんだ」

　その言葉に、ヒンドも跪いたまま背筋を伸のばし、コダートを見あげ大きく頷いた。

「そうでございますとも。今この国は、間ま違ちがったスルタンが支配しているのです。わしはそれが許せません！　あなたのしていることは、偽いつわりの過去を暴あばく正しい行こう為いだというのにっ。コダート様、あなたのお父上が亡なくなられた時、どれだけの屈辱を味わわれたと思うのですか。わしは今でもこの目に焼き付いておりますぞ。苦渋に満ちた、あの方の最さい期ごの表情がっ」

　そう言って口くち惜おしげに拳を床ゆかに叩たたきつけたヒンドに、コダートは自分の揺れ動うごく気持ちを叱しつ咤たした。

（そうだ。俺は間違ってなどいない。今度の事は行動を起こす、いいきっかけになったんだ。たとえ強ごう引いんで卑ひ怯きようでも、真実を暴く為なら俺はどんな手段だって……！）

「…………イルシュ殿下は、どこにいるんだ？」

　覚かく悟ごを決めてそう言ったコダートを、ヒンドは船尾にある物置へと案内した。

　だがコダートは、その時気付かなかった。

　前を歩くヒンドの表情に、酷こく薄はくな笑えみが浮うかんでいる事を────。
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　誰だれかが来る気配を感じて、慌あわててカマル達との会話を終わらせたジャリスは、怯おびえてぶるぶると震ふるえるアブウを水差しの中に戻もどした。

「怖こわいですよぅ。ご主人様」

「わかったから、早く入って！」

　そうして、やっとアブウの姿を隠かくすと、敵に見つからないよう水差しをイルシュの袂たもとに隠す。

　狭くて暗い部屋の隅すみにイルシュは膝ひざを抱かかえて座り、慌ててジャリスもその隣となりに腰こしを降ろした。

　それと同時に扉とびらが開く。

　顔を上げて、扉から入り込んだ光に目を細めながらも、そこに立っている人物を見て、ジャリスは自分の目を疑った。

　それは意外な人物だった。

「コダート、それにハジとヒンド……どうして…………」

「手て荒あらな真ま似ねをしてすまないな。大人しくしていれば、危害は加えない」

　コダートは入り口に立って、硬かたい表情のままそう言った。

　その表情と言葉に、ジャリスは驚きよう愕がくして目を見開いた。

（わたし達を助けに来てくれたんじゃ……ないの？）

「なぜ君が……」

　イルシュも驚おどろいて呟つぶやくように言った。

　コダートは、王室御ご用よう達たし商人としてあらゆる貿易に関かかわっている。

　こんな事をすれば、その地位も名めい誉よも何もかも失うことになるのだ。

「なぜ？　それは難しい質問だ。一言では言えないほど、色んな事情があるから」

　コダートはそう言いながら、ジャリスとイルシュから視線を逸そらした。

　そんなコダートの様子を見て、ジャリスは違い和わ感かんを覚えた。

（変だわ。コダートはこんな事する人じゃない。見も知らぬわたしを助けてくれるぐらい、正義感が強いんだもの。それが殿でん下かみたいな子供を誘拐するなんて。絶対に何か理由があるはず）

「…………お金が目的なの？　でもあなたは商人として、このバキラの港でも一、二を争う金持ちだわ。こんな危険を冒おかしてまでお金が欲しいとは思えない」

「金なんか……欲しければ自分で稼ぐさ。俺は……そんな物が欲しい訳じゃないっ」

　不意に感情的になったコダートの腕うでを、ハジが摑つかんだ。

「コダート、落ち着いて」

　優やさしいが有う無むを言わさぬ声に、コダートはゆっくりと息を吐はいた。

「とにかく、こうなった以上、お前達にはここで大人しくしていてもらう。騒ぐなよ」

　コダートが口早にそう言うと、いつの間にか近付いていたヒンドがイルシュの右手を摑んだ。

「何するのっ」

　ジャリスが気づいた時には、もう遅おそかった。ヒンドは筋張った大きな手で、イルシュの中指にはめられた指輪を、無理矢理抜ぬき取ったのだ。

「あっ！　それは…………」

　イルシュが慌てて抵てい抗こうしようとした。だが大おお柄がらなヒンドは、見かけの年ねん齢れいからはとても想像できないような素す早ばやさで、彼の小さな身体からだを簡単に押さえつけてしまう。

「おい、乱暴な事はするな。相手は子供だぞ！」

　それを見たコダートの一いつ喝かつに、渋しぶ々しぶヒンドがイルシュから手を離した。

「コダート様、これは元々あなたの物。返して貰もらっただけですぞ」

　そう言ったヒンドは、苦しげに目を細めたコダートに恭うやうやしく跪ひざまずき、指輪を差し出した。

　コダートは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしながらも、覚悟を決めたように目を見開き、その指輪を自分の右手の中指にはめる。すると不思議な事に、イルシュの指にぴったりだった指輪は、コダートの長くがっしりとした指にも同様に合ったのだ。

　そしてはめられた瞬しゆん間かん、銀色の指輪は薄うす暗ぐらい船室の中で、眩まぶしいほどの煌きらめきを放った。

「どうして…………それは王家の指輪だ。王家の人間の指にしか合わないはず………………」

　驚きで目を見開いたイルシュがそう言うと、コダートはふっと冷たい笑みを浮かべた。

「さあ、どうしてだろうな」

　そう言うと、コダートは身を翻ひるがえして、部屋から出ていこうとした。

「待ってください。コダート」
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　だが、それを止めたのはハジだ。

　ジャリスは一瞬、ハジがコダートを止めてくれるのかと、期待した。

「カマルから聞いたんだが、殿下達は水差しの精を呼び出すことに成功したんだそうだ。今もその水差しを持っているかもしれない。調べた方がいい」

　その言葉に、ジャリスは驚愕して顔を上げる。

「ああ、カマルは君達を裏切ったんじゃないよ。私が上手うまく、王宮での君達の様子を聞き出したんだ…………。彼女を疑わないでやってくれ」

　いつもと変わらぬ、優しい口調のハジが、申し訳なさそうにそう言う。その言葉を聞いたヒンドが、目を据すえて再びイルシュに近付いた。

「水差しはどこだ。持ってきてるんだろう」

　ヒンドがいやに確信した様子でそう言うと、イルシュはゆっくりと袂から水差しを取り出す。

「殿下っ」

「渡わたした方がいい。知らないと言っても、調べられたら終わりだろう。君に危害を加えられたりするくらいなら、こうする方がいいんだ」

　まだ子供だというのに、人を思いやる優しさを持っているイルシュに、ジャリスは涙なみだが出そうだった。

「嫌いやですぅ。怖いです～」

　だがそこへ、ぽんと煙けむりとともに水差しから飛び出て、泣き言を言ったのはアブウだ。

　ジャリスは、そんなアブウのあまりの情けなさに頭を抱える。

（ああっアブウ！　どうしてあなたはいつでもそうなのよ！）

「殿下がこれだけ覚悟を決められているのに、あなた何を泣き言ばっかり言ってるのよっ。普ふ通つうこういう場面で、役に立つのが精霊ジヤーンでしょっ」

「だって私は水差しの精なんです。水に関する事以外は何もできませ～ん」

「できない事はないって、言ってたじゃないっ」

「…………魔物ジンを見るのは初めてだが、あんまり役には立たないみたいだな」

　そんな二人のやりとりを聞いていたコダートが、ぼそりと呟いた。

「そんなぁ……」

　言われたアブウが、再び情けない声をあげて、コダートを見る。

　だがアブウは言葉を続けるでもなく、しげしげとコダートの、浅黒い顔に見入った。

「なんだ？」

　さすがに、そのぶしつけな視線に気づいたコダートがそう言うと、アブウはふんふんと鼻を鳴らして、再び彼の顔を見ると不思議そうに呟いた。

「あなた、スライマン皇子の匂においがする。でも……スライマン皇子じゃないですよ……ね？」

　突とつ然ぜんそんな事を言い出したアブウに、ジャリスは驚いた。

　その名前に聞き覚えがあったからだ。コダートも同様に驚いて目を見張っている。

「何言ってるんだ。アブウ…………」

　イルシュが言うと、アブウはきょとんとした顔で、首を傾かしげた。

「だってこの人から、スライマン皇子の匂いがするんです。間ま違ちがいないですよ。すっごくいい匂いなんですから。私はこの匂い、大好きなんです！」

　満面の笑えみを浮かべたアブウが指さしたのは、厳しい表情を浮かべたままのコダートだった。

「…………俺は、コダートだ。スライマンは俺の父だ」

　ためらいながらもコダートは、低く呟くような声でそう言った。

　その言葉を聞いて、信じられないように目を見開いたのは、イルシュだった。

「そんなっ。スライマン叔父おじ上に、子供はいないはず……」

　イルシュの言葉に、ジャリスは少ししかない自分の記き憶おくの糸をたぐる。

（叔父上……？　あ、思い出した！　スライマン皇子って、二十年前スルタンの座をねらって兄のエジド皇子を暗殺しようとして、シンリクット船長に阻そ止しされた弟皇子よね。確かその時に自害したとかいう…………）

「スライマン叔父上には、まだ妻はいなかったはずだ。子供などいるはずが……」

　まだイルシュが生まれる前の話だろう。しかしイルシュはスルタンの一族として、その事件の事をよく知っているようだった。

「ですが、よく見ると面おも影かげがありますよ。スライマン皇子は病弱な方でしたから、もう少し線が細かったですけど。それにこの匂いは間違いありません。私は鼻がきくんです！」

　自信たっぷりにアブウがそう言うと、コダートは戸と惑まどいの色を隠かくさずに詰つめ寄った。

「本当に、父を知ってるのか？」

「もちろん存じております。私は二十年前、シンリクット船長の許もとにおりましたから」

　それを聞いて、ジャリスとイルシュが、揃そろって声をあげた。

「そうなの？」

「はい、私を封ふう印いんしたのは、シンリクット船長なんです」

　アブウはそう言うと、どこからか取り出した布で目元を覆おおって、さめざめと泣き出した。

「初めて出会った時は、シンリクット船長も自分の船を持たれたばかりでした。ある偶ぐう然ぜんから私の水差しを手に入れたのですが、彼はこんなに有能で役に立つ私に、無理難題を押しつけて、それが少しばかり無理だと知ると、そのまま私を放置したのです。それでも私は彼の役に立とうと頑がん張ばりました。なのに……」

　アブウの話を聞いて、ジャリスは目を細めた。

（それってシンリクット船長は、水差しの精を偶然手に入れたけど、大した役にも立たなかったから、すっかり忘れてしまっただけなんじゃ…………）

「いくら私が、毎朝毎晩彼を水みず浸びたしにしたり、海を荒あらして船を転てん覆ぷくさせようとしたって、そんなの可愛かわいいいたずらなんだから、封印までする事ないのに……」

　無視されるのが悲しかったからなんです、と泣くアブウにジャリスは顔を引きつらせる。

「おい！　聞きたいのはそんな事じゃない。父のことだ。二十年前の内乱の時、お前はシンリクット船長の許にいたのか？」

　じれたように聞くコダートに、アブウは顔を上げた。

「はい、あの時は丁度封印される直前でした。内乱のことも、よく覚えております。スライマン皇子は、まことに立派な方でした。ご病気で自分の命が残り少ないことを知り、兄のエジド皇子の妨さまたげになるような悪臣達を一いつ掃そうすべく、シンリクット船長と協力して、自ら反乱を起こす振ふりをなさった。そして……」

「ちょっと待てっ。何だそれは……！」

　当時の事を話し出したアブウに、コダートが驚おどろいて声をあげた。

「え……ですから、スライマン皇子は立派に反乱を起こす皇子の役を演じられて、それに乗じて、エジド皇子に刃は向むかう大臣や貴族達を選別し、自らの命と引き換かえに、彼らを排はい斥せきしたのです。何しろあの頃ころのこの国は、役人や大臣達は賄わい賂ろで動き、税は増加の一いつ途とをたどっていました。先代のスルタンも亡なくなり、まだ年若い皇子達だけで、平和な国を作り上げるのは、難しかったのです。その状じよう況きようを憂うれえたスライマン皇子に、協力を頼たのまれたシンリクット船長は、涙を吞のんでその作戦を実行されたのです」

　それを聞いたコダートは目を見開いて、言葉をなくしていた。

　同じく驚きよう愕がくの表情をしたイルシュが、口を開く。

「そんな……僕が聞いた話とは違ちがう。スライマン叔父上は反乱を起こした大罪人のはずだ……」

　イルシュがそう言うと、コダートも口を開いた。

「いいや、俺がヒンドから聞いた真実の話はそうじゃない。本来スルタンの座につくのは、弟だが、正せい妃ひの息子むすこだった父のスライマンのはずだった。だがそれを兄のエジドが、スルタンの座ほしさに父を反逆者に仕立て上げ、シンリクット船長とともに罠わなにかけて、自害にみせかけて殺したのだと聞いたぞ！」

　そんなコダートの言葉に、アブウはぷるぷると首を横に振った。

「いいえ、違います。スライマン皇子は悪臣達を排はいする為ために、自ら反逆者を演じられたのです。エジド皇子もシンリクット船長も、それをご存じでした。お二人ともそんな事はやめるようにと、説得なさったのです。しかし病気で長くは生きられないと知ったスライマン皇子は、この国の為にと、計画を実行されてしまいました。そして悪臣達の証しよう拠こを摑つかむと、反逆者の汚お名めいをきたまま自害されたのです。今回の反乱の真実は、誰だれにも明かすなというのが御ご遺ゆい言ごんでした」

　アブウの話を聞いたコダートは右手で顔を覆い、二、三歩後ずさりした。

「噓うそだっ。そんなはずない！　父はエジド王に反逆者の罪を着せられて、処しよ刑けいされたんだっ」

　コダートは叫さけぶようにそう言うと、振り返ってヒンドを見あげた。

「あれは噓だったのか…………？　いや、そんなはず……そんなはずないよな。ヒンドは父の護衛長だったはずだ。あんな訳の判わからない精霊ジヤーンの言うことなんて……噓だな？　ヒンド」

　大きく見開かれた目で、コダートはヒンドを見つめた。その表情は、笑みを浮うかべようとして失敗したのか、口元だけが引きつったように、上がっている。

　かすかに手を震ふるわせているコダートと、驚きに声を詰まらせたハジを目前にしながらも、ヒンドは少しもうろたえることはなかった。皺しわの寄った顔には冷たい笑みが浮かんでいたのだ。

「ご主人様……あれは人ではありませんっ。魔物ジンの臭いがぷんぷんしますぅ。…………しかも、もしかしたら、私よりほんの少ーし、強いかも…………」

「なんですって！」

　震え上がって叫んだアブウの言葉に、驚いたのはジャリスだけではなかった。コダートは完全に表情をなくし、ハジが目を細めたのだ。

「愚おろかな事を。お前のような、人間に仕えるしか能のない精霊ジヤーンと一いつ緒しよにしてもらっては困るな」

　口調の変わったヒンドには、目に見えない強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんがあった。

「ひぃぃぃぃ。やっぱりっ、あいつ魔物ジンですよっ」

　恐おそろしげに叫んだのは、アブウだった。

「あなただって魔物ジンでしょ！　ちょっと静かにしててっ」

　ジャリスに一いつ喝かつされて、涙なみだを一いつ杯ぱいに浮かべたアブウは、情けない表情のまま、何度も頷うなずいた。

「ヒンド殿どの……どういう事です…………。まさか、あなたは本当に魔物ジンなんですか？」

　青ざめた表情のまま、そう呟つぶやいたのはハジだ。コダートも同様に言葉をなくしている。

　二人は全くヒンドの正体に気づいていなかったらしい。

　ヒンドはハジの問いに一いつ瞬しゆん目を細めた後、すぐに不気味な笑えみを浮かべた。

「……二十年。結構な時間をかけたのに、こんな事でばれてしまうなんて思いませんでしたな」

　常とは違ちがう恐ろしい響ひびきを持つヒンドの声に、ジャリスは背筋がぞっとする感覚を覚えた。

「全部噓だったって言うのか……エジド王の非道な行こう為いも、父の悲しい最期も……。俺は父が反逆者などではないと証明し、エジド王に罪をあがなわせる為に、今まで生きてきたんだぞっ」

　最後の言葉はまるで血でも吐はいているかのように、苦しげな叫びとなって狭せまい船室にこだました。だがヒンドは、そんなコダートを見て声をあげて笑った。

「何を言っているのです。全部が噓ではありませんぞ。スライマン皇子は、たとえ自分で納なつ得とくしていたとはいえ、この国の為に犠ぎ牲せいになったのです。それも忘れて、エジド王はスルタンとして吞のん気きに暮らしている。許せないでしょう？　なのにあなたは最近自分のしている事に疑問を持ち始めていた。だから少々計画を早めたのです」

　コダートがそれを聞いて、握にぎった拳こぶしを震わせた。

「じゃあ、プス船長が俺の事を狙ねらっているっていうのも…………」

「ああ、そんな事も言いましたな。あなたがあまり、ぐずぐずしてるから」

　そう言われて、コダートは顔をゆがませた。

「騙だましてたんだな……」

　低く響いたコダートの声にも、ヒンドは動じなかった。

「騙される方が悪いのでしょう？」

　そう言い放ったヒンドの言葉は、くすぶっていたジャリスの怒いかりに火をつけた。

「あなた最低ね！　こんな事絶対に許せないわ。あなたの思い通りにはさせないからっ」

　ジャリスの怒りに燃えた瞳ひとみに、ヒンドはふん、と鼻を鳴らした。

「こんな事になるとはな。お前を初めて見た時から、嫌な予感がしていたんだ。だから助けるのには反対だった。昔から言うだろう。口ひげ赤く目は青く、腹は黒いとな！」

　そう言ったヒンドの瞳が、黒から青へとがらりと色を変えた。

　眼球全体がジャリスの瞳よりもずっと濃こく毒々しい青で、視線がどこを向いているのかも判らない異形の瞳に、ジャリスは驚いて目を見張った。よく見るとその口からは長い牙きばが生え、耳は尖とがり、唇くちびるが毒々しく赤く染まっていく。そしてその背中には、いつのまにか真っ黒な翼つばさが生えていた。短かった白はく髪はつの交じった黒い髪かみも、瞳と同じ不気味な青色に変わっていく。

「最初はお前も魔物ジンかと思ったんだが、どうやらそうでもなさそうだな。だがお前のようにうるさい女は邪じや魔まなのだ」

　そう言ったヒンドの右手にバチバチと音を立てて光が集まる。その青白い光は大きな球きゆう弾だんとなって、身構えたジャリスに向けられた。

「危ないっ。ジャリス！」

　勢いよく放たれた球弾を見て、コダートが慌あわてて走り寄る。そして彼はジャリスの白い手を、自分の右手で握り、身体からだごと引き寄せ、間かん一いつ髪ぱつの所でその球弾の攻こう撃げきを躱かわした。

　その時だ。

　ジャリスは握りしめられたコダートの手から、しびれるような感かん触しよくを覚えた。見ると薄うす暗ぐらい船室を明々と照らし出す程ほど、まばゆい銀色の光が、その繫つないだ手から放たれていたのだ。

「なんだっ！　まさか…………」

　その光を見て、初めてヒンドが表情を変え、声を詰つまらせた。

　一瞬でその光は収まったが、ジャリスはヒンドの攻撃を躱したにも拘かかわらず、まるで雷かみなりを受けたかのような衝しよう撃げきを身体に感じて、大きく痙けい攣れんした。

（何これっ！　身体が…………！）

「大だい丈じよう夫ぶかっ」

　コダートの声が聞こえたが、ジャリスには何が起こったのか判らなかった。

　ただいつもよりも、ずっと激しい頭痛が彼女を襲おそった。

「いっ……痛っ！」

　ジャリスがそのあまりの痛みに耐たえられず、うずくまった時だった。

「うわっ！　何をするっ」

　叫んだのはイルシュだ。ジャリスに走り寄ろうとした所を、ヒンドに捕つかまってしまったのだ。

　それに気づいたコダートが、慌てて腰こしの剣けんを抜ぬいた。

「待てっ、ヒンド。殿でん下かを放せっ…………！」

　小さなイルシュの身体を、左手で軽々と抱だきかかえたヒンドに、コダートが剣を向ける。

「そうですっ、ヒンド殿っ。もうこんな恐ろしい事はやめてください！」

　コダートに続くように、ハジがヒンドの背後に立った。

「一体あなたは何が目的でこんな事をしたんです。私達を騙してどうする気だったんですか！」

　ハジがそう叫ぶと、ヒンドは一瞬目を眇すがめて一呼吸置き、にやりと笑みを浮かべた。

「必要なのは、その指輪だ…………。本来なら、この国ごと手に入れるつもりだったんだがな」

　ヒンドが指さしたのはコダートの右手にはめられた、銀色の指輪だった。

　不気味に笑うヒンドに、コダートは眉まゆを寄せ、持っていた剣を突つきつけた。

「…………どうして必要なのかは知らないが、これは王家の指輪だ。元々は父のスライマンの物だった指輪。お前に渡わたすわけにはいかない！　イルシュ殿下も返して貰もらうぞっ」

　コダートはそう叫ぶと、目の前にいるヒンドに向かって、鋭するどく光る両もろ刃はの剣を振ふり下ろした。

　だが次の瞬しゆん間かんコダートは、驚きよう愕がくして目を見開く。彼の剣は確かにヒンドの肩かたから胸にかけて、その身体を斬きり裂さいた。しかし斬ったはずのその傷口からは、血さえ流れていなかったのだ。

　そして斬られたはずのヒンドは微び動どうだにせず、その余よ裕ゆうの表情も変わる事はなかった。

「このわしを、こんな物で殺せると思っているのか」

　ヒンドが苦く笑しようするようにそう言うと、傷口はみるみる塞ふさがっていく。

　そしてヒンドは、イルシュを左手に抱かかえたまま、右手を掲かかげた。

　すると再び青白い光が集まり、あっという間に大きな球弾が放たれ、大きな爆ばく発はつ音と、船を揺ゆるがす程の振しん動どうとともに、船室の壁かべを貫つらぬいた。

「殿下は連れて行かせませんよ！」

　叫さけんだのはハジだった。彼はヒンドを捕まえようと、背後から飛びかかった。しかし、ヒンドは少しも動じることはなく、逆に右手でハジの身体を抱え込み、空へと飛び立ったのだ。

「殿下！」

　そのまま海に落ちてしまうのではと、ジャリスは痛む頭を押さえながらも慌てて叫んだ。

　だがジャリスが見たのは、両りよう脇わきに軽々とイルシュとハジを抱え、宙に浮ういたまま微笑ほほえむヒンドだった。

「その精霊ジヤーンのおかげで、計画が台無しだ。だから、少し予定を変へん更こうさせて貰おう」

　ヒンドは船室から、どうすることもできずに立ちつくすコダートとジャリス、そして、恐れおののいて彼女の背中に隠かくれているアブウに向かってそう言った。

「イルシュ皇子と、この男を返して欲しければ、指輪とその女を連れてあの無人島へ来い」

　そう言ったヒンドに、ジャリスは痛む頭を抱えて、それでも負けじと立ち上がって叫んだ。

「無人島？　何でそんな所に……！」

　ヒンドはそんなジャリスを見て、不敵に笑う。

「それは来れば判る事だ。ではまた後で会おう」

　ヒンドはそう言うと、二人を両脇に抱えたまま、その黒く禍まが々まがしい翼を羽ばたかせて、空のかなたへと飛んでいってしまった。

（何でこんな時に痛くなるのよっ）

　ひどい頭痛で身動きのとれない自分に舌打ちしながら、ジャリスはヒンドがイルシュ達を連れて飛んでいった方角を、しっかりと目に焼き付けていた。
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　静かにうち寄せる波の音を聞きながら、コダートは甲かん板ぱんの手すりにもたれて座り込んでいた。

　隣となりには頭痛に耐えられなかったのか、気絶してしまったジャリスの姿がある。意識を失ってしまった彼女に、少しでもいい空気を吸わせてやりたくて、ここまで連れてきたのだ。

　ヒンドの姿はもうとうに見えなくなっていた。

「なんて事だ……ヒンドが魔物ジンだったなんて…………」

　唇を嚙かみしめたコダートは、再び空を見あげる。

「ハジ…………」

　幾いく度ども呼び慣れたその名を呟つぶやいて、コダートは頭を抱え込んだ。

　コダートを産む時に死んでしまったという母の代わりに、彼を育てたのは乳う母ばだった。

　だが十歳の時にその乳母も病気で亡なくしたコダートは、奴ど隷れいとしてある金持ちの屋や敷しきに売られたのだ。満足な食事も与あたえられず、辛つらい労働に身も心も壊こわれかけた時、助けに来てくれたのがハジだった。

《コダート、もっと早く、私が君の居場所を見つけていれば、こんな事には……。君の父上の時だって、用事で国を離はなれてさえいなければ…………》

　そう言って、やせ細って傷ついたコダートに、手をさしのべたのはハジだった。そしてすぐさま屋敷の主人からコダートを買い取り、このバキラの町へと連れてきてくれたのだ。

　その時初めてコダートは、自分の出生の秘密を知った。

　そして父の許で側仕えをしていたハジと同じく、護衛長をしていたというヒンドと出会ったのだ。彼は唯ゆい一いつスライマン皇子の死を看み取とったのだと話し、その悲ひ惨さんな最さい期ごをコダート達に語った。

《あなたがあんな所に売られたのも、すべてはあなたのお父上を陥おとしいれ、死に追いやったエジド王のせいですぞ。一いつ緒しよにエジド王に復ふく讐しゆうしましょう。あなたはこの国の正式な世よ継つぎの皇子です。亡くなったスライマン皇子の為ためにも、この国をエジド王から取り戻もどすのです！》

　そう言ったヒンドは、正当な王位継けい承しよう者しやの証あかしである指輪の存在をコダートに話した。ヒンドの話では、エジド王がスライマン皇子を自害に見せかけて殺害し、その指輪を奪うばったのだという。コダートはそれを聞いた時、怒いかりで身体の震ふるえが止まらなかったのを今でも覚えている。

　父の死の真相をコダートとともに聞いたハジは、柔にゆう和わな顔を苦しげに歪ゆがめてこう言った。

《私はまだ子供だった時から、スライマン皇子に仕えていました。あの方には、返しきれないほどたくさんの恩がある…………》

　そう言ってうっすら涙なみだを浮かべたハジは、まだ幼かったコダートの手を取り、決意の表情で誓ちかいを立てたのだ。

《そのスライマン皇子の指輪に誓いましょう。三人で必ず君の父上の復讐を果たすと。そして私達は君の為に、どんな事でもすると！》

　そしてハジはまず手始めに、財力を得るため、商売に関する色んな事を教えてくれたのだ。

　コダートはめきめきと商人としての頭角をあらわしたが、その道は決して平へい坦たんなものではなかった。だがコダートは、自分を戒いましめる意味も含ふくめた黒い衣装を常に身にまとい、父の復讐の為と歯を食いしばって這はい上がったのだ。

　そう、この黒い衣装はコダートにとって、父の冥めい福ふくを祈いのる為の喪も服ふくなのだ。

　そこまで堅い決心をしていたというのに、ヒンドの正体に気づかず、騙だまされた上にハジを人ひと質じちに取られるなど、自分の愚おろかさが悔くやまれてならなかった。

　だがこんな最悪な状じよう況きようの中で、たった一つだけ救われたことがある。

　それはやはり父は世間で噂うわさされるような、反逆者ではなかったということだ。

　それが、今のコダートにとっては、唯一の救いだった。

「う……ん…………」

　両手で顔を覆おおったコダートの耳に、ジャリスのかすかな呻うめき声が聞こえた。

　コダートは、はっとしてジャリスの許に近寄る。思えば彼女にも随ずい分ぶんと迷めい惑わくをかけてしまった。自分が騙されたばかりに、こんな事件に巻き込んでしまったのだ。

「大丈夫か？　ジャリス」

　身体からだを揺すると、ややあってジャリスがうっすらと瞳ひとみを開けた。

　だがその青い瞳は、焦しよう点てんがあっていなかった。

「俺が判わかるか？」

「……………………コダート…………よ、ね？」

　ジャリスは眉を寄せてしばらく考え込んでから、ゆっくりとコダートの名を呼んだ。

　しばらくぼんやりと空を見つめ、再び目を閉じる。

「わたし…………わたしはジャリス…………ええっと…………ああっ！」

　ゆっくりと呟いたジャリスが、大声を上げ、目を見開いていきなり起きあがる。

「いてっ！」

「いたっ！」

　その拍ひよう子しに顔を覗のぞき込んでいたコダートの顎あごに、ジャリスの額が激げき突とつした。

「お前…………起きるときはもっとゆっくりだろ！」

「ご、ごめんっ。だってすっごく、すっごく大変なのよ～！　ああっ、どうしよう…………！」

　両手で頭を抱えて混乱しているジャリスに、コダートは顔を曇くもらせた。

「判ってる……。イルシュ殿でん下かのことなら俺が必ず……」

　暗い表情でコダートがそう言うと、ジャリスははっとしたように顔をあげた。

「いや、そうじゃなくて……ああ！　でも今は、殿下の事が先よね！　殿下は？　それにハジもっ」

　慌てて辺りを見回すジャリスの言動に、いぶかしさを覚えながらも、コダートは目を伏ふせて低い声で呟つぶやいた。

「ヒンドが連れて行った…………」

「うわっ、まずい！　早く助けに行かないとっ」

　ジャリスは慌あわててそう言うと、勢いをつけて立ち上がった。

「頭痛がひどかったんじゃないのか？　それに殿下の事じゃないなら、今の騒ぎは何なんだ」

「え？　ああ、今のは、えっとね…………話すと、すっごく長くなるのよね。だからまた後で言うわ。頭ももう大丈夫よ」

　頭痛が治ったというのは本当のようだ。ジャリスは額をさすりながらも、いつになく晴れ晴れとした表情をしていた。

「こうなったのは俺の責任だ。お前は先に屋敷に戻っていろ。イルシュ殿下とハジは、必ず俺が救い出してみせる」

　思い詰めた表情でそう言うコダートに、ジャリスが落ち着きを取り戻した様子で口を開いた。

「でもあなた一人で、あの魔物ジンを倒たおすなんて無理よ。わたしも手伝うわ。それに指輪とわたしを連れて来いって言ってたでしょ」

　諭さとすようにそう言うジャリスに、コダートはなぜだか不思議な感じを覚えた。

　いつものジャリスとは、違ちがう気がしたのだ。

　ジャリスは確かに気は強いが、記き憶おくがないせいかいつもどこかしら焦あせっているような、不安を隠しているような、そんな焦しよう燥そうが感じられた。

　だが今は違ちがう。こんな状態では、いつものジャリスならもっと大騒ぎをするだろう。しかし最初は混乱していたものの、今の彼女は妙みように落ち着いている印象を受けるのだ。

「ジャリス……だよな？」

　コダートは、自分でも何を聞くのかと思うような質問を投げかけていた。

「ええ、そうよ。他の誰だれに見える？」

　そう言われて、コダートは確かに、と頷うなずいた。

　こんな目立つ青い瞳と金色の髪かみをした女が、この国にそうそういるわけがない。

「お前をこれ以上、巻き込むわけにはいかない。ヒンドの正体を見み抜ぬけなかった、俺の失態だ。俺が何とかする」

「そんなに頑かたくなになる必要はないんじゃない？　コダートは、お父さんの汚お名めいをそそぎたかっただけでしょう。その気持ちはよく判るわ。たとえスライマン皇子が自分で望んだ事だとしても、残されたあなたはそれでは納なつ得とくいかないものね」

　ジャリスに、自分の本当の気持ちを言い当てられて、コダートは驚おどろいて顔を上げた。

「残された遺族としては、当然の気持ちだと思う。だから、それをきちんとエジド王に話すべきだと思うわ。エジド王はスライマン皇子に子供がいることを、知らないはずよ」

　そう言われて、コダートは更さらに驚きよう愕がくし、目を見開いた。

「何だと？　何でそんな事をお前が知っているんだ」

　その質問に、ジャリスは肩かたを竦すくめた。

「詳くわしい話は後よ。今は殿下達を捜すのが先。人手がいるから、早く行きましょう」

　そう言って下船しようとするジャリスに、コダートは訳が分からず面食らいながらも、問いかけた。

「どこへ行くんだ」

　その質問に、ジャリスは海風に金の髪をたなびかせて、振ふり向きながら答えた。

「バルク号よ」
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　カマルは、シャルマ達がバキラに停てい泊はくしている船を捜そう索さくするための準備をしている間、ずっと船長室でジャリス達の無事を、神に祈り続けていた。

「大変だよっ」

　そこへ駆かけ込んできたのは、先程ナッシルとともに、王宮から帰ってきたリクだった。

「どうしたんですか？」

　シャルマが、港の地図を見ながら、冷静にそう聞いた。

「か、帰ってきたっ」

　リクの言葉に、シャルマは顔を上げて一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せたが、すぐに何か思いついたのか、立ち上がって足早に船長室を後にした。カマルも慌ててシャルマについていく。

　そして、甲かん板ぱんに上がると、カマルは思わず涙を溢あふれさせた。

　自分の祈りが、神に届いたことを知ったからだ。

「ジャリス様っ」

　カマルは甲板の中央に立つ、ジャリスの無事な姿を見て、一目散に駆け寄った。

「カマルッ、良かった。無事だったのね。やっぱり直じかに会わないと、安心できないわ」

「ジャリス様も、ご無事でよかった……」

　更に喜びの言葉を続けようとしたカマルは、隣となりにコダートがいるのに気づいて口ごもった。

「どうして、コダート様が………………」

「それが大変だったのよ」

　何かを言おうとしたコダートより先に、ジャリスがそう言うと、彼の表情が硬かたくなった。

「ヒンドは魔物ジンだったの。それに気づいたコダートが、わたし達を助けにきてくれたの。だけどヒンドがイルシュ殿下とハジを連れ去ってしまったから、一いつ緒しよに協力して、助け出そうって話になったのよ」

「ジャリスッ。何言って……！」

　叫さけんだコダートを、ジャリスが視線を送って黙だまらせた。

「とにかく、殿下達を無事に救出するのが先決だから、みんなで力を合わせてあの魔物ジンを退治しましょう」

　力強くそう言ったジャリスを、シャルマが冷たい目で見る。

「魔物ジン退治なんて、冗じよう談だんではありませんよ。殿下が誘ゆう拐かいされたのなら、エジド王に報告して、国をあげて捜索すればいいんです」

「そんなっ。シャルマ様は、お二人を助け出してくださると、言ったではありませんか！」

　カマルは、すがるようにそう言った。

　先さき程ほどまでシャルマはジャリス達を助ける為ために、本気で行動していたはずだ。なのに今になって、もう関かかわりたくないなんてどういうつもりなのかと、カマルは詰め寄った。

「そうよ。引き受けたんだったら、最後までやりなさいよ。それにわたしは今回の件が片づくまで、この国を出るつもりはないわよ。それじゃシャルマも困るんじゃない？」

　ジャリスがそう言うと、その場にいた全員が目を見開いた。

「な、何か、思いだしたんですか？」

　最初にそう聞いたのは、珍めずらしく慌てた様子のシャルマだった。

「ええ、あなたのへそくりの場所が、どこかまで思い出したわ。この場で発表しましょうか？」

　挑ちよう戦せん的な瞳ひとみでそう言ったジャリスに、シャルマはさっと顔色を変えた。

「それだけは絶対に駄だ目めです。みんなに盗ぬすまれてしまいます」

「黙ってて欲しかったら、今すぐ船を出航させて。ヒンドの後を追うのよ」

　そんなシャルマに、ジャリスが言い放つ。それは常に命令する立場にある者の声だった。

「ですが、何も魔物ジン退治なんて面めん倒どうな事しなくても…………」

「シャルマ、この船の船長は誰？」

　不平だらけのシャルマに、ジャリスは静かだが、有う無むを言わさぬ声で聞いた。

「……それはもちろん、あなたです。プス船長こと、ジャリス・シンリクット」

　その言葉にカマルは開いた口が塞ふさがらず、コダートまでも、目を見開いて驚愕した。

「船長の命令は？」

　にっこりと笑ったジャリスに更にそう聞かれて、シャルマは盛大なため息をついた。

「絶対です…………」

「じゃあ、すぐに準備して。あたしは着き替がえてくるわ。こんな恰かつ好こうじゃ動けないから」

　そう言って船長室に向かおうとしたジャリスを、シャルマが呼び止めた。

「ですが、ジャリス。あなたがこの国に滞たい在ざいして、もう三十日たってしまったでしょう。本来ならすぐにでもマハル王国を出航しないと、海かい賊ぞく同盟の掟おきてに反します」

　海賊同盟の掟、と見習いの間で呼ばれている規定は絶対だと、カマルは聞いた事があった。まだ真の海賊ではない見習いは、その掟に従わなければならない。

　規定の日数が過ぎてしまった以上、この国の出来事に関わることはできないのだ。

「でもイルシュ殿でん下かはわたしの友達なの。掟を気にして友達を見捨てる事なんてできない！」

　ジャリスの揺ゆるぎない決意を聞いたシャルマは、仕方ないと諦あきらめたのか渋しぶ々しぶ頷いた。

「どうしてあなたは、何にでも巻き込まれるんでしょうね。嫌いやな予感がしたから、記憶がない内に連れ出そうと思っていたのに…………」

　盛大なため息つきでそう言ったシャルマに、ジャリスが振り向いた。

「いつまでもぶつぶつ言ってるとあなたのへそくり、みんなわたしが使っちゃうからね」

　その言葉でシャルマはようやく顔をあげて、大急ぎでリクとともに、出航の準備を始めたのだった。
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　ジャリスは船長室に戻もどり、いつもの身軽な恰好に着替えた。

　船の経理を一手に引き受ける副船長のシャルマが、いつでも危険と隣となり合わせの航海をするジャリス達の為に用意した船服は白い生き地じで、膝ひざまである長めの上着と同じく白いぴったりしたズボンだった。上着の襟えりは立てるようになっており、きちっと上まで釦ぼたんをとめると身体からだも心も引き締しまる感じがした。

　右みぎ腕うでにはめた細い銀色の腕うで輪わには、バルク号の名前が彫ほられている。

　これはバルク号の乗組員であるという証あかしだ。祖父であるシンリクット船長が、当時の乗組員達と航海していた時に使っていた物を、ジャリス達が受け継ついだのだ。

　最後に黄色い腰こし帯おびを締めたジャリスは、やっと落ち着いたように息を吐ついた。

　バルク号の乗組員は全員この白い服を着ていたが、シャルマが値切りに値切って購こう入にゆうしたためか、みんなどこかしら服の仕立てや、腰帯の色が違ちがっていた。

　ちなみにジャリスの服には、左袖そでに丸くなって眠ねむっている、小さな猫ねこの刺し繡しゆうがしてあった。

　これはジャリスが面倒を起こさずに静かにしていてくれますように、とのシャルマの願いが込められているらしい。

　なぜならジャリスが何か騒さわぎを起こすと、結局害がいを被こうむるのは副船長のシャルマだからだ。

　だがジャリスはきらびやかな衣装よりも、シャルマの激しい嫌みのこもったこの服の方が、ずっと好きだった。

　最後に、細身で宝ほう飾しよく品ひんの一いつ切さいない実用的な剣けんを腰こしにさしたジャリスは、目の前の鏡を見つめる。見慣れたその姿に、ほっと安あん堵どのため息をついた。

（よかった、帰ってこられて。でもさっき、コダートの手を握にぎった時の衝しよう撃げきは一体…………？　まるで雷かみなりに打たれたみたいだった。あの後目が覚めた時には、もう記き憶おくが戻ってたのよね。もしかして、あれが原因で…………？）

　ジャリスは顔を上げて、再び鏡に映った自分自身を見つめる。

「ああ！　考えても判わからないわ…………よしっ！　後でゆっくり考えよう。今は殿下達を助け出すのが先だもの」

　ジャリスはそう結論づけて、その恰好のまま甲板に上がる。

　するとカマルとコダートが目を丸くしたのが判った。

　マハル王国はジャリスの故郷であるカトゥーナ国よりも、ずっと男だん尊そん女じよ卑ひの傾けい向こうが強い国だ。

　だがカトゥーナ国とて、女が船長どころか船に乗ることさえよくは思われていない。

　そのせいか、プス船長の名はあちこちに広まっていても、それが実は女性なのだという事は、あまり知られていなかった。

「ジャリス！　お帰りっ」

　飛びつかんばかりの勢いでそう言ったのはリクだ。この船で唯ゆい一いつ、ジャリスより年下の十三歳の少年だ。

「ただいま。ごめんね、心配かけて」

「いいや、心配はしてなかったよ。どうせどこかで、何か面倒に巻き込まれてるだろうから、また後始末を手伝わされるんだろうなって、思ってたけどさ」

　リクに言われた言葉は、しっかりとあたっている。ジャリスは苦く笑しようして肩かたを竦すくめた。

「エジド王の所に行ってきたんでしょう。ちゃんとご挨あい拶さつしてきた？」

「うん、エジド王はナッシルの事、凄すごく信用してるみたいだよ。イルシュ殿下の件はプス船長に一任するから、金も人手も好きなだけ使ってくれって言ってたぜ」

　リクがそう言うと、ジャリスはこれで動きやすくなると、これからの行動について考えた。

「コダート、ヒンドの言ってた無人島の、正確な位置を教えて」

　甲かん板ぱんの中央に立ったジャリスが海図を開きながら聞くと、手すりにもたれていたコダートが、目を眇すがめた。

「…………お前が、本当に船長なのか？」

「質問に答えてよ」

「俺の質問に先に答えろよ」

　そう言い返されたジャリスは肩を竦めて、腕うでにはめた船の名を記した銀色の腕輪を見せた。

「そうよ。自己紹しよう介かいがすーっごく遅おくれたけど、わたしはバルク号船長、ジャリス・シンリクット。十七歳。故郷はカトゥーナ国で、いまは真の海賊になるために、アラバーナ大陸を旅しているの。ああ～思い出してすっきりした！　もう頭痛に悩なやまされる事はないのねっ」

　身も心も軽くなるとはまさにこの事だと、晴れ晴れとした表情でそう言ったジャリスに、コダートがため息をついた。

「ありえない…………。お前が船長だなんて、この船の乗組員が気の毒だ。俺だったら何があっても、お前と航海なんてごめんだな」

　ぼそりと呟つぶやいたコダートの言葉に、ジャリスは口を尖とがらせる。

「そんな事ないわよっ。一いつ緒しよに旅してて楽しいわよね、リク」

「うーん、楽しいのは楽しいけど、大変な事も同じくらいあるかも。変な事件に首を突つっ込むのは、いつだってジャリスだからな」

　隣となりにいたリクが腰に手をあててそう答えると、ジャリスはぐっと言葉を詰つまらせた。

「と、とにかく、わたしは質問に答えたわよ。今度はコダートの番。無人島の場所は判るんでしょう？」

　改めてジャリスがそう聞くと、コダートが一つ息を吐いて顔をあげた。

「ああ、お前が倒たおれていた島だ。…………この指輪を、持ってこいと言ってた」

　コダートが中指にはめたままの、王家の指輪を見せる。

「じゃあ、すぐに出発しましょう」

　ジャリスがそう言って、持っていた海図をコダートに渡わたしたときだった。

「でも何か、罠わながあるかもしれませんよ」

　出航の準備が整ったのか、太い縄なわを肩に担かついで、船せん尾びの方からやってきたシャルマがそう言った。

「それでも、行かなくちゃならないわ。殿下達を助けなくちゃ」

「まったく無む駄だに正義感が強くて、無駄に行動力があるんだから。あなたは無駄が多すぎます」

　そんなシャルマの余計な一言が、ジャリスにもしっかりと聞こえた。

「ちょっと、どういう意味…………」

「おっ、無事に帰ってきたな」

　頰ほおを膨ふくらませて、反論しようとしたジャリスに声をかけたのは、甲板に顔を出したナッシルだった。

「あ、ナッシル！　ただいま」

　ジャリスはそう言うと、笑えみを浮うかべてナッシルに駆かけ寄った。そんなジャリスにほっとしたような表情を見せたナッシルは、無事を確かめるようにその白い頰に手をあてる。

　だがすぐにナッシルは、その手でジャリスの頰を軽くつねった。

「このおてんば娘むすめ。どれだけみんな心配したと思ってる」

「ご、ごめんなさい。だって記憶が…………」

　痛みに顔を顰しかめたジャリスがそう言うと、ナッシルはようやく手を離はなした。

「まったく、お前は本当に手のかかる船長だ。ちょっと目を離すと、すぐに何かに巻き込まれてやがる」

「しょうがないでしょ。事件があったのを知っていて無視するなんて、わたしにはできないわ」

　そう言ったジャリスに、ナッシルは大きなため息をついた。

「その何にでも首を突っ込みたがる性格、お前のじいさんのシンリクット船長そっくりだ。そんなんだから寄り道ばかりで、肝かん心じんの海かい賊ぞくの旗が集まらないんだよ」

　ナッシルが、大げさに嘆なげいたその時だ。

「その声は、ナッシル様ではありませんかぁ」

　ジャリスが剣と一緒にぶら下げていた水差しから、いつもの能天気な声が聞こえた。

　そしてその水差しからもくもくと煙けむりが出て、アブウが姿を現したのだ。

「ああっ、お前はアブウじゃねぇかっ。何でこんな所にいるんだ。お前はシンリクット船長に封ふう印いんされたはずだろ！」

　目を丸くしてそう言うナッシルに、アブウはにっこりと微笑ほほえんだ。

「封印を解いて貰もらったんです。こちらのご主人様に」

　アブウが指さしたのは、すぐ隣にいたジャリスだった。

「お前、また特とく殊しゆなもんに好かれやがって、そういう所もシンリクット船長そっくりだぜ」

　呟いたナッシルの言葉には、本当に呆あきれたものだという盛大なため息が混じっていた。
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　バルク号はコダートとカマルを乗せたまま、大陸一だという噂うわさ通りすばらしい速さで進んでいたが、小さいせいか揺ゆれがひどく、乗り心地はお世辞にもいいとはいえなかった。少人数の乗組員で、操船は大だい丈じよう夫ぶなのかと心配していたコダートだったが、船は着実に無人島へと向かっていた。

　ジャリス達の前では平気な顔をしていたコダートだが、ヒンドの裏切りと連れ去られたハジの事が心配で、内心は穏おだやかではなかった。更さらに久しぶりに我が慢まんできない程ほどの船ふな酔よいが加わり、コダートはまさに人生で、最悪な気分に陥おちいっていたのだ。

　コダートは少しでもそれを紛まぎらわせたくて、月が照らす薄うす暗ぐらい海を見み渡わたせる船首に立ち、潮の匂においのする海風に吹ふかれていた。

「島までは、あとどのくらいかかりますか？」

　声をかけられて、コダートが振ふり向くと、シャルマと酒さか瓶びんを持ったナッシルが立っていた。

「バルク号の速さなら、風がこのまま吹けば明日の昼にはつけると思う」

「何事もなければな。まったくジャリスが船長になってから、穏おん便びんに航海できた例ためしがねぇ」

　ため息をつきつつそう言うナッシルに、シャルマが眉まゆを寄せた。

「やめてください、不ふ吉きつな事を言うのは。今回ジャリスが行方ゆくえ不明になったせいで、彼女を捜さがし出すのに使った金額がいくらだと思ってるんですか。六十五万二千ディナルですよ。船の生活費二ヶ月分です」

　シャルマは瞬しゆん時じに計算して、その金額に本気で憤いきどおっていた。

「そんなに金かね勘かん定じようばかりしてたら、疲つかれるぞ」

　そんな吞のん気きなナッシルの口調に、シャルマは片かた眼鏡めがねをくっと上げて彼を睨にらんだ。

「この船では船長も乗組員も、いい加減な金勘定しかしないから、仕方なく副船長の私が厳しくしているだけです。大体あなたはいつでもそうやって、どんぶり勘定だからいい年をして、借金だらけなんです。これまであなたに貸した金額は、きちんと帳ちよう簿ぼにつけてますからね。絶対に返して貰いますよ」

　息子むすこぐらいの年のシャルマにそう言われて、ナッシルは完全に両手をあげて降参した。

「借金の返済はもう少し待ってください…………」

　情けなくそう言ったナッシルに、シャルマは冷たい視線を送った。

「どんなに頼たのんでも、今度の給金から借金を天引きすることに決めましたから。きちんと働いて、私にお金を返してくださいね。あなた、医師としての腕だけはいいんですから」

　シャルマはそう言い捨てると、二人の会話に口を挟はさむこともできずに、目を丸くして黙だまって聞いていたコダートに向き直った。

「ああ、すいません。お見苦しい所をおみせしました。夜はさすがに冷えます。船室で休んでください」

　シャルマが微笑んでそう言ったが、コダートは青い顔のまま首を横に振る。

「俺はいいよ。見張りもしないといけないし、ここにいる」

「そういう訳にはいきません。見張りなら、この酔よっぱらいがしますから大だい丈じよう夫ぶですよ。酔っていても、そのくらいならできるでしょうから」

　笑顔だが、とげとげしいシャルマの言葉に、ナッシルは引きつりながらも頷うなずいた。

「折せつ角かくだけど、実は船が苦手なんだ。船酔いが酷ひどくて……外にいる方が楽なんだ」

「じゃあ、あれを持ってきてやれよ、シャルマ。俺の作った船酔いの薬」

　酒をぐびりと飲み干しながらナッシルがそう言うと、シャルマは随ずい分ぶんと嫌いやな顔をしたが、青白いコダートの顔を見てきびすを返した。

「シャルマは色々と気き遣づかいが多くて、大変そうだな…………」

　コダートが、船室に戻もどっていくシャルマの後ろ姿を見送って呟くと、ナッシルが苦く笑しようした。

「ああ、この船は船長も乗組員も、俺を含ふくめて、いい加減で無む鉄てつ砲ぽうで無計画な奴やつらが多いからな。副船長のあいつが一人で細かい所まで考えてるんだよ。ジャリスが無茶すると、結局尻しり拭ぬぐいするのもあいつだからな。苦労は多いだろうさ」

　ナッシルの言葉で、コダートはプス船長を名乗って、マハル王国にやってきたシャルマの事を思い出した。

「なぜシャルマがプス船長の名を？」

　そう聞くと、ナッシルはおかしそうにくっくっと喉のどで笑った。

「いや、実はな。タバラン国って知ってるだろう」

　それはもちろん知っている。隣りん国ごくのタバラン国はプス船長こと、ジャリスが奴ど隷れい解放をなしえた国だ。

「その皇子がな。まあ物好きでジャリスを嫁よめにしたいんだと。二年前にあの国で騒そう動どうを起こした時に結けつ婚こんを申し込まれたんだが、ジャリスが真の海賊になりたいからって断ったんだよ。だが二年ぶりにタバラン国に様子を見に行ったら、皇子がまたしつこく言い寄ってきて、今度は逃にげられないように船を押さえられちまったんだ。綺き麗れいな恰かつ好こうさせられて、これは本格的にまずいとジャリスも思ったんだろうな。だから自分が飼ってるブブ鳥に乗って逃げたんだよ」

　コダートは、それを聞いて思わず、自分の耳を疑ってしまった。

　ジャリスを花はな嫁よめにしようと思う、剛ごう胆たんな男がいた事も驚おどろきだが、呪のろわれた怪かい鳥ちようを飼っているというジャリスにも驚きだ。おそらく、彼女を助けた時に現れたあのブブ鳥がそうだろう。

「マハル王国で合流するはずだったんだが、なかなか現れないし。もし何か理由があって自分の意志で姿を隠かくしたのなら、ちょっとやそっとじゃ出てこないだろうからな。あいつは結構誇ほこり高いから、自分の偽にせ者ものが現れたら、絶対に何らかの反応があるだろうって事で、シャルマを身代わりに仕立てたんだ」

　それを聞いたコダートは、ジャリスが倒たおれていた時に、口にしていた言葉を思い出した。

「ああ、そうか。だから〝行かなきゃ〟なんだ…………」

　記き憶おくを無くす程、頭を打ちながらも、彼女は必死で仲間の事を思い続けていたのだ。

「お前の屋や敷しきで開いてた宴うたげで、やっとジャリスをみつけたんだが、今度は記憶がないときたもんだ。シャルマもそりゃ、嫌みの一つも言いたくなるだろうよ。だがシャルマが言ってたぜ。記憶があろうとなかろうと、人間の本質はそう変わらないってな。言ってることや、やってることが、記憶をなくす前と全く同じだって苦笑いしてた」

　ナッシルの言葉に、シャルマの苦労が偲しのばれるような気がした。

「…………二十年前の内乱の時、あなたもマハル王国にいたのか？」

　夜の甲かん板ぱんにしばらくの沈ちん黙もくが流れた後、おもむろにコダートはその話を切りだした。ナッシルが二十年前の内乱の時も、バルク号の船医だったのだと、先程カマルに聞いたからだ。

「ああ、いたよ。お前の父親のスライマン皇子とは、親しくさせてもらっていた」

　そう言われて、コダートは驚いて顔を上げる。

　自分がスライマンの息子だとは、まだジャリス以外は知らないはずだった。

　彼女にもそのことは、イルシュを救い出すまでは黙っているからと言われたのだ。

「どうして…………」

　コダートが呟つぶやくように問うと、ナッシルはゆっくりと銀の指輪に視線を移した。

「その指輪は、マハル王家の人間の指にしか合わない。お前の年とし頃ごろでその指輪が合うのは、スライマン皇子の息子だけさ…………。それに、お前はスライマン皇子に似てるよ。顔はそうでもないが、その意志の強そうな目とか、妙みように正義感が強くて、ぶっきらぼうな所とか」

　ナッシルは懐なつかしそうな眼まな差ざしを、コダートに向けた。

「スライマン皇子は俺が今までの人生で出会った中で、誰だれよりも潔いさぎよい男だったよ。この国の浄じよう化かの為ために自ら命を絶つ程に…………。だが、俺はそんな事納なつ得とくできなかった」

　ナッシルは苦しげに目を伏ふせて話を続ける。

「だから何度も止めたんだよ。いくら皇子だからって、国の為に命を捨てるなんて間ま違ちがってるってな。病気で長くないと判わかっていても、生きてさえいれば、きっと何かいい事もあっただろうし、同じ死ぬにしたって苦しまないで、穏やかに死ねたかもしれないんだ。兄であるエジド王も同じ考えだった。だからエジド王と一いつ緒しよに、散々お前の父親を止めたよ」

　だがナッシルはそこで言葉を句切って、コダートに目を向けた。

　それはとても酒で酔っているような、男の目には見えなかった。

　そこにある瞳ひとみには、その時親友を止められなかった悔くやしさと、そんな自分に対する怒いかりが含まれていたのだ。

　だがすぐにその目は伏せられて、次にコダートを見る眼差しには、優やさしさと慈いつくしみが込められていた。

「俺は医者だが、どんなに手を尽つくしても、胸の病で血を吐はくスライマン皇子を治してやることはできなかった。そんな時スライマン皇子が自分の死期を悟さとって俺にこう言ったよ。大切な家族である兄と、今から生まれてくる子供のために、みんなが安心して暮らせる国を作りたいと。その為なら自分はどんなに辛つらい目や苦しい目にあっても構わないと」

「生まれてくる……子供…………」

　震ふるえる声でそう呟いたコダートに、ナッシルは微笑ほほえんで大きく頷いた。

「お前の事だよ、コダート。スライマン皇子は、まだ見ぬ自分の子供のことだけが気がかりだったんだ。自分の子供には、荒あれた国で育って欲しくないと、口くち癖ぐせのように言っていた。だから平和な国を創つくる為に命をかけたんだ」

　その言葉にコダートは、大きく目を見開いた。腹の底からわき上がる何かを感じて必死に我が慢まんしようとしたが、ついには堪こらえきれずに、その黒い瞳から一筋の涙なみだがこぼれる。

（父上…………！）

　それに気づいたのか、ナッシルはそっぽを向いて目を逸そらし、見ないようにしてくれた。

「そしてスライマン皇子は、当時バキラに海かい賊ぞく同盟の仕事で滞たい在ざいしていたシンリクット船長に、協力を頼んだんだ。スライマン皇子自身、命の期限があったから、手段は選んでいられなかった。自分が反逆者と言われようと、それで国が平和になるならと、進んで命を捧ささげたんだよ…………とんだ大おお馬ば鹿か野や郎ろうだっ」

　最後の言葉は、親友だからこその言葉だろう。

　暗い海を見つめているナッシルからは、やるせない憤りを感じた。そんな彼を見ながら、コダートは、自分が見も知らぬ父の、真実の姿を知っている男に出会えた事を感謝した。

「その事を聞けて良かった。俺はずっと誤解して、勝手にエジド王を恨うらんでいた」

「それだ。何でお前はそんな誤解をしていたんだ。大体お前と母親は、争いに巻き込まれないように、シンリクット船長が預かるはずだったんだ。なのに内乱のごたごたで、彼女が行方ゆくえ不明になっちまって…………。随分と捜したんだが、結局見つからなかった。でもそれは、俺達の落ち度だったんだ。彼女とお前の事はくれぐれも頼たのむと、スライマン皇子に言われてたんだから…………本当にすまなかった」

　真しん摯しな態度で頭を深く下げたナッシルに、コダートはゆっくりと首を横に振ふった。

「それはあんたのせいじゃない。俺の母は…………俺を産んですぐに死んだらしい。その後は乳う母ばに育てられたんだ。自分が王家の血を引く人間だと知ったのは、十歳の時だ…………」

　乳母が死んで奴隷として売られ、助けに来てくれたハジによってその真実を知った。そして父の死を看み取とったというヒンドと出会い、幼かったコダートは偽いつわりを信じ込まされてしまったのだ。

「俺やハジにエジド王を憎にくませるようにしむけた男がいる。そいつが、魔物ジンで…………子供だった俺は、その男の言うことを頭から信じていた。こんな事になったのは俺の責任だ。ハジとイルシュ殿でん下かは俺が命をかけてでも救い出す」

　暗い海を睨にらみつけ、強い決意をこめてそう誓ちかうコダートに、ナッシルは優しく微笑んだ。

「そう思い詰つめるな。殿下をさらったってのは、その魔物ジンなんだろう。お前一人じゃ荷が重すぎる。折角自分からこういうもめ事に首を突つっ込んで、いくらでも手を貸してくれる馬ば鹿か娘むすめがいるんだから、手伝って貰もらえばいいのさ」

　そう言ったナッシルからは、コダートが忘れかけていた、目に見えない不思議な空気が感じられた。

（何だか心が落ち着く。こんな風に気持ちが、ゆっくりと温かくなるのは、どのぐらいぶりだろう…………もしかしたら、父親とはこんな感じなのだろうか…………）

「あれ？　酒がなくなっちまったな…………」

　そんな優しい沈黙の中、ふとナッシルがそう言った。見ると彼が酒さか瓶びんを逆さにして振っている所だった。だがその瓶の中には、もう一いつ滴てきの酒も残ってはいないようだった。

「しょうがねぇな。酒さか蔵ぐらに行って失敬してくるか…………」

「酒蔵の酒はもうほとんどありませんよ。これ以上飲むなら自分で調達してきてください」

　しつこく酒瓶を振っていたナッシルに、冷たい声が背後から響ひびいた。

　その声に傍はたから見て判るほど、ナッシルの身体からだがびくりと震える。

　何の気配も感じなかったコダートは、シャルマが銀の盆ぼんに杯を載のせ、すぐ近くまでやってきていたのに気づいて驚いた。

「お酒ばっかり飲んでないで、仕事してくださいね。役に立たない人を船にただ乗りさせる程ほど、余よ裕ゆうはないんですから」

　シャルマのきつい一言に、ナッシルが酒瓶を抱かかえたまま、何も言えずに小さくなった。

　一番の年長者であるナッシルは、思いの外この船での立場は弱いらしい。

「どうぞ。酔よっぱらいですが、医者としての腕うでだけはいい、ナッシルの自信作ですから、効きますよ」

　シャルマはコダートに向き直ると、先程とはまるで別人のような笑え顔がおを浮うかべて、その緑がかった液体の入った杯を渡わたした。

「あ、ありがとう……」

　コダートはその毒々しい色と、嗅かいだことのない刺し激げき臭しゆうのする薬を受け取り、引きつった笑みを浮かべて礼を言ったのだった。




　ナッシルの薬は、見かけ通り口では言い表せないほどのまずさだったが、効果は抜ばつ群ぐんだったらしく、コダートは大分気分が良くなっていた。

　酒を探しに行ったのか、こそこそと船室に戻もどって行ったナッシルを見送ったコダートは、再び夜の海に目をやった。

「タバラン国の話はご存じですか？」

　急にシャルマにそう聞かれて、コダートは隣となりにいる彼に目を向けた。

　そんなコダートの前で、シャルマは静かに自分の左の袖そでをまくりあげる。

　その服の下から出てきたのは、細身だが程よく筋肉のついた腕と、そこに刻まれた黒い文字だった。それはただれたように引きつれていて、数字の十六をあらわしていた。

　見覚えのあるものだった。コダートの腕にも、同じく数字の焼き印がある。これを押された時の熱さと悔しさは、今でも忘れることができない。

「それは…………」

「私とリクは元々、タバラン国の奴ど隷れいでした」

　シャルマは顔色一つ変えずにそう言った。

「え…………」

「二年前にバルク号で最初の航海に出たプス船長…………ジャリスに助けてもらったんです」

　暗い海に目をやりながら、シャルマは淡たん々たんと話を続けた。

「タバラン国は、多分どこよりも奴隷の扱あつかいが悪い国でした。私は二年前まで名前がなく、番号で呼ばれていました。この焼き印の番号でね。これは奴隷として生まれた者は、みな押される刻印です。幸い私は金かね勘かん定じように達者で、頭の回転も良かったので、重労働ではなく商品の管理をさせられていましたから、身体を壊こわす事もなく、何とか生き延びる事ができました」

　奴隷に名前がないというのは、さすがにマハル王国ではあり得ない事だった。マハル王国で焼き印を押されるのは、所有者を明らかにする為だ。数字で呼ばれる事などない。

　だがそんな辛い過去の話をしているにも拘かかわらず、シャルマの表情は穏おだやかだった。

「世間で知られているプス船長の奴隷解放事件での活かつ躍やくは、ほとんどが作り話です。実際のプス船長……ジャリスは、過か酷こくな労働で死んでいく奴隷達を前に、何もできない自分への悔しさで涙を流す、一人の少女でした。ですがジャリスはただ嘆なげくだけではなかったんです。彼女は私達にじっと死ぬのを待つくらいなら、自由になる為の努力をするべきだと教えてくれました」

　そこまで言ったシャルマは、何かを思いだしたように微笑んだ。

「そしてジャリスは、私達に名前をつけてくれました。彼女はまるで自分の子供のように、一いつ生しよう懸けん命めい悩なやんで考えて、みんなの名前をつけてくれたんです」

　その思い出はきっと、シャルマにとっていい思い出なのだろう。

　彼の浮かべる穏やかな笑みが、すべてを物語っていた。

「いい船長なんだな」

　そんなシャルマを見て、コダートも思わず微笑んで呟つぶやいた。

「ええ、時々無茶もするし、人の意見はきかないし、すぐに何かに巻き込まれて騒そう動どうを起こすし、ろくな事はしませんけどね」
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　シャルマはそう口うるさく言ったが、表情は変わらないままだ。

「でも誰だれよりも、人を思いやる心を持っているんです。困ってる人を放っておけないんですよ…………だから私達も彼女と同行して、旅をする決心をしたんです」

　シャルマはそう言うと、ほんの少し声を低くし、表情を一変させた。

「あの正直で真っ白な魂たましいを汚けがす者は私が許しません…………たとえ、誰であろうとも」

　片かた眼鏡めがねの奥にある、シャルマの細い目が放つ剣けん吞のんな光が、コダートを射貫ぬくように見つめている。それに気づいたコダートは、一いつ瞬しゆん背筋が寒くなるような感覚を覚えた。

　そんな時、凍こおった空気を吹ふき飛ばすように、船室から飛び出してきたリクが声を上げた。

「大変だよっ、シャルマ…………あ、ごめん。話し中だったか？」

「ジャリスが、私達を助けてくれた時の事を話していたんです。昔から色んな事件に首を突っ込みたがる人だとね」

　先程の冷たい雰ふん囲い気きが噓うそのように、穏やかにそう言ったシャルマに、リクが肩をすくめた。

　そしてコダートを見あげて、無む邪じや気きに笑う。

「ジャリスは人の事ばっかりで、自分の事はいつでも後回しなんだよな…………。俺さ、ジャリスに一番に名前をつけてもらったんだ。何だか自分がちゃんとした人間になれたみたいで、すげー嬉うれしかった。だからその礼がしたくて船に乗ったんだ。俺にできる事なら、何でもする」

　そのリクの言葉と笑顔が眩まぶしいほどに輝かがやいて見えて、コダートは思わず目を細めた。

「それより、何か用ですか？　リク」

「あっ、そうそう大変なんだよ。ジャリスが台所で料理してる！」

　その言葉を聞いたシャルマの顔が、一瞬で蒼そう白はくになった事に気付いて、コダートは嫌いやな胸むな騒さわぎを覚えていた。
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　いつもは食事の支度したくから、船の経理まですべて副船長のシャルマに任せきりだった。

　ジャリスが手伝おうとすると、引きつった笑みで断られてしまうのだが、今日は腕を揮ふるってみんなにごちそうすることができたので、ジャリスは満足していた。

（でも何でわたしがごはんを作ると、みんな黙だまっちゃうのかなぁ。確かにみかけはあんまりよくないけど…………すっごく美味おいしいのに～）

　食事の後片づけを終えたジャリスは、なぜか顔色の悪い彼らとともに、船長室に向かう。

　船長室では、船の中で一番大きな水みず桶おけに水を張り、その前であぐらをかいてうなっているアブウと、その隣で熱心に水鏡を見ているカマルの姿があった。

「どう？　アブウ」

　アブウの隣にやってきたジャリスが聞くと、彼は顔を上げて、その表情と同じ情けない声を出した。

「難しいです。あの魔物ジンの魔力が強すぎて、水鏡に何も映らないんです」

「あなた水に関してなら、自分が一番だし、できない事はないって言ってたじゃない」

「うっ……それは…………」

「できないならできないって正直に言えばいいのに。それなら、何もこんなに怒おこられないのよ」

　諭さとすようにジャリスが言うと、アブウは俯うつむいた。

「でも私が役立たずだと知ると、今までのご主人様達は、みんな私を水差しごと捨ててしまうんです……」

　小さく呟いた彼から、魔物ジンとは名ばかりで大した力のない精霊ジヤーンのアブウが、主人に捨てられないように、必死で虚きよ勢せいを張っているのが判わかった。

「何言ってるのよ。わたしはあなたを捨てたりしないわ」

　しゃがみ込んで、アブウと同じ目線になったジャリスはそう言うと、彼の肩に手を置いた。

「ほ、本当ですか？」

「もちろんよ。あなたはあなたにできる範はん囲いで、頑がん張ばってくれればいいのよ。でも今殿でん下か達と、連れん絡らくが取れるのはあなただけなの。無理なら仕方ないけど…………諦あきらめないで欲しいの」

　ジャリスが優やさしく肩を叩たたきながらそう言うと、アブウの顔が自然と無邪気な笑顔になる。

「判りましたっ、ご主人様。では私はこれから、ものすごーく頑張って、殿下達と連絡がとれるように致いたします。でも今から何が起ころうと、決して私を見捨てないと約束してください」

　改まってそう言うアブウに、ジャリスは驚おどろきながらも頷うなずいて立ち上がった。

「見捨てないわよ。わたし、噓はつかないもの」

　それを聞いて安心したのか、アブウは水鏡の前で床ゆかに両手をついて俯いた。

「う～ん、うう～ん」

　そう苦しそうに呻うめいた後に、ぼんっといきなり、アブウの身体からだから白い煙けむりが舞まい上がる。

「なにっ？」

　煙は狭せまい船長室に立ちこめて、一瞬ジャリス達の視界を遮さえぎった。

「ジャリス！」

　叫さけんだシャルマがジャリスの身体を引き寄せた。何が起こったのか判らず、慌あわてたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ほら、煙が晴れてきた」

　ジャリスが煙を手で払はらうようにすると、段々と視界が戻もどってくる。

　やがてすっかり元通りになると、ふとジャリスは、アブウの姿が見えない事に気づいた。

「アブウ？　どこにいったの」

　水鏡の前には、アブウの影も形も見あたらない。

　いったいどういう事だろうと、ジャリスは辺りを見回した。

「ご主人様ぁ。ここですぅ」

　そんなジャリスのすぐ耳元で、アブウの声が聞こえる。

「あれ、どっから……？」

「ジャリス、頭……」

　すぐ隣となりにいたコダートが、驚きで目を見開いたまま、ジャリスの頭の上を指さした。

　ジャリスは、自分の頭に何かついているのかと、手をやってみる。

「乱暴にしないでくださーい、ご主人様。本体はとっても弱いんですぅ」

　そう情けない声を上げながら、ジャリスの目の前に現れたのは、白くて丸いもやもやした、一見すると煙の一部かと思われる物体だった。

　ジャリスは思わず、その物体を指でつついてみる。

「駄だ目めですぅ。壊れてしまいます」

（あ！　やっぱり喋しやべってるっ。あれ…………でもこの声、聞き覚えが…………）

　そう思ったジャリスが目を凝こらしてよく見ると、手の平程ほどの丸い物体には、小さなしょぼしょぼした銀色の目と、突つき出たような口がついていた。

　そして、その額……と言っていいのかわからないが、その場所に、見慣れたアブウと同じ、青い小さな石が埋うめ込まれていたのだ。

「あなた……アブウなの？」

　それを見たジャリスが目を丸くして聞くと、その物体は小さな口を精せい一いつ杯ぱい開けて返事した。

「はい、大きな魔力を使う時は、人型を保てなくなるんです。みかけは情けないですが、絶対に役に立ちますから、アブウを見捨てないでくださいねっ」

　捨てられる心配ばかりしているアブウに、ジャリスは大丈夫だと大きく頷いた。

「大丈夫。はっきり言って、わたしそっちの姿の方が好きかも。ぷよぷよしててかわいい！」

　微び妙みように口調や声こわ色いろが子供っぽくなったアブウに、ジャリスは満面の笑えみを浮うかべそう言った。

　アブウは複雑そうに呻くと、再び水鏡の前にふわふわと浮いて移動した。

　そして何言か呪じゆ文もんを唱える。

「あれ、ご主人様。何か映ったかも……」

　しばらくして、小さな口をもごもごと動かしながら、アブウがそう言った。

　ジャリスが慌てて水鏡を覗のぞくと、中にかすかな影かげのような物が映っていた。

　それはやがて、一つの像を結び、人の形となる。

「殿下っ」

『ジャリス…………』

　不安そうな声をあげ、辺りを見回したイルシュは、やがてジャリス達が見ている水鏡に気づいたようだ。

「ご無事ですか。殿下っ」

『ああ、大丈夫だ…………』

「ハジは…………ハジはどこに？」

　イルシュしか水鏡に映っていないのに気づいて、コダートが慌ててそう聞いた。

『判らない。ずっと気を失っていたから…………。気づいたら僕一人でここにいたんだ。あの魔物ジンもどこへ行ったのか判らないし、ハジも見あたらない。どこか別の場所に連れて行かれたのかも………………』

　辺りを見回しながらそう言うイルシュの言葉に、コダートが心配げに眉まゆを寄せた。

「そこはどこですか？」

　水鏡に向かって身を乗り出したジャリスが聞くと、イルシュが首を振ふる。

『判らない。でもここは、どこかの砂すな浜はまだ。でも、どんなに叫んでも辺りを歩いてみても、人が見つからない。誰だれもいないみたいなんだ』

　その言葉でジャリスは、ヒンドがやはりコダートの言う無人島に、イルシュを連れて行ったのだと確信した。

「殿下、夜の島は危険です。その砂浜が安全そうなら、その場から動かないでください。わたし達は今そこに向かっていますから」

『判った。そうするよ』

　ジャリスの言葉に、イルシュは気き丈じようにも、しっかりとした口調でそう答えた。

「アブウ、よくやったわね。凄すごいわ。そのまま殿下を、水鏡に映してみんなで励はげましてあげて。わたしは先に島に行くわ！」







「先に行くって、どういう事だ？」

　ジャリスの言動の意味が判らないのか、甲かん板ぱんまでついてきたコダートがそう聞いた。

　イルシュを勇気づける為ために、面識のあるシャルマとカマル達が船長室に残り、コダートとナッシルがジャリスの後に続く。

「本当に行くのかよ。ルークから落ちたせいで記憶がなくなったんだろ？」

　呆あきれたように言うナッシルに振り返って、ジャリスが口を開いた。

「あれはたまたま雷かみなりが鳴ったせいで、ルークが驚いたのよ。今度は大丈夫よ……多分」

「ルーク？」

　その名前に聞き覚えがないのだろう。コダートが呟つぶやいた。

「そう、ルーク。わたしの仲間なの」

　甲板に出たジャリスはそう言うと、懐ふところから小さな笛を取り出した。

　その人間には聞こえない音を出す鳥笛を、ジャリスは肺一いつ杯ぱいに息を吸い込んで、思いっきり吹ふいた。

　静せい寂じやくの後、夜空を照らしていた月が突とつ然ぜん見えなくなり、辺りは闇やみに包まれる。

「ルーク！　この間はよくもわたしを落っことしたわねっ」

　そんな暗闇の中に、ジャリスの声が響ひびき渡わたった。

　月を隠かくすほどの大きな翼つばさ。このバルク号の甲板を、覆おおい尽つくすほどに巨きよ大だいな怪かい鳥ちよう。

「ブブ鳥か！」

　空を見あげて、叫んだのはコダートだ。

　その声と同時に、再び月の光がさし、暗闇に紛まぎれていた黒いブブ鳥が姿を現した。

　ルークは数年前、ジャリスの故郷カトゥーナ国で、呪のろわれた鳥だという理由だけで、人間達に殺されそうになっていた。しかし、偶ぐう然ぜんその場に居合わせたジャリスが、機転をきかせ、まだ雛ひな鳥どりだったルークを助けることに成功したのだ。

　ルークはそれ以来、殺されようとした為か人間を恐おそれるようになったが、ジャリスにだけはよく懐なついていた。鳥笛を使えばジャリスがどこにいても、必ずやってくるのだ。

「前にあなたがわたしを置いていった、あの島に行きたいの。覚えてる？」

　黒い翼の羽ばたきで起こる風に、飛ばされないように注意しながら、ジャリスがそう聞くと、ルークは高い嘶いななきをあげて、船の甲板に降り立った。

　甲板を覆い尽くすほどに大きなルークの重みで、船がぐらりと揺ゆれる。

「ジャリス。相手は魔物ジンだぞ。いくら何でも、お前一人じゃ…………」

　さすがに心配になったのか、ナッシルが顔を曇くもらせた。

　その言葉で魔物ジンとしてのヒンドの邪じや悪あくな姿を思い出し、ジャリスは背筋がぞっとするような感覚を覚える。だがジャリスは首を振って、その恐きよう怖ふを追い払った。

　そして顔を上げ、強い決意の宿った瞳ひとみでナッシルを見あげる。

「わたしだって魔物ジンが怖こわくないわけじゃない……でも、殿でん下かは一人でもっと怖い思いをしてるのよ。早く行って、安心させてあげたい…………」

　どんなに気丈そうに見えても、イルシュはまだ子供だ。たった一人、無人島でどれだけ心細い思いをしているのかと思うと、ジャリスは心配で胸が張り裂さけそうになった。

「…………しょうがねぇな。まったく言い出したら聞かねぇんだから」

　ナッシルがぼやくようにそう言うと、頭をかいた。

「待てっ、俺も行く」

　そんなジャリスに、コダートがそう言って近付いてきた。

「ルークにずっと摑つかまってなきゃならないから、結構しんどいわよ。落ちたら危険だし」

　雷のせいで、驚おどろいて暴れたルークから落ちて、記き憶おくをなくしたジャリスはそう言った。

　ルークの蹴け爪づめにとりつけた紐ひもに足をかけ、摑まって移動するのだが、ずっとその恰かつ好こうでいるためにかなり体力がいるのだ。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだ。この鳥の方が早く無人島につけるなら、俺も連れて行ってくれ」

　コダートが堅かたい決心でそう言うのを聞いて、ジャリスは頷うなずいた。

「判わかったわ。じゃあ、一いつ緒しよに行きましょう。あ、そうそう。これを持っていくといいわ」

　そう言ってジャリスが渡したのは、一ひと振ふりの剣けんだった。

「剣なら持ってる」

「いいから。持ってれば役に立つわよ…………そうでしょ、ナッシル？」

　微笑ほほえんだジャリスがそう聞くと、ナッシルが自信ありげに大きく頷いた。

　ジャリスは、腑ふに落ちない表情で剣を持ったコダートを、ルークの蹴爪の紐に促うながして、自分も、もう片方の蹴爪に結びつけた紐に摑まり、夜の空へと飛び立った。

　ルークは大きな翼を羽ばたかせて、どんどんと上じよう昇しようする。強い風に飛ばされないように、しっかりと紐に摑まっていたジャリスは遠くなる船を見つめて、ふとある事を思い出す。

「そういえば言い忘れてたけどっ、ルークは大きすぎて着地するとき、踏ふみつぶされるかも知れないから、降りるときは海か湖に飛び込まないと駄だ目めよー！」

　風が強くてよく聞き取れないかもしれないと、大声を上げたジャリスを、もう片方の紐に摑まっていたコダートが引きつった顔で見つめた。

「噓うそだろっ。それは困る！　絶対に駄目だっ」

「何でよ。泳げばいいでしょ！　陸地への着陸は危険なのよっ。だからルークには本当に緊きん急きゆうの時しか乗らないの！」

　月明かりに照らされたコダートを見ると、彼は苦く悩のうするように、顔を歪ゆがませていた。

　どうかしたのかと、いぶかしんでいるジャリスに、コダートはしばらく目を逸そらして沈黙した後、青ざめた顔をしながら、意を決したように再び口を開く。

「…………ジャリスッ。実は告白する事がある！」

「何？　わたしの事好きだとか言われても困るけど」

「それは絶対ありえない！　そうじゃなくてだなぁ………！　俺、俺実は……泳げないんだっ」

　コダートの恥はじを忍しのんだであろう叫さけびに、ジャリスは一いつ瞬しゆんその意味を反はん芻すうした。

（お、よげない……？　ん、泳げないって、えーと…………ええっ、泳げないですってぇ！）

　そしてコダートと同じく、すぐさま顔色を蒼そう白はくにしたジャリスは、思わず叫んでいた。

「何でもっと早く言わないのよぉ──────」

　その声は、眼下に広がる暗い海に、吸い込まれるように消えていった。
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　イルシュは暗い砂浜で月明かりだけを頼たよりに、岩場の水たまりに映ったシャルマとカマル、そして煙けむり姿のアブウを見ながら、彼らからジャリスこそが自分の憧あこがれていたプス船長なのだと聞き、驚きを隠せないでいた。

　シャルマの話す真実のプス船長の冒ぼう険けん談だんは、語り部べ達の語る物語とはかなり違ちがう。

　ちょっと間ま抜ぬけで、無む駄だに行動力のあるジャリスが巻き起こす痛快な騒そう動どうは、聞いているだけで胸がときめくようなものだった。そんな彼女に、イルシュは新たなる憧れを抱いだいていた。

　そのジャリスが一足早くこの島に向かったと聞いて、イルシュは不思議に思っていた。

　どうすればバルク号よりも速く、ここに来られるのだろうかと…………。

　しかしたとえどんな方法でも、ジャリスがもうすぐ来てくれるのだと思えば、この無人島にたった一人で置き去りにされている状じよう況きようでも、希望をもつ事ができた。

「それでジャリスは…………」

　頭脳明めい晰せきと噂うわさの高いバルク号副船長シャルマの、愚ぐ痴ちにも近い話をイルシュが嬉うれしそうに聞いていた時だった。

　かすかに鳥の羽ばたきが聞こえた。

　イルシュは魔物ジンが戻もどってきたのかと、慌あわてて空を見上げて絶句する。

　月明かりに照らされた伝説の怪鳥、ブブ鳥が黒い大きな翼を広げて、こちらに近付いてきたのだ。しかもブブ鳥はその凶きよう暴ぼうそうな尖とがった爪つめのある両足に、人をぶらさげていた。

　黒い翼を羽ばたかせ、島まで近づいたブブ鳥が、水面の近くまで急降下する。それを狙ねらっていたかのように、片方の人ひと影かげが、海の中にいきなり飛び込んだ。だが、もう一人の人影は、ブブ鳥が再び空に舞まい上がっても、しっかりと摑まったままだった。

「早く、飛び降りて！　ずっとそのままでいるわけにはいかないでしょっ」

　海から顔を出した人影の声は、聞き覚えのあるものだった。

　イルシュは思わず立ち上がって、暗い海を目をこらして見つめる。

　そうすると、月明かりの下にイルシュの大好きな、金色に光を放つ髪かみが見えた。

「ジャリスッ！」

　叫んだ声に反応するように、海に浮うかんだジャリスが振ふり向いて手を振る。

「殿下っ！　すぐに行きます。待っててくださいっ」

　ジャリスはそう言うと、再び空を見あげた。

　それが合図であったかのように、ブブ鳥は再び急降下する。

「今よっ！　手を放してっ」

　ジャリスの声に、ブブ鳥に摑まっていたもう一つの人影が、今度こそ海へと飛び降りた。

　それを確かく認にんしたかのように旋せん回かいしたブブ鳥は、大きく方向転てん換かんしてどこかに飛んでいってしまった。

　海に落ちた人影の許もとに、ジャリスは慌てたように泳いでいく。一体どうしたのだろうかとイルシュは不安になって、波打ち際ぎわまで走って二人の姿を探した。

　だが海は何事もなかったかのように、穏おだやかさを取り戻していた。今見えていたはずのジャリスの金色に輝かがやく髪も、影かげも形もなくなっている。

　暗い海のあまりの静けさに、イルシュは思わず自分が見た光景は、不安のあまりに見た夢だったのだろうか、と恐怖にも似た感情を覚えた。

　だがそんなイルシュの耳に、波をかき分ける音が聞こえてくる。

　慌てて顔を上げると、いつの間にかジャリスと彼女に肩かたを借りているコダートが、すぐ近くの浅あさ瀬せに二人並んで立っているのが見えた。

「どうして黙だまってたのっ。大体船で航海する商人でしょう？　船に乗れば船ふな酔よいして、海に入れば泳げないなんて、今までどうやって商売してたの」

　全身ずぶ濡ぬれのジャリスがそう言うと、同じく濡れて足元のおぼつかないコダートが、顔を手で覆おおいながらも、威い勢せいだけはよく言い返した。

「う、うるさい女だな！　船さえ沈しずまなきゃ泳げなくても商売はできるんだよ」

　言い合いしながら近付いてくる二人に、自分が見た光景は夢ではなかったのだと、イルシュは嬉しくなって涙なみだが出そうになった。

「ジャリスッ、コダート！」

　大きく手を振って叫んだイルシュに気づいて、ジャリスはコダートから離はなれ、彼の許に駆かけ寄った。

「殿下。無事でよかった！」

　ジャリスは花が咲さいたような笑え顔がおでそう言って、小さなイルシュをその腕うでに抱きしめる。

　マハル王国では、いくら子供とはいえ異性に抱きつくなど、とんでもない行こう為いだ。しかし誰だれもいなかったこの島で、一人不安に怯おびえていたイルシュは、温かい彼女の腕の中で優やさしい安あん堵ど感かんに包まれていた。

「今の鳥は？」

「あれはブブ鳥のルークです。わたしの仲間ですから、心配はいりません」

　伝説の怪かい鳥ちようを仲間だというジャリスは、まさしく語り部達の語るプス船長そのものだった。

「ヒンドはどこに？」

「判わからない。気づいたら、僕一人でここにいたから…………」

　恐おそろしい魔物ジンの姿を思い出して、イルシュは思わず身み震ぶるいした。その恐きよう怖ふ心を吹ふき飛ばすように、イルシュはジャリスに問いかける。

「ジャリス、本当に君がプス船長なのかい？」

「まあ、世間一いつ般ぱんではそう言われてます。でもその名は、わたしが名乗ったんじゃないですよ。タバラン国の馬ば鹿か皇子がつけたんです」

　そのタバラン国の馬鹿皇子というのは奴ど隷れい解放の時に、彼女に協力したというクアイ皇子の事だろう。イルシュは水鏡の中で、シャルマからその時の真相も聞いていた。

「奴隷解放事件の事で、盟主様からお叱しかりを受けたっていうのも本当なのかい？」

　こんな状況だというのに、好こう奇き心を抑おさえられずイルシュが聞くと、ジャリスはばつが悪そうな顔をする。

「ええ、各国のスルタンの信しん頼らいを得る事が目的なのに、依い頼らいされてもいない事で騒さわぎを起こすとは何事か！　って怒ど鳴なられました。それにわたしはまだ見習いなので、一つの国に三十日間しかいられないんです。なのに内ない緒しよで二ヶ月以上タバラン国にいたんですよね…………。それがばれて、一年間の謹きん慎しんを父さん……じゃなくて、盟主様に言い渡わたされたんです」

「父さん？　あ！　そういえば、盟主様はシンリクット船長のご子息だときいている。ということはジャリスの…………？」

　イルシュの言葉に、ジャリスは苦く笑しようした。

「ええ、父です。わたしの母が異国人なので、こんな容姿なんです…………といっても、母はもう亡なくなりましたけど…………」

　ジャリスはそう言うと、身体からだを低くして、イルシュの目を覗のぞき込んだ。

「殿でん下かのよく知っている語り部達の物語は、真実が一割で、後の九割は面おも白しろおかしくする為ための作り話なんです。実際のプス船長……わたしは数ヶ月前にやっと謹慎が解けて、二回目の旅に出たばかりなんですよ。海かい賊ぞくの旗だって、つい先日タバラン国の様子を見に行った時にもらった、一枚きりですし」

　そう言ったジャリスは自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「殿下の夢をこわしてしまいましたね。すいません…………」

「そんなことはないっ」

　目を伏ふせて謝ったジャリスに、イルシュはすぐさまそう言った。

「プス船長は、勇ゆう猛もう果か敢かんで正義の心を持つ立派な人物だ。実際もその噂に違たがわないよ！　危険をおかしてこんな所まで、僕を助けに来てくれたじゃないかっ」

　その言葉を聞いたジャリスは驚おどろいたように目を丸くしていたが、すぐに優しい笑顔になった。

「その期待を、裏切らないようにしないといけませんね」

　ジャリスはそう言うと、真しん剣けんな顔になってこの小さな島をぐるりと見回した。

「この風向きだと、昼ひる頃ごろにはバルク号が来るわね」

「ではお前達だけ先に戻ってろ。俺はここに残ってヒンドと話をつける」

　やっと落ち着いたのか、そう言ったコダートの顔を、イルシュはじっと見つめる。彼が従兄弟いとこだという事も、イルシュにはまだ実感がわかなかった。

「駄だ目めっ。あなたも一いつ緒しよに帰るのよ。大体ヒンドがこの島に戻ってくるかどうかも、判らないじゃない」

「そういうわけにはいかないだろ。俺には俺の務めがある。ハジの無事を確認して、ヒンドと決着をつけるまでは、おめおめと国には帰れない」

　そう決意の眼まな差ざしで宣言したコダートに、ジャリスはため息をついた。

「何言ってるのよ。さっきわたしがいなかったら、あなた確実におぼれてたわよ。命の恩人の言うことは聞いてよね」

「それを言うなと言ってるだろ！　大体倒たおれてたお前を助けたのは俺の方が先だろうがっ」

「待って、二人とも落ち着いて…………」

　お互たがいに譲ゆずらない二人の会話に、イルシュが割って入ろうとした、その時だった。

「ああ、やっと来たのか」

　聞き覚えのある声が、夜の砂すな浜はまに響ひびいた。

「ヒンド！」

　叫さけんだコダートに呼応するかのように、大きな風が巻きおこる。

　舞まい上がった砂に目を瞑つぶったイルシュは、次に視界がひらけた時、先さき程ほどまで誰もいなかった砂浜に、魔物ジンの姿をしたヒンドと、その腕の中でぐったりとしているハジを見つけたのだった。
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　ジャリスは突とつ然ぜん現れたヒンドに驚きつつも、すぐに表情を引き締しめた。

　隣となりにいたコダートが、慌あわてたように一歩前に出て声を荒あららげる。

「ハジに何をしたんだっ。まさか…………！」

　その叫びをあざ笑うかのように、ヒンドは唇くちびるのはしをつり上げた。

「まだ死んではいない。お前達が現れなかったら、まずこいつから八つ裂ざきにして、屋や敷しきに送りつけてやろうと思っていたがな」

　そう言ってヒンドは、ハジの身体を砂浜に乱暴に放ほうり投げた。

　気を失っているのか、身じろぎ一つしないハジに、コダートが慌てて駆け寄る。見た目には外傷もなく、命に別状はないようだった。

　ほっとした表情のコダートを見て、ジャリスも胸をなで下ろしつつ、ヒンドに向き直る。

　薄うす笑わらいを浮うかべたヒンドは、ハジの側にいるコダートに視線を向けていた。

「約束通り、指輪を持ってきたようだな」

　ヒンドにそう言われ、立ち上がったコダートが、自分の指にはめられた銀色の指輪に触ふれる。

「なぜ、この指輪を欲しがる？」

　睨にらむように目をつり上げたコダートの問いに、ヒンドはにんまりと笑った。

「それはお前達には関係ない事。さあ、渡して貰もらおうか。それとも無む駄だだと判っていて、抵てい抗こうしてみるかな？　わしはどちらでもかまわぬぞ」

「あなたの好きにはさせないわっ！」

　瞳ひとみに余よ裕ゆうの色を浮かべているヒンドを、ジャリスは真正面からにらみ返して叫んだ。

「大陸に仇あだをなす者は、たとえ人間だろうと魔物ジンだろうと容よう赦しやしないっ。それがわたし達海賊の使命の一つ。海賊同盟の名において成敗する！」

　ジャリスの言葉を聞いて、ヒンドはおかしそうに声を上げて笑った。

「海賊といってもまだ見習いだろう。そんな大きな口を叩たたいてもいいのか？　わしを甘くみない方がいい。わしはお前が使し役えきしている水差しの精なんかより、何倍も強いのだぞ」

　ヒンドの声は、禍まが々まがしい邪じや悪あくな声となっていた。その声に怯えたようにイルシュが震ふるえる。

「アブウはアブウなりに頑がん張ばってるわ。少なくともあなたみたいに、人間を操あやつって害をなす奴やつよりよっぽどいいっ」

　ジャリスはヒンドから放たれる、身の毛のよだつような圧あつ迫ぱく感かんを、吹き飛ばすようにそう叫ぶと、腰こしに差した剣けんをすらりと抜ぬいた。

「それは…………！」

　その剣を見たヒンドが、表情を一変させた。ジャリスの剣は、普ふ通つうの鋼はがねとは少し違っていた。黄色みがかったその鈍にぶい輝かがやきは、真しん鍮ちゆうの物だったのだ。

「前にナッシルから聞いた事があるの。昔おじいちゃんと航海した時に、何度か魔物ジンと対決したことがあるって。ナッシルが言うには魔物ジンは普通の剣で切っても倒せない。だけどこの真鍮なら、その身体を切り裂さく事ができる！」

　ジャリスはそう言うと、剣の刃は先さきをヒンドに向かって突つきつけた。

「そんな事は、ただの言い伝えだ」

　それでもヒンドは、余裕を取り戻もどしてそう言った。

「それは……試ためしてみれば判る事よ」

　ジャリスはまず落ち着く為に、殊こと更さらゆっくりとそう口にして、両手で剣を構えた。

「本当に気の強い女だな。気は進まないが…………お前とコダートは一緒に来て貰うぞ。逆らうなら、多少の傷はやむを得まい」

　そう言ったヒンドの手から、青白い光を帯びた細長い縄なわのような物が現れた。

「わたし……？　わたしに何の用があるっていうのよ！」

　バチバチと音をたてて放電する縄を警けい戒かいしながら、ジャリスが叫ぶ。

　同じく真鍮の剣を構えたコダートが、ジャリスを背中で庇かばうように進み出た。

「そうだ！　お前の狙ねらいは指輪を持つ俺だろう」

　低い声にコダートの怒いかりが込められている。目の前にある広い背中から感じられる力強さに、こんな状じよう況きようだというのに、ジャリスは思わず安あん堵どを覚えた。

「うるさい人間どもだな。大いなる我らの目的を、お前達が知る必要はない！」

　ヒンドはそう言うと、ジャリス達に向かって鞭むちのようにしならせた縄を投げつける。

　バチッと音がして、その縄をコダートが素す早ばやい剣さばきで撥はね返した。対たい峙じするコダートとヒンドの丁度真ん中に、音を立てながら縄が落ちる。まるで蛇へびのように動く縄を警戒しながら、ジャリスはイルシュを安全な場所まで移動させようと、身体を翻ひるがえした。

「敵に背を向けるとは愚の骨頂！」

　叫んだのはヒンドだ。

　その声と同時に砂浜に落ちていた縄が勢いよく、ジャリスに襲おそいかかった。

「ジャリス！」

「きゃっ！」

　間かん一いつ髪ぱつコダートの剣が、ジャリスの身体を捕とらえようとした縄を撥ね返す。しかし完全には防ぎきれず、青白い光を帯びた縄がジャリスの背中を切り裂いた。

　だが服を破っただけで怪け我がはなく、ジャリスはすぐに顔をあげる。

「今ので大人しく捕つかまっていれば、気絶するぐらいですんだろうに」

　立ち上がろうとするジャリスにヒンドはそう言うと、再び縄を振ふり回し投げつけた。

「そうはさせないっ」

　そんなヒンドの前に立ちはだかって、その剣で縄を受け止めたのはコダートだった。

「ジャリスッ。イルシュ殿でん下かを連れて離はなれてろ！」

　青白く光る縄は、コダートの剣にからみついている。縄を引くヒンドと力の勝負をしながら、コダートが叫んだ。

　ジャリスはどうすることもできずに、近くで震えているイルシュの身体からだを抱かかえるように、縄が届かない場所まで移動する。

「お前の相手は俺だ！　イルシュ殿下は、必ず無事に国に戻してみせる…………それに、ジャリスには待っている仲間がいる。彼らの許もとに返すのが、彼女を拾った俺の役目だっ」

　まがまがしく恐おそろしい魔物ジンに少しも臆おくせず、コダートは叫ぶようにそう言った。

　その瞳には、強い意志の光が宿っている。

「くだらない。たかが人間のお前に何ができるというのだ。たとえわしが魔ま力りよくを使わずとも、お前達人間などに負けはしないのだぞ」

　ヒンドはその太く筋張った腕うでで、コダートを引き寄せるように縄を引いた。その表情には、あきらかな余裕が窺うかがわれる。

　しかしそのヒンドの顔が、急に顰しかめられた。

　縄を引く腕に力を込めたようだが、コダートの身体がびくともしないのだ。

「これ以上、お前の好きにはさせないっ！」

　叫んだコダートは、ヒンドに負けないほどの力で、縄をからませたままの剣を一気に上空へと振り上げた。

「そんなっ、馬ば鹿かな…………！」

　ヒンドは力負けするとは思ってもみなかったのだろう。縄に引きずられ一いつ瞬しゆん体勢を崩す。

　その瞬しゆん間かんを、コダートは見み逃のがさなかった。

「罪は必ず罰ばつせられる時がくる。お前も…………俺もな！」

　そう叫んだコダートが、一気に剣を振り下ろす。

「うわぁぁぁぁ！」

　真鍮の刃はヒンドの身体を左ひだり肩かたから、右腹にかけて切り裂いた。ヒンドの叫びが辺りに響き、斬られた傷から流れ出る赤い血が、真鍮で魔物ジンを倒たおすことができるのだという話が真実であることを、告げていた。

　頽くずおれたヒンドを見つめて、無言のままコダートが剣を収める。

　倒れたヒンドは、それでもまだ生きているようだった。身体を痙けい攣れんさせて、弱々しいうめき声を上げている。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ジャリス」

　コダートは、落ち着いた声でそう言い、ジャリスの許までやってきた。

「え、ええ。平気よ。それよりヒンドは？」

「死んではいない。だがかなりの重傷だろう」

　そう言われて、ジャリスは改めて倒れているヒンドに目をやった。

（相手は魔物ジンだっていうのに、なんて見事な戦いぶりなの。海かい賊ぞく同盟にだって、これだけの剣の遣い手はそうはいないかもしれない…………）

「う、うぅ…………」

　そこへ、ヒンドのものとは違ちがううめき声が聞こえた。コダートがはっとした表情で、声のした方、ハジの許へ駆かけ寄る。

「ハジッ。大丈夫か！」

　心配そうに砂すな浜はまに跪ひざまずき、声をかけたコダートに反応するかのように、ハジが目を開いた。

「う…………コ、コダート…………」

　ハジはそう呟つぶやくと、ゆっくりと目をコダートに向ける。

　それを見たコダートが、喜びで目を細めた事にジャリスは気づいて驚おどろいた。

　彼のそんな優やさしい表情を見たのは、初めてだったからだ。

「もう大丈夫だ。ヒンドは…………もう動けない。みんな無事だ」

　ハジが伸のばした手をコダートが右手で握にぎり、力強くそう言った。

「ほ、本当に…………？」

　ハジの途と切ぎれ途切れの言葉に、コダートは大きく頷うなずいた。

「あれだけの重傷なら、いくら魔物ジンでもすぐには動けないさ」

　その言葉に、ハジはいつもの柔にゆう和わな顔で、薄うすく微笑ほほえんだ。

「…………コダート、君は優しすぎる。敵に情けは無用だよ…………」

　そう呟いたハジに、コダートは眉まゆを寄せた。

「ハジ……何を言って…………？」

　コダートがそう言おうとした、一瞬だった。

　ハジはコダートの右手の指に手をかけて、するりと指輪を抜き取ったのだ。

「何を…………！　ハジッ」

　コダートが叫さけんだ時には、もう遅おそかった。先さき程ほどまで意識もなかったはずのハジが、目にも留まらぬ早さで立ち上がり、倒れているヒンドの前に移動していたのだ。

「君は優しすぎると言ったんだよ、コダート。こんな魔物ジンにも情けをかけて助けるなんて。とどめは私が刺さしてあげるよ」

　そうにこやかに言ったハジの右手に、風の渦うずが集まった。

「な、なぜですかっ。わしは何い時つだって、あなたの言うとおりに…………！」

　それを見て、恐ろしげに声を上げたのはヒンドだった。彼は信じられないように、目を見開き、わなわなと震ふるえている。

「言う通りにしたって、コダート達を捕まえられないどころか、逆にやられたのでは意味がないんだよ。これだから、魔物ジン風ふ情ぜいは役に立たないんだ…………マーシム旋風！」

　冷たい言葉と同時に、ハジの右手から、風の渦が飛び出した。それは鋭するどい刃やいばとなって、ヒンドの身体を斬り刻む。そして一瞬にして、ヒンドの身体は灰のように霧む散さんしてしまった。

「ハジ……お前…………！」

　驚きよう愕がくに目を見開いて、そう呟いたのはコダートだ。震えるようなコダートのそんな声を、ジャリスは初めて聞いたような気がした。
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　ヒンドを一瞬にして消し去ったハジの力を目まの当たりにして、コダートは目を見開いたまま、動けずにいた。今見た光景がどうしても信じられなくて、考える事を無意識に止めてしまった頭の中は真っ白だ。耳鳴りもひどく、現実感がまったくなかった。

　足元もおぼつかず、身体がまるで宙に浮ういているかのように、ふわふわとして頼たよりない。

「ハジ…………。あなたも魔物ジン……なの？」

　遠くでジャリスの声が聞こえている。それを聞いたコダートは、思わず腹の底からわき上がる笑いを堪こらえられないでいた。

（ハジが魔物ジン……？　そんな馬鹿な事があるわけ…………）

「こんな低てい俗ぞくな魔物ジンと一いつ緒しよにしないでくれるかな。ジャリス」

　だがそう言ったハジは、呆ぼう然ぜんとしているコダートの目の前で、ゆっくりと微笑んだ。

　その顔が急に歪ゆがんだように見えて、コダートは思わず目を見開く。

　よく見るとその口には、鋭く尖とがった牙きばが生え、瞳ひとみが血のように、赤く色を変えている。そしてその背中には、大きな黒い翼つばさが生えていた。

「私はシャイターンだよ。こんな魔物ジンとは、天と地ほどの差がある。格が違ちがうんだよ」

　シャイターンとは、魔物ジン達の中でも最も残ざん酷こくで非道であるとされている悪あく魔まの種族だ。

　その恐ろしい姿にジャリスが一瞬身体を震わせたが、すぐにその青い瞳で、気き丈じようにもハジを睨にらみつけた。

「いい目をしているね、ジャリス。そういう所は、あのシンリクットによく似ている。二十年前にも、私はこの国と指輪を手に入れようとした。だがスライマン皇子とシンリクットのおかげで、私の計画は無茶苦茶になってしまったんだよ」

　その言葉は、遠くなりかけていたコダートの意識を、一気に現実に引き戻もどした。

　コダートは顔を上げ、凍こおってしまったかのように動かない口を、無理矢理開いた。

「どういう事だ…………。まさか……あの事件にもお前が？」

　その言葉を聞いたハジは赤い目を細めて、コダートを見つめた。

「人間という生き物は、みな強ごう欲よくだね。金と地位を与あたえると言えば、何でも言うことを聞く。二十年前のこの国の大臣達のように…………」

　ハジはそう言って不気味な笑えみを浮かべる。コダートはそんなハジの言葉に、二十年前の内乱の真実を悟った。

「なぜだ？　なぜこんな事を…………。指輪が目的なのか？　だったら、なんでこんな回りくどい事をする。それだけの力があるなら、もっと手っ取り早い方法もあるだろう！」

　そんなコダートの言葉に、ハジがほんの少しだけ眉を寄せた。

「あの事件で、私もシンリクットと対決して、深手を負ったんだよ。まったくあのシンリクットは忌いま々いましい。その傷を治すのに、時間がかかったんだ。だから今度は搦からめ手を使おうと思ってね。二十年前、まだ母親の腹の中にいた君を、利用することを思いついたんだ」

　そんな彼の言葉の一言一言が、コダートの心を深く突つき刺し、ずたずたに引き裂さいていく。

「全部噓うそだったっていうのか…………。ずっとずっと、俺を励はげまし続けてくれたのに！」

　コダートの叫びが、夜の闇やみに木こ霊だまする。だがハジはそれを聞いても、顔色一つ変えなかった。

「いいことを教えてあげるよ、コダート。スライマン皇子は、君の母親と生まれてくる子供を巻き込みたくないと、王宮から避ひ難なんさせた。信しん頼らいする部下に預けてね。私はその頃から君の事を見ていたよ。君の母親が死んで、乳う母ばに育てられている間も、ずっと監かん視ししていた。だからその乳母が死んで、君があの屋や敷しきに連れて行かれた事も、本当は最初から知っていたんだ」

　その言葉にコダートの脳のう裏りに、奴ど隷れいとして働かされていた辛つらい過去が蘇よみがえる。

　まさしくあれは、コダートにとって地じ獄ごくそのものだった。

「まさか…………」

　震える声でそう呟いたコダートに、ハジはにんまりと笑った。

「そう、私はね。君が一番苦しみを味わっている時を狙ねらって、助けに行ったんだよ。だってその方が、君は私をより信じるようになるだろう？」

　そうハジに言われて、コダートは顔を歪め、唇くちびるを嚙かみしめた。今でも、ハジが救いに来てくれた日の事は覚えている。優しい彼の微笑みが神のようだとさえ、幼いコダートは感じたのだ。

　口に出した事はないが、今こうして生きているのは、ハジのおかげだとずっと思っていた。彼を心底信用していたし、血こそ繫つながらなくても家族だと思っていたのだ。

　そのハジがシャイターンで、すべてが噓だったなんて、コダートは少しも気づいていなかった。だが今思えばハジは、コダートが復ふく讐しゆうに疑問や不安を覚えるたびに、心配そうな様子をしながらも、三人で約束した復讐の誓ちかいのことや、二十年前の父の死に関係したシンリクット船長の話を持ち出していた。

　自分を案じて言ってくれているのだと思っていたあのハジの言葉は、コダートの怒いかりを燃え上がらせる為ために、巧たくみに計算されたものだったのだ。

「どこまでコダートが自分の誇ほこりを捨てて、悪に染まれるか、見てみるのも悪くないと思っていた。でも色々と事情が変わってね。最初は指輪さえ手に入ればそれでよかったんだが……」

　ハジは左手を開き、持っていた銀色の指輪をコダートに見せる。そしてすぐにその手を握りしめ、イルシュを庇かばうようにして立っているジャリスに視線を移し、不気味に微笑んだ。

「シンリクットのおかげで私は長い間、傷を治すのに苦労したんだ。その礼を、孫の君にしようと思っていたんだが…………君にはもっと別の形で役にたって貰もらう事になったよ、ジャリス」

　ハジがそう言ったのを聞いたコダートは、はっとしたように顔をあげた。

「指輪は手に入れただろう。もうジャリス達に手を出すなっ」

　コダートの叫びに、ハジはゆっくりと首を横に振ふる。

「そうはいかないんだ。君とジャリス、二人に用があるんだよ。この指輪と同じくらい、とても大切な……ね。まったくヒンドがやられさえしなければ、私の事を信用させたまま連れて行けたのに。本当に役立たずな部下だよ」

　冷たい目でそう言うハジに、コダートは震える手で剣けんを握にぎり直し、彼に向かって突きつけた。

「コダート、無む駄だな抵てい抗こうはしない方がいい。別に五体満足じゃなくてもいいのだから」

　その言葉と同時に、ハジの身体からだから強烈な圧あつ迫ぱく感かんが放たれた。

　それなりに戦いの場数を踏ふんでいるコダートでさえも、一いつ瞬しゆん背筋が寒くなる程の。

「待てっ」

　だが、息づまるようなハジとの対たい峙じの緊きん張ちよう感かんを破るように、そう叫ぶ声が聞こえた。

　ジャリスの隣となりにいつのまにか進み出たイルシュが、顔面を蒼そう白はくにしながらも、ハジを睨みつけていたのだ。

「その指輪は、王位継けい承しよう者しやが身につける物。我がマハル王家の宝だ。お前達魔物ジンに渡わたすわけにはいかないっ！」

　イルシュはそう一気に叫さけぶと突とつ然ぜん右手を振りかぶり、いつの間にか手に握にぎっていた砂をハジの顔目がけて投げつけた。

「うっ…………！」

　イルシュを子供と侮あなどって警けい戒かいしていなかったのか、ハジはその砂をまともに顔面に浴び、右手で目を覆おおう。

　その一瞬の隙すきを、コダートは見み逃のがさなかった。

　素す早ばやい動きで、剣を振り上げ、ハジの左手に叩たたきつけたのだ。

「ぐっ…………！」

　斬きることはできなかったが、真しん鍮ちゆうの威い力りよくはすさまじいようだった。ハジの左手がまるでやけどしたかのように、赤く腫はれ上がり、その衝しよう撃げきで持っていた指輪が宙を舞まった。

　それに狙いを定めたコダートが、砂を蹴けって勢いよく飛び上がり、見事に指輪を空中で摑つかむ。

「なぜ必要なのか知らないが、返して貰うぞっ」

　コダートは素早く、自分の右手の中指に指輪をはめた。そして、ハジに再び剣を向ける。

「お前達っ、たかが人間の分際で……！　マーシム旋風ッ」

　怒りの声を上げたハジの右手が、コダート達に向けられる。それと同時に砂が舞い上がり、鋭するどい風の刃がコダート達を襲おそった。

「避よけろっ」

「うわっ！」

　叫んで身を低くしたコダートの耳に、イルシュの声が聞こえる。慌あわてて見ると、同じく身体を伏ふせたジャリスのすぐ近くに、倒たおれているイルシュの姿があった。

「殿でん下かっ」

　慌てて駆かけ寄ると、ジャリスがイルシュの小さな身体を抱だき上げている所だった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。風に煽あおられて気絶してるだけ、怪け我がもないわっ」

　それを聞いて一つ息をついたコダートは、ジャリスが気を失ったイルシュを、岩の陰かげに避難させるのを援えん護ごする為、ハジに向き直った。

「ハジ、お前が俺を騙だましていた事は許せない。…………でも、それに気づかなかった愚おろかな俺も同罪だ。だがこれ以上ジャリス達を傷つけたり、マハル王国に仇あだを成すことは絶対に許さない。俺の命をかけてでも、止めてみせるぞ！」

　コダートの瞳が怒りで赤く染まる。その身体からは、強い殺気が立ちのぼっていた。

　そんなコダートの決意を込めた言葉を聞き、彼の怒りに満ちた顔を、じっくりと眺ながめるように見たハジは、唇の端はしをつり上げた。

「いくらお前達が頑がん張ばっても私は倒せない。真鍮の剣だろうと、私を斬きれなければ意味はないからなっ」

　ハジはそう言うと、黒い翼つばさを羽ばたかせて、コダート達の頭上に舞い上がった。

「ちょっと、降りてきなさいよっ。卑ひ怯きようでしょ！」

　戻もどってきたジャリスが空を見あげて叫んだが、ハジは冷たい笑えみを浮うかべるだけだ。

「人間は本当に不便だ。空を飛ぶことも、魔ま法ほうを使うこともできないなんて。お前達二人は無傷で捕とらえたかったが、多少の傷は仕方ない。指輪ごとその身体を手に入れるまでだっ」

　ハジはそう言うと右手を優ゆう雅がに動かし、歌うように言葉を紡つむいだ。

「大陸を吹ふく大いなる風、マーシム旋風！」

　その呪じゆ文もんと同時に、コダート達の周りで突とつ風ぷうが吹き、砂が舞い上がる。そしてその風は鋭い刃やいばとなって、コダート達に再び襲いかかった。

「くっ！」

　すんでの所でその風をかわしたコダートは、ジャリスの方を振り向いた。

「ジャリス、大丈夫かっ」

「平気よっ」

　風の刃に襲われて、逃にげることしかできないコダート達の頭上で、ハジは白々と明けてくる空に目を細めていたが、すぐにその視線を眼下に移した。

「コダート、夜が明ける前に決着をつけよう。まずは指輪を返してもらうぞ！」

　酷こく薄はくに響ひびいた声と同時に、剣を構えたコダートに向かって、ハジが右手を掲かかげる。

「そうはさせないわっ！　なんのためかは知らないけどあなたには絶対に渡さない！」

　だがそこで叫んだのはジャリスだった。彼女は頭上のハジを、燃えるような瞳ひとみで睨にらみつけている。

「その目…………本当にあの憎にくらしいシンリクットにそっくりだな！　お前達一族はどこまで私達の邪じや魔まをすれば気が済むんだっ」

　コダートを狙っていたはずの右手が、今度はジャリスに向けられる。それと同時に風が集まり、強大な渦うずが巻き起こった。

「ジャリス！　危ないっ」

　コダートは思わずジャリスに駆け寄り、その身体を抱きしめて、風の刃から守ろうとした。

　だがそんな二人に、風の刃が容よう赦しやなく牙きばをむく。

（避けられないっ。これまでか…………！）

　そう思ったコダートが、身体を強こわばらせた時だった。

　覚かく悟ごした衝撃が、その身に訪おとずれることはなかった。風の刃がコダートを切り裂さく直前で、まるで見えない壁かべに当たったかのように撥はね返ったからだ。

「なんだとっ」

　ハジの驚おどろきの声に、コダートが慌てて顔を上げると、そこには信じられないような光景が広がっていた。

　コダートが抱きしめたジャリスの背中から、空に向かって目ま映ばゆい七色の光が放たれていたのだ。その光にうち消されるように、ハジが辺りに巻き起こしていた風が静かになっていく。

「…………何これ、身体が…………しびれる…………」

　コダートの腕うでの中にいるジャリスが弱々しい声でそう言うと、その場にうずくまった。

　震ふるえるジャリスの背中から放たれた七色の光は、空に大きくて不思議な絵を描えがきだしている。

「不死鳥、ベルヌ……」

　コダートは空に描かれた光の絵を見て、呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　ベルヌとは、アラバーナ大陸で語り継つがれている伝説の不死鳥だ。

　数百年に一度炎ほのおの中に飛び込んで、再生するのだという。空に描かれた七色の光り輝かがやく絵は、大きな翼と鋭い爪つめを持つ、その伝説の不死鳥ベルヌそのものだった。

「やはり…………やはり、そうか。お前達二人が…………」

　そう呟いたハジは、そのまま地上に降り立ち、コダートに向き直った。鋭い視線は先さき程ほどまでとは違ちがう、まるで獲え物ものを狙ねらう獣けものの目をしていた。

　コダートは、身体を抱かかえてうずくまっているジャリスを背に庇かばい、ハジと対峙する。

　頭の中に、今までハジと暮らしてきた記き憶おくが一いつ瞬しゆん蘇よみがえる。だがコダートは頭を振って、それを追い払はらう。そして唇くちびるを嚙かみしめながら、かまえた真鍮の剣で、ハジの身体を貫つらぬこうとした。

「はぁっ！」

　しかしさすがに、ハジもすんなりとはやられなかった。コダートの剣をかわして、反対に彼の顔に右手をつきだし、風の刃を起こそうとしたのだ。

「所しよ詮せん人間の力では私には勝てない。思い知るがいい！」

　その瞬間、コダートは死を覚悟した。だが目だけはしっかりと見開いて、ハジを睨みつけた。

　たとえ力ではかなわなくとも、気持ちだけは負けたくなかったのだ。

　ハジはそんなコダートを見て、ほんの少し赤い目を細めた。

　そして一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、掲げた右手をぐっと握り込む。

「…………取り引きしないか？　コダート」

　囁ささやくようなその言葉に、コダートは眉まゆを寄せた。

「何を…………？」
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「ジャリスを捕つかまえて、私と一いつ緒しよに来るんだ。そうすれば、イルシュ殿下の命は助けてやるし、マハル王国に二度と手は出さない」

　コダートにしか聞こえないような声で、呟くようにハジはそう言った。

　その赤い瞳を見つめたコダートは、目を細める。

「悪い取引じゃないだろう。私はヒンドのようにたやすく倒せはしないよ。今降参すれば、君もジャリスも無傷のままですむ。だが抵てい抗こうするなら、君達が二度と自分の力では立ち上がれないようになるまで私は容赦しないし、必要のないイルシュ殿下にはこの場で死んでもらう」

　ハジはそう言うと、人間だった頃ころを思わせる優やさしい笑みを浮かべた。

　だがコダートは、そんなハジを再び睨みつける。

「…………お前の言葉を、俺はもう二度と信用しない！」

　コダートの強い意志のこもった言葉を聞いて、ハジはふっと笑った。

「そうか、では仕方ない…………。君がそう望むのなら、二度と自分でものを考えられない人形にしてやろう。さらばだ、コダート。マーシム旋風！」

　そう言ったハジの右手から風が起こるのを、コダートは感じた。

　今度こそ、やられると思った。

　だがその瞬間コダートは丁度朝日の昇のぼる海の向こう、ハジの肩かた越ごしに、太陽とは違ちがう異質な光を見つけた。朝日を受けてきらめくその光が、一瞬何なのか判わからず目を凝こらす。

「……ちょっと待ちなさいっ、ハジ！」

　そこへ顔を歪ゆがめながら、どうにか立ち上がったジャリスの声が響いた。

　空に絵を描き出した光は、影かげも形もなくなっている。

「わたし達はね…………。魔ま力りよくもないし、大した力もない。でもあなた達魔物ジンにはない、大切なものを持ってるわ」

　剣けんを持ったまま立つジャリスの白い顔を、朝日が照らす。金の髪かみが陽光を受けて、眩まぶしいほどの煌きらめきを放った。

「それは、一体何だ？」

　怪け訝げんに眉を寄せて聞いたハジに向かって、ジャリスは持っていた剣を突つきつける。

「わたしにとって、一番大切な仲間よっ」

　声こわ高だかにジャリスが叫さけんだ、その時だった。




　ドガッ！




「くっ…………！」

　コダートと相対しているハジの背後から、いきなり大きな矢が飛んできて、鈍にぶい音を響かせて彼の背に突き刺ささったのだ。ハジは一瞬何が起こったのか判らないように、低く呻うめいて背中から胸に貫かん通つうしている矢に目をやった。

　その矢じりは、真しん鍮ちゆうでできていた。

「ううっ……！」

　ハジは信じられないように目を瞬しばたたかせ、そのまま地面に倒たおれ込み呻き声と同時に血を吐はいた。

「これは、一体…………」

　目の前で何が起こったのか、理解できないコダートは呆然と呟いた。

　ジャリスはそんな彼の疑問に答えるように、海の中に先程コダートも見つけた光を指さした。

　それはもう、裸ら眼がんで確かく認にんできる程に近づいている。

「バルク号……。どうしてだ。あの船なら、到とう着ちやくするのは昼頃になるはずだろ…………」

　コダートは、そこにあるはずのない船の姿を見つけて、驚いて声をあげた。いくら大陸一の速さを誇ほこるといわれるバルク号でも、到着するにはまだまだ時間がかかるはずだった。

「判らないわ…………。だけどきっと、わたし達を心配して、何らかの手段を使ったのよ」

「その矢を、あの船から射たって言うのか？」

　ハジの背中に刺さった矢は、子供の腕ほどの太さがある。まるで槍やりのような矢が、どうやったらここまで届くのだろうと、コダートは信じられない思いで見つめた。

「バルク号にはね、強ごう弓きゆうの引き手がいるのよ。海の上から遠く離はなれた敵だって、射る事ができるの」

　ジャリスにそう言われて、コダートは改めて、地面に突つっ伏ぷしているハジに目を向けた。

　矢の刺さった背中からは、血がどんどんあふれ出している。そして血を吐いて倒れ込んだハジは、苦しそうに息をしていた。

「もうこれでおしまいよ、ハジ。イルシュ殿でん下かを誘ゆう拐かいし、マハル王国を乗っ取ろうとした。そして何より、コダートの心を利用して踏ふみにじったあなたを、わたしは絶対に許さない」

　憤いきどおりの混じったジャリスの言葉に、ハジは不敵に微笑ほほえもうとした。だがすぐにそれは苦く悶もんの表情になる。

「ハジ、なぜマハル王国を、乗っ取ろうとしたんだ……。それにどうしてこの指輪を欲しがる？」

　コダートがそう聞くと、ハジは苦しげに呻きながらも顔を上げた。

「…………我々には、目的がある。崇すう高こうな目的がな」

　我々、という言葉にコダートとジャリスは、顔を見あわせた。

　それはすなわち、ハジは個人で行動している訳ではないということだ。

「どういう意味なの。まさか仲間が…………？」

　眉を寄せて聞いたジャリスに、ハジはふっと笑えみを浮うかべようとした。

　しかしすぐに、その顔が歪められる。

「ぐうっ…………ごほっ…………！」

　そして再びうめき声とともに、ハジは大量の赤い血を白い砂すな浜はまに吐いた。

　その様子を見ていられなくて、コダートは思わず顔を背そむけようとした。

　そんなコダートに、ハジはほんの少しだけ微笑み、人間の頃の優しく柔にゆう和わな声で呟いた。

「コダート…………」

　その言葉と同時に、ハジの身体からだが力を無くしたかのように、ぐらりと背後によろめく。

「ハジ…………！」

　コダートは思わずハジが伸のばした手を握り、彼が倒れるのを防ごうとした。

「コダート…………君は本当に優しすぎる…………」

　そのハジの言葉に、コダートが目を見開いた時には、もう遅おそかった。

　ハジの血で汚よごれた手がコダートの右手に忍しのび寄り、あっという間に指輪を抜ぬき取ったのだ。

「何をっ！」

　取り戻もどそうと伸ばしたコダートの右手が空を切る。

　なぜなら一瞬にして、薄うすい笑みを浮かべたハジの身体が、先程のヒンドのように灰になって、消え去ってしまったからだ。

　音をたてて、矢が砂浜に落ちた時には、ハジの姿は影も形もなくなっていた。
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　バルク号が島の浅あさ瀬せにたどり着いたのは、それからすぐの事だった。

　コダートは海に浮かぶバルク号の甲かん板ぱんに取り付けられている、大きな弓を見て驚おどろきを隠かくせなかった。

　飛距離を伸ばす為ため、弓を船に固定し、両手で弦つるを力ちから一いつ杯ぱい引くのだろう。

　だがあの太い矢を、あれだけの距離飛ばすのは人間業わざではない。よほどの強ごう力りきの持ち主だろう。それ以上に信じられないのは、その目の良さだ。

　あれだけ離れていたのに、矢は正確にハジの胸を射貫いたのだ。

　そのバルク号から降ろされた小こ舟ぶねが、コダートとジャリス、そして目を覚ましたイルシュの待つ島までやってくる。

　そこに乗っているのはシャルマとリク、そしてふわふわと浮いている煙けむり姿のアブウだった。

「ご主人様ぁ。アブウは役に立ちましたよ」

「本当に～？」

　ジャリスが、疑いの眼まな差ざしを向ける。

「嵐あらしを起こして潮の流れをつくりだし、バルク号をここまで運んだんです」

　目が据すわったシャルマがそう言うと、リクがため息をついた。

「確かに早くついたけど、船は沈ちん没ぼつ寸前になるし、船ふな酔よいするし大変だった…………」

「でも何とか間に合ったようですね」

　気を取り直した様子でシャルマが言うと、ジャリスはようやく肩かたの力を抜いて頷うなずいた。

「ええ、助かったわ。アブウもよくやったわね。ありがとう」

　そう言われて、アブウはふわふわ浮きながら、ジャリスの頭の上に移動した。

「嬉うれしいですぅ。ご主人様に誉ほめられるのが、アブウの一番の幸せでーす」

　そんなアブウに微笑みながら、ジャリスはリクに視線を移した。

「リクも、ありがとう」

「へへっ。ちゃんとあのシャイターンの胸に刺さっただろ」

「ええ、腕うでがあがったんじゃないの」

　そんな二人の会話を聞いていたイルシュが、目を丸くした。

「もしかして、さっきジャリスが言ってた、シャイターンを倒したという矢を射たのは……」

「あ？　あれは俺だよ。俺は狙ねらった的を外した事がないんだ。たとえ荒あれた海の上からでもね」

　腰こしに手を当てたリクが、鼻高々にそう自じ慢まんした。

「あの距離をお前が？」

　思わずそう聞いたコダートにも、リクは大きく頷いた。

「俺は確かに身体は小さいけど、バルク号一の力持ちだぜ。腕うで相ず撲もうでも負けたことないし、どんなに体の大きな男にだって、力じゃ負けないんだよ」

　プス船長の乗るバルク号に、強弓の引き手がいるという噂うわさは、コダートも耳にしていた。

　だが子供相手に語られる物語は、面おも白しろおかしく誇こ張ちようされることが多いため、話半分にしか聞いていなかったのだ。

　しかしこのバルク号の乗組員達は、船長のジャリスも含ふくめて、コダートが聞き及およんでいる話よりも、あらゆる意味で凄すごかった。

「魔物ジンは、どうしたんです？」

　辺りを見回したシャルマに聞かれて、ジャリスは顔を曇くもらせた。

「判わからない。倒したと思うんだけど…………」

　ハジが灰になって消えたのは確かだった。しかし結局指輪は見つからなかった。

　コダートは先さき程ほどの血まみれのハジの姿が、目に焼き付いて離れず、思わず顔を歪ゆがませる。

　ハジは、一体どうなったのか…………。相手は父を陥おとしいれたシャイターンなのだと頭の中では理解できても、コダートは、まるで心に大きな穴が空いたかのような、喪そう失しつ感かんを味わっていた。

「ですがあなたの目的は、イルシュ殿下を救い出す事であって魔物ジン退治じゃないでしょう。今回はこれで引き上げてください。それでなくてもあなたが行方ゆくえ不明になったせいで、経費がかかってしょうがないんです。それに…………あまり心配かけないでください」

　太陽に照らされて、明るくなった砂浜を再び見ていたジャリスに、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げてそう言った。最後の方は小さな呟つぶやきだったが、ジャリスにはきちんと聞こえたようだ。

　あれこれ口うるさいシャルマだが、ジャリスにもよく判っているのだろう。

　彼がいつでも、ジャリスの身を案じてくれていることを。

「判ったわ。一いつ緒しよに帰りましょう」

　素す直なおにそう言って、小舟に乗り込もうとするジャリスを、コダートが呼び止めた。

「ジャリス、頼たのみがあるんだ」

　コダートはある決意を込めて、彼女にそう言った。

　ジャリスが振ふり向くと、コダートはゆっくりと口を開く。

「俺をエジド王の所に、連れて行って欲しい」

　強い意志のこもったその言葉に、ジャリスは考え込むように、少しだけ眼差しをきつくした。
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　ジャリスは、コダートとナッシルと一緒に、イルシュをエジド王の許もとへ送り届けに来ていた。

「イルシュッ、無事だったのか」

　初めて会うエジド王は、アラバーナ大陸のスルタンらしく、見事に手入れされた髭ひげを持ち、イルシュによく似た、優やさしい顔立ちをしていた。

「父上、ご心配をおかけしました」

　イルシュは膝ひざを折って謝罪しようとしたが、エジド王はイルシュを手招いて、その腕の中に息子むすこを包み込んだ。

「本当によかった。随ずい分ぶんと心配していたのだ。だがナッシルに、お前のことは任せてくれと言われてな」

「ちゃんと助け出したでしょう」

　片目を瞑つぶったナッシルに、エジド王は苦く笑しようする。

　そして跪ひざまずき両手を胸に当てたまま頭を下げるという、最大限の敬意を払はらって拝礼しているジャリス達に目をやった。

「そちらの女性は…………」

　エジド王は自国ではあり得ない、金色の髪かみのジャリスに驚いたのか、困こん惑わくしたようにそう聞いた。

　ジャリスはエジド王の許可を貰もらい、立ち上がってにこやかに微笑ほほえんだ。

「初めてお目にかかります、陛下。バルク号船長、ジャリス・シンリクットと申します。私は母が異国人の為にこのような風ふう貌ぼうなのです。お国の女性のように、タルハーやベールを身につけない事をお許しください」

　堂々とそう言ったジャリスに、エジド王は最初目を丸くしたが、すぐに優しく微笑んだ。

「では君がプス船長かね。噂はよく聞いている。息子を助けてくれてありがとう。心から礼を言おう」

　そう言ったエジド王は、ジャリスの後ろに控ひかえたコダートに視線を移した。

「君は……見覚えがあるぞ。確か、王宮御ご用よう達たし商人の…………」

　呟いたエジド王にコダートは膝を折ったまま、うつむき加減だった顔を上げた。

「コダート・バランジッドと申します。…………陛下、私は私し怨えんによって、イルシュ殿でん下かを誘ゆう拐かいし、監かん禁きんした犯人です。どうか罰ばつをお与えください」

　その突とつ然ぜんの言葉に驚いて、慌あわてて声を上げたのはイルシュだった。

「何を言ってるんだ！　コダートッ。……父上、違ちがうんです。彼は……彼はスライマン叔父おじ上のご子息です！」

　そのイルシュの言葉に、エジド王が驚きで目を見張る。

「何を言っているのだ、イルシュ。弟のスライマンに子供は…………」

「エジド王、本当にコダートはスライマン皇子の息子なんだ。二十年前に皇子が気に入っていた侍じ女じよがいただろう。彼女が産んだんだ」

　長いつきあいだというナッシルは、くだけた態度でエジド王に説明した。

「そんなっ、子供がいたなど聞いていないぞ！」

「エジド王には言うなと言われたんだ。子供がいることが知られれば、今度は王位争いの種になる。子供は男だろうが女だろうが、スルタン一族とは関係のない平民の子として育ててくれと、スライマン皇子からの頼みだった…………。結局、彼の意向には添そえなかったが…………」

　ナッシルは後こう悔かいするように目を伏ふせて、最後の言葉を呟いた。

　そんな彼の話に、エジド王が驚おどろきのあまり立ち上がって、コダートに近づいてくる。

「では本当に、スライマンの…………」

「ああ、息子だ。よく見ると、面おも影かげがあるだろう」

　そうナッシルに言われたエジド王は、コダートの顔をじっくりと見つめる。そのイルシュによく似た瞳が段々と大きく開いていき、やがてうっすらと涙なみだを浮うかべた。

「ああ、なんという事だ。なぜ今まで気づかなかったんだ…………。これも神の思おぼし召めしだ。よくぞ無事で…………」

　口元に手を当てて感かん極きわまっているエジド王に、ジャリスはほっとした。

（これなら、何とか罰ばつは受けないですむかも…………。コダートは確かに罪を犯おかしたけど、ハジに利用されただけだもの。彼はもう十分に苦しんで傷ついてる。これ以上は…………）

「陛下、私はイルシュ殿下を誘拐した大罪人です。どうか処罰を」

　しかしコダートは、無表情のまま更さらにそう言って、深々と頭を下げた。

「どういうことなのだ…………？」

「父上、私が説明します。コダートは大罪人などではないのです！」

　そう言って、事情を説明したのはイルシュだった。

　彼はコダートが魔物ジンに騙だまされて、幼い頃ころから国に対しての不信感を植えつけられていた事。誘拐は、王家の指輪を狙ねらった魔物ジンの独断で行われた事。そしてコダートは、イルシュを助け出す為ためにジャリスとともに、無人島までやってきてくれた事をきちんと話してみせた。

　それは子供ながらに筋の通った話で、コダートを十分に弁護するものだった。

「ですから父上、コダートは悪くないのです。すべて、そのシャイターンが……」

「いいえ、陛下、ハジをシャイターンだと見み抜ぬけず、彼の話を鵜う吞のみにした私に責任があります。愚おろかな私にどうか死し刑けいをお与えください。私にできる責任の取り方はそれだけです」

　コダートが、そう言った時だった。

「それは違ちがう」

　静かだけれども、有う無むを言わさぬ口調で、ジャリスはそう言う。

　何を言い出すのかという怪け訝げんな表情で、コダートがジャリスを見つめた。

「それは違うわ、コダート。死んだら、なんにもならない…………」

　顔をくしゃりと歪めたジャリスは、そのまま跪いているコダートに近付き、彼を立ち上がらせた。

「申し訳ありません。すぐに戻もどってきますから」

　突然の行動に、コダートが眉まゆを顰ひそめジャリスを睨にらむように見つめた。

　エジド王も何ごとか口を開きかけたが、それをナッシルが手で合図して押しとどめる。

「ジャリス、隣となりに父上が休きゆう憩けいされるための小部屋がある。使うといい」

　イルシュが壁かべ際ぎわの小さな扉とびらを指してそう言った。

　ジャリスはそんなイルシュやナッシルに感謝しながら、困惑しているコダートの手をむりやり引っ張り、小さな扉を開け部屋の外へと連れ出したのだった。




「お前…………どういうつもりだ！」

　部屋の中には寝ね椅い子すが置かれ、厚い布が日差しを防ぐように窓にかけられていた。

　誰だれもいないその部屋に、いきなり連れてこられたコダートがジャリスを睨みつける。

　しかしジャリスは少しも臆おくせず、悲しげに目を細めてコダートを見つめた。

「どういうつもりか聞きたいのはこっちよ。みんなの誤解を解くには、あなたがエジド王と、きちんと話し合った方がいいと思ったから連れてきたのよ。あなたを処しよ刑けいさせる為じゃない」

　ジャリスの真っ直すぐな視線から、コダートはすっと目を逸そらした。俯うつむけた視線と表情には、苦く渋じゆうの色が浮かんでいる。

「だが俺は自分が許せないんだ。父はこの国の為に死んでいったのに、俺はその父が命と引き換かえに守った国に、仇あだをなそうとしていたんだぞ。死んで詫わびる以外どうしろって言うんだ」

「でもスライマン皇子は家族を守る為に、この国を救おうとしたんでしょう？　その為に命を落とした。そこまでしたのは、あなたに幸せになって欲しかったからだと思うの」

　薄うす暗ぐらい部屋の中にとけ込むように、黒い衣装を身につけたコダートを見つめながら、ジャリスがそう言うと、彼は一いつ瞬しゆん目を見開いて息を吞のんだ。

「あなたが罪人として処刑されてしまったら、スライマン皇子は悲しむと思うわ。あなたに平和な世界で幸せになって欲しいと、願っていたはずだもの」

　その言葉にコダートは、唇くちびるを嚙かみしめて俯いた。

　ジャリスはそんなコダートを見て胸が痛くなる。色んな人々の想おもいは、どうしてこうも複雑に絡からみ合うのだろう。

「…………どうしてお前は、そんな事を言うんだ？　俺の命なんか救ったってお前に何の得がある。これ以上この国に関かかわっても、何もいい事なんかないんだぞ。海かい賊ぞく見習いの滞たい在ざい期間だって過ぎてるだろう。イルシュ殿下も救い出したんだから、さっさと国外に出ないと、お前が罰を受けるんじゃないのか」

　俯いたままのコダートにそう言われて、ジャリスは首を横に振ふった。

「まだ大切な友達が一人、死にたいなんて言ってるから、その人を説得してからじゃないと、旅には出られないの。コダートが協力してくれると助かるんだけどな」

　そう言われて、コダートはふっと自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。

「俺がいつ、お前の友達になったんだ？」

「あら、知らなかったの？　わたしがあなたの屋や敷しきで初めて目覚めた時からよ」

　ジャリスが言うと、コダートが怪訝な顔をした。

「ああ…………お前が記き憶おくがないって泣いた時か」

「違う！　泣いてないわっ。…………でも、本当はちょっと泣きそうだった。自分が何者なのか判わからなくて、どこにいるのかも判らなくて、混乱して怖こわかったの。だけど…………」

　ジャリスはそこまで言って顔を上げた。

「あなたあの時、わたしの手を握にぎってくれたでしょう？」

　微笑ほほえんでそう言うと、コダートが考え込むように眉を寄せた。

「そうだったか…………？」

　覚えていないのか、首を傾かしげるコダートにジャリスは大きく頷うなずいた。

「そうなの。すっごくぶっきらぼうに、〝大だい丈じよう夫ぶだ。ここは安全だ！〟って、頭が痛くて混乱してたわたしの手を握ってくれたの。わたしは今でも覚えてる。大きくて固い感かん触しよくで、温かくて…………あの手のぬくもりで安心する事ができたの。あの時からわたしは勝手にあなたを、友達だと思ってる」

　ジャリスはそう言うと、ふと昔の出来事を思い出して、胸が苦しくなった。

「わたしね。決めてることがあるの。もう二度と…………友達を死なせたりしないって」

　呟つぶやいたと同時に、ジャリスは俯いて唇を嚙みしめた。

「それは…………タバラン国の事か？」

　そんなジャリスの様子にコダートが、ためらいながらも口を開いた。

　その言葉に思わず、びくりと自分の身体からだが震ふるえたのをジャリスは感じた。

　タバラン国での奴ど隷れい解放事件、それはジャリスの心に、深い傷と強い決意を抱いだかせる出来事だった。

　ジャリスはゆっくりと顔を上げ、寂さびしげに微笑んだ。

「大切な友達を亡なくすのは…………もう二度と嫌いやなの」

　思い出すのも辛つらい出来事がたくさんあった。だが何もできなかった無力な自分への悔くやしさをジャリスは決して忘れない。それはどんなに苦しくても、忘れてはならない事だから。

　ジャリスは気を静めるために、息を一つ吐はいて、コダートを見つめた。

「それに、指輪を取り戻せないままなんて…………本当にいいの？　コダート」

　その言葉に、コダートの肩かたが大きく震える。

「わたしには…………ハジが死んだとは、どうしても思えないの。指輪だって結局見つからなかったし。それに、ハジが最後に言ってた事が、気になって仕方ない…………」

　コダートは、ジャリスの言おうとしている事に気づいて、はっと顔を上げた。

「我々には目的がある、とハジは言っていたな…………」

「そう、もしあの時ハジが本当に死んだのだとしても、もしかしたらあの場にハジの仲間がいて、そいつが指輪を持っていったのかもしれない。だから見つからないのかも…………」

　ジャリスはコダートの浅黒い頰ほおを、自分の白い両手でゆっくりと包んだ。

「あの指輪が何なのかは判らない。でもわたしは……それを調べたいと思ってるわ。そしてね、コダート。あなたにも協力して欲しいと思ってるの」

　見あげたジャリスの青い瞳ひとみから視線を外して、コダートが再び感情的に声を上げた。

「ばかなっ。俺は大罪人だ。これだけの罪を犯おかして、のうのうと生きながらえるなんて……」

「あなたは大罪人なんかじゃない。でも…………どうしても罪を償つぐないたいというなら、生きようよ。生きてできることをしよう。今わたし達にできる事は、どこかへいってしまった王家の指輪を、捜し出す事だと思うの。魔物ジン達の狙いが何なのか判らないけど、もしあの指輪が彼らの手に渡わたったのなら、よくない事に使われてしまうかもしれない」

　必死でそう言うジャリスに、コダートが一瞬身体を震わせた。

　頰を包んだ両手からそれを感じたジャリスは、そのままその手で、彼の握りしめられていた両方の拳こぶしを包んだ。

　労働を知るコダートの固い手は、初めて彼の屋敷で目覚めた時と同じように温かかった。

　コダートが本当は誰よりも優やさしく、強い心を持っていることをジャリスは知っている。その強さがハジによって、歪ゆがめられてしまったことも。

　その歪みを正す事ができれば、きっと自分の言っている意味を、正しく理解できるはずだ。

「できること、ね…………」

　長い沈ちん黙もくの後、うつむき加減のままコダートが低い声で呟いた。

　ジャリスはそれ以上何も言わず、大きく頷く。

　コダートに生きて欲しい。そんな願いを込めたジャリスの手を、コダートがゆっくりと握り返した。
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「…………でも、人間一人の力なんて、たかが知れてる」

　だがすぐにその手は離されて、コダートは俯いたまま再びそう呟くと、エジド王の待つ隣りん室しつに戻もどっていってしまった。

　ジャリスは慌あわてて後を追う。

　自分の精せい一いつ杯ぱいの想いを、コダートにぶつけた。それを彼がどう受け取ったのかは判らないが、気持ちが通じていて欲しいとジャリスは心の中で祈いのっていた。




　奇き妙みような緊きん張ちよう感かんと静けさの流れる部屋に戻ると、ナッシルがジャリスに声をかけた。

「エジド王が、コダートに話があるそうだ」

　慈じ愛あいのこもったエジド王の眼まな差ざしは、再び跪ひざまずいたコダートに向けられている。

「コダート、お前は決して罪人などではないぞ。それどころか私はお前を、王宮に招き入れたいと思っている。お前はスライマンの息子むすこだ。私は今でも夢に見るのだ、スライマンが自害したあの日の事を。どうして止められなかったのだろうと、悔くやまない日はなかった。その罪つみ滅ほろぼしの為ためにも、息子のお前には何の不自由もさせたくはないのだ。スライマンは弟だが、正せい妃ひの息子だ。本来なら彼が王位につくはずだった。コダート、お前は正当なこの国の跡あと継つぎだ」

　そんなエジド王の言葉に、コダートは静かに首を横に振った。

「陛下、私はやはり大罪人です。そうでなくても、父は王位争いを避さけるために、私をバキラの町から遠ざけようとしたのです。そんな私が王宮に入ることはできません」

　その言葉にジャリスは顔を俯けた。彼の心に自分の言葉は届かなかったのか、と。

「しかし………………」

　なおも言い募つのろうとするエジド王に、コダートは正面から向き直った。

　その目に先程までとは違ちがう、強い意志の光があることにジャリスは気付いた。

「ですが陛下、もし私の罪をお許しくださるなら、ジャリス達と旅に出たいと思います。アラバーナ大陸で魔物ジン達が暗あん躍やくしている事を、今回の事件で知りました。私一人の力は大した事はないでしょう。しかしジャリス達と協力する事ができれば…………あるいはこんな私でも、できる事があるかもしれません」

　その言葉にジャリスは、嬉うれしさとともに涙なみだがこみ上げてきた。こぼれ落ちそうになった滴しずくを慌てて袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

　コダートは判ってくれたのだ。ジャリスの言葉の意味を。

　そして選んでくれたのだ。自分の新しい未来を。

　コダートはイルシュに視線を向け、何かを決意したように、再びエジド王に向き直る。

「陛下。私、コダートは父、スライマンの名にかけて誓ちかいます。王家の指輪を捜し出し、次期スルタンのイルシュ殿でん下かの許もとに必ず届ける事を！」

　コダートにそう言われたエジド王は、苦しそうに眉まゆを寄せ、しばらくの沈黙の後口を開いた。

「説得しても、聞かぬのであろうな。そういう所は、スライマンにそっくりだ…………判った、お前の意志を尊重しよう。だが、いつでも私達はお前を待っている。困った時は私を頼たよって欲しい。そのぐらいはさせてくれ」

　思いやりのこもった声でエジド王がそう言うと、コダートは深々と頭を下げた。

「ジャリス、君も何か困った事があったら、いつでも言ってくれ……。そうそう、イルシュを助けてくれた礼がまだだったね、私にできる事なら、なんでもしよう」

「本当に何でもよろしいんですか？」

「ああ、私は噓うそはつかないよ」

　エジド王にそう言われて、ジャリスは、ずっと考えていた事を口にした。

「陛下、わたしはタバラン国で奴隷制度の名の下もとに、たくさんの友達を失いました。いっぱい泣いて、何もできなかった自分をいっぱい悔やんで、そして…………わたしは思ったんです。みんなが自分の生き方を自分で決められる世の中になってほしいって」

　エジド王はジャリスの話の意図が判らないのか、ただ黙だまって聞いている。

「海かい賊ぞくを最初に目指したのはとても軽い気持ちでした。祖父に憧あこがれていたので、船旅をしてみたいと、漠ばく然ぜんとした思いで始めた航海だったんです。でも…………旅に出て、わたしは大陸の現実を、ほんの少しだけ知りました」

　ジャリスはそう言うと、一いつ瞬しゆん表情を曇くもらせたが、すぐに毅き然ぜんと顔を上げた。

「大陸の人々がこれ以上、貧富や身分の差で泣くことのない世の中になって欲しいと願っています。具体的にはどうしたらいいかなんて、わたしにもまだよく判わかりません…………。でも祖父のように、少しでも平和に続く道を探したいんです。その為にはまず、真の〝海賊〟になる事が、わたしにとっての最初の試練だと思っています。ですから陛下。もしわたしが資格を取ったら、その時はわたしの話に耳を傾かたむけてください。そして……できれば協力してくださると嬉しく思います」

　意志を宿した青い瞳を、エジド王に向けたジャリスは静かにそう言った。

　そんなジャリスの様子に、コダートはほんの少し目を細めた。そしてしばらく考え込むように俯うつむいた後、意を決したように顔を上げ口を開く。

「私からもお願いします、陛下…………」

　コダートは袖そでをまくって、奴ど隷れい時代の焼き印を見せた。それは数字の八を表していた。

「…………これを押された時の痛みと屈くつ辱じよくは、一生忘れられません。こんな想おもいを、もう誰だれにも味わって欲しくはないのです」

　コダートの痛々しい焼き印を見たエジド王は、うっすらと涙を浮うかべていた。

「すまない、コダート。君にそんな苦労をかけて…………」

「いいえ、陛下。もう過去の事です。それより今からの事を考えましょう。新しい時代の為に」

　袖を戻したコダートがそう言うと、エジド王は自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「君達は本当にしっかりしている。…………それに比べて私は弱く、ずるい人間だ。何でもすると約束しておきながら、いますぐジャリスの願いを叶かなえようとは言えない」

「いいえ、陛下。わたしの願いが、どれほど大変なことかは判っています。海賊の見習いでしかないわたしがお願いしても、誰も耳を貸さないことも。ただ、わたしは必ず真の海賊になります。その時までわたしの事を覚えていてください」

　そう言って頭を下げたジャリスに続いて、コダートとナッシルも頭こうべを垂れた。

「判った…………私も誓おう。君が海賊として正式にやってくるまでに、私も私にできる事をすると。待っているよ、ジャリス」

　そう約束してくれたエジド王に、ジャリスは改めて跪き、心からの礼を述べたのだった。
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　空には少しだけ欠けた、不ふ吉きつに輝かがやく月が浮かんでいた。

　人の気配がない無人島は、月の光に照らされ不気味な静けさに包まれている。

『どういうことだ。二十年もかけた計画の結果がその傷か？　ハジ』

　周りには誰もいないというのに、どこからともなく聞こえてくる声に、砂すな浜はまに立って空を見上げたハジは酷こく薄はくな笑えみを見せた。

「シンリクットにやられた時程ほどではない。すぐに治る。それに急げと言ったのはあなただろう」

　矢が刺ささった時の傷は出血こそ止まったが、塞ふさがるのにはまだまだ時間がかかりそうだった。

『確かにそうは言ったが、こんなお粗そ末まつな結果を、お前が出すとは思ってもいなかったぞ。コダートを手なずけ、指輪を手に入れるのが目的だったはずだろう』

　そう言われたハジは、目を伏ふせてコダートの顔を思い出していた。

　そうすると妙みような息苦しさを覚える。

『人間など、金と権力という餌えさをちらつかせれば、いくらでも思い通りになる、そう言っていたのはお前だぞ』

　冷たく響ひびく声に、ハジは目を伏せた。

「そうでない人間もいる…………」

　思わず口をついて出た言葉に、ハジは唇くちびるを嚙かみしめた。そして心に浮かんだ愚おろかな想いを、首を振ふって拭い去った。

『お前の失態で、マハル王国を乗っ取る計画は、またやり直しだ。コダートも指輪も、今度は何としてでも手に入れるのだ』

　静かだが、責めるような口調に、ハジは薄うすい笑いを浮かべて顔を上げた。

「もうマハル王国に用はない。コダートは国を出ていくようだし…………指輪は手に入った」

　手の平で銀色に光る輝きを見て、ハジは薄く笑った。

「それに、もう一つの探し物が見つかった。まさに怪け我がの功名というやつだな」

　そう言ったハジは、ある事を思いついて、更さらに笑みを深くした。

　再びコダートと会う時は必ずやってくる。それまでこの傷きず跡あとを完全に消してしまわず、残しておこうと思ったのだ。

　お互たがい敵同士なのだと、いつでもこの瘢はん痕こんが教えてくれるように────。
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　空は晴天、いい出航日和びよりだとジャリスは背せ伸のびした。

「ジャリス様っ」

　甲かん板ぱんにいたジャリスに、港の桟さん橋ばしから声をかけたのはカマルだ。

　その隣となりには、数人の護衛を従えたイルシュもいる。

「殿下！　カマルも、見送りに来てくれたのね」

　ジャリスは急いで、船のはしごをつたって桟橋に降り、カマルのもとへ駆かけ寄った。

　そんなジャリスに、カマルが深々と頭を下げる。

「本当にお世話になりました。ジャリス様に頂いた宝石とコダート様からの最後のお給金で、父を田舎いなかに静養させに行くことになりました。イルシュ殿下に、よいお医者様も紹しよう介かいしていただいたんです」

　コダートは莫ばく大だいな財産のほとんどを国へ寄付し、残りを使用人達に分け与あたえて、身一つで約束通りジャリスの船に乗り込んだのだ。

「ジャリス、世話になったね。ありがとう」

　隣にいたイルシュもそう言うと、手を胸にあてて正式な挨あい拶さつをした。

「いいえ、殿下。殿下はきっと素す晴ばらしいスルタンになると思います。頑がん張ばってくださいね」

　笑みを浮かべてそう言うジャリスに、イルシュは大きく頷うなずいた。

「あ、そうだ、ジャリス。これを持っていって欲しい」

　イルシュは思い出したようにそう言うと、懐ふところから小さな水差しを取り出した。

「ご主人様っ。おいていかないで！」

　その水差しの中から聞こえるのは、アブウの情けない声だ。

「でも……これは殿でん下かの水差しでしょう？」

「いいんだ。アブウはジャリスの事が好きみたいだから。色々と今回役にたってくれたし、彼の好きなようにさせてやりたいと思ったんだよ。それに結局はカマルの父上の病気の事や、僕のバルク号に乗船したいという夢は叶ったからね」

　片目を瞑つぶってそう言ったイルシュに礼を言い、ジャリスは笑顔で水差しを受け取った。

「実はもう一つ受け取って欲しい物があるんだ、ジャリス。父であるエジド王からの贈おくり物だ」

　そう言ったイルシュは背後にいた男に目配せをした。

　すると護衛の大おお柄がらな男が、うやうやしく持っていた四つ折りの大きな布を丁てい寧ねいに開く。

「これっ…………」

　目の前に現れたのが何であるかに気づいたジャリスは、あまりの驚おどろきに思わず目を見張った。

　男の身長の半分程ある布には、マハル王国の紋もん章しようである、羽を広げた孔く雀じやくが刺し繡しゆうされていたのだ。

「父上のお言葉を伝えるよ、ジャリス。我がマハル王国は貴き殿でんを海かい賊ぞくと認め、我が国のあらゆる地域に自由に立ち入ること、そして国の政治への発言を許可する。その証あかしとして、この海賊の旗を貴殿に贈ぞう呈ていする…………だそうだ。受け取ってくれるかい？」

　その言葉にジャリスは飛び上がりそうになった。だがすぐにあることを思い出して、顔を曇くもらせる。

「だめです、殿下。今回わたしはこの国に三十日以上滞たい在ざいしました。海賊同盟の掟おきてに、見習いが一つの国に滞在する事ができるのは、三十日間だけだという決まりがあるんです」

　期間内に旗を貰もらうことができなければ、すぐにその国を出なければならない。そして同じ国に再度入国できるのは半年後なのだ。

「だから頂けないんです。たとえ貰っても無効になってしまうので…………」

　ジャリスはその孔雀の刺繡された旗を見ながら、がっくりとうなだれてそう言った。

「でもジャリス。君がプス船長として記き憶おくを取り戻もどしてからは、まだ三十日経たっていないだろう？」

　イルシュが何を言いたいのか判わからず、ジャリスはきょとんとした。

「記憶を失っていた間は、海賊の活動をしていたとは、みなさなくてもいいと思うんだ。頭を打っていたし、いわば怪我で療りよう養よう中の身だ。父上がその旨むねを海賊同盟に書状で連れん絡らくすると仰おつしやっていた。この旗が無効になる事は決してないよ。それが僕達から君にできる、せめてもの礼だ」

　それを聞いたジャリスは、一いつ瞬しゆん目をぱちくりとさせてから、自然と笑顔を浮うかべた。

　タバラン国での事件の後、謹きん慎しんを言い渡わたされ故郷のカトゥーナ国で悶もん々もんと暮らしていたのだ。

　やっと航海の許可が下りても、なかなか旗を集めることはできなかった。

「ほんとうに、ほんとーにいいんですか？　頂いてもっ」

　落ち着きなくそう言うジャリスに、イルシュが笑って頷いた。

「ほんとーに、いいんだよ。君なら何度でもこの国に来て欲しいからね」

「やったぁ。ありがとうございますっ、殿下！」

　ジャリスは護衛の男からその旗を受け取って、大きく広げてみる。羽を広げた孔雀の刺繡は、まるで生きているかのようで、今にも旗から飛び出してきそうだった。

「ああ、それと指輪の事を、詳くわしく父上に聞いてみたんだ」

　イルシュの言葉に、ジャリスは慌あわてて表情を引き締しめた。

「あの指輪の事は父上も王家の指輪とだけしか、聞いていないようだ。王家の血筋を引く者の指には、ぴったりと合う不思議な指輪だけど、特別他に力はないらしい。ただ…………」

　イルシュが言葉を止めたのが気になって、ジャリスはその顔を覗のぞき込んだ。

「どうしたんですか？」

「二十年前に、シンリクット船長がこの国にやってきたとき、指輪を見て譲ゆずって欲しいと話したそうだ。でもいくらシンリクット船長の頼たのみでも、王位継けい承しよう者しやを表す指輪だからと断ったらしい。そうしたら、王宮の外には決して出さないように言われたと、父上が仰っていた」

「おじいちゃんが…………？」

　ジャリスが眉まゆを寄せると、イルシュは顔をあげた。

「なぜなのかは、聞いても教えては貰えなかったらしい。ただとても価値のある物だからと……。でもシンリクット船長がそこまで言うからには、何か特別な物なのかもしれない。あの無人島をもう一度捜したけれど、結局指輪は見つからなかったし…………」

　俯うつむいてそう言うイルシュは、指輪を無くしてしまった事で、責任を感じているようだった。

「あの指輪は必ず見つけてみせます、殿下」

　ジャリスは力強くそう言うと、イルシュの肩かたに手を置きしゃがみ込んだ。

「危ない事はしないでくれ。ジャリス」

　ジャリスが覗き込んだイルシュの目が、不安げに揺ゆれている。

「危険に身を置くことが海賊の使命です。でも大だい丈じよう夫ぶですよ。わたしは一人じゃないから」

「おい、出航だぞ」

　そんなジャリスに、いつもの黒い衣装に身を包んだコダートが、甲板から声をかけた。そしてイルシュ達に気付き、深々と頭を下げる。

「コダート、元気で。マハル王国に帰って来る時は必ず連絡をください。待っています」

　イルシュの言葉に、面おもはゆそうな笑えみを浮かべたコダートは、ゆっくりと頷く。

　ジャリスは、涙なみだぐんだカマルとイルシュに別れを言って、船に再び乗り込んだ。

「元気でね！」

　叫さけんだジャリスの声が合図となって、いっぱいに帆ほを張った船が、バキラの港を後にする。

　ジャリスは大好きな潮の匂においと強い海風を、身体からだ全体で感じながら、段々と遠くなるイルシュ達に大きく手を振ふった。

　隣にいたコダートも故郷を離はなれるのは、感かん慨がい深そうだった。

「ねぇ、コダート。一いつ緒しよに来てくれて嬉うれしいけど…………本当によかったの？　王室御ご用よう達たし商人の資格も返しちゃったんでしょ。商売を続けてれば、もしかしたら大陸一の大金持ちになれたかもしれないわよ」

　船の仲間になって欲しいと願ったのは自分だが、ジャリスはコダートの意志を、無視してしまったかもしれないと気になっていた。

「商人になったのは、目的があったからだ。何の後ろ盾だてもない俺が短期間で稼かせぐ為ためには、嫌いやな商売もしたし、金になる物なら何でも売った…………争いの道具も含ふくめてな」

　コダートが、武器を商品として扱あつかっていた事をジャリスが知ったのは、つい先日だ。

　莫大な利益をもたらしていたその商売も、コダートはこの船に乗り込む前に、きっぱりとやめていた。

「別に金持ちになりたかったわけでも、贅ぜい沢たくしたかったわけでもない。俺は寝ねる所と、その日食べる物があればそれで十分だ」

　肩をすくめて、何でもない事のようにコダートは言ったが、その伏せた黒い瞳からは自分の商売のやり方を深く後こう悔かいしている事が窺われた。

「そうだ。コダート、これを受け取って欲しいの」

　そんなコダートに、ジャリスは昨日から用意していた布でくるんだ包みを渡した。

「これは…………」

　包みを開いたコダートが声を上げる。

　中にはジャリス達と同じ、白い船服と青い腰こし帯おびが用意されていたのだ。

　だがコダートはその船服を見て、躊ちゆう躇ちよするように表情を硬くした。

「あ！　無理しないでいいのよ。気が向いたら着てくれれば…………っていうか、本当に受け取ってくれるだけでいいの」

　慌ててジャリスはそう言った。コダートの黒い服の意味を、ジャリスは本人から聞いていた。

　それを無理にやめさせようとは思わない。ただ、自分達はもう仲間なのだと、彼に伝えたかっただけなのだ。

　そしてジャリスは改めて襟えりを正し、コダートに向き直った。

「今いま更さらだけど、ようこそ、コダート。古くて小さいけど、速さだけは天下一品の我がバルク号へ。そうそう、もう一つ船長からの贈り物をどうぞ」

　ジャリスはそう言って、銀の腕うで輪わをコダートの手首にはめた。

　船とともにシンリクット船長から受け継ついだこの腕輪は、バルク号の乗組員である証だ。

　ジャリスにとっては、どんな高価な宝石よりも価値がある。

　白い船服はまだまだ抵てい抗こうがあるだろうが、この腕輪だけでも身につけて欲しかった。

　コダートはその銀色の腕輪を見つめ、一度目を閉じ呟つぶやくように言った。

「…………お前と旅するなら、命がいくつあっても足りないだろうな。まあ、退たい屈くつだけはしないですみそうだけど」

「どういう意味よ！　言っておくけど今回は特別だったのよ。こんな事そうそうないわよ…………多分ね」

　自信なさげにそう言ったジャリスに、笑みを浮かべたコダートは、何かを思いだしたように顔を上げる。

「ところで、ハジと戦った時のお前の背中の事だけど…………」

　コダートに言われて、ジャリスは首を傾かしげた。

「ああ、なんか光ってたわね、海の上にいたバルク号からも見えたらしいわよ」

「あれは一体、なんなんだ？」

　そう聞かれたが、それはジャリスにも判らなかった。

「知らないわ。後から鏡で背中を見た時は、何ともなかったの」

　実はその光が出た時の事を、ジャリスはよく覚えていない。気がついたら、ハジの起こした風の刃やいばが静まっていたのだ。ただ身体中がしびれるような、強い衝しよう撃げきを感じたのだけは覚えている。

「あ、そういえば、今イルシュ殿でん下かに聞いたんだけど…………」

　ジャリスは先さき程ほどイルシュに聞いた指輪の事をコダートに話して聞かせた。

「シンリクット船長か…………。じゃあ彼に聞けば指輪の事や、もしかしたら、お前の背中のことも、何か判わかるかも知れないな。彼はどこにいるんだ？」

「うーん、それはかなり難しい質問ね。おじいちゃんは今、各国の美女達と諸国漫まん遊ゆうの旅に出てるから」

　そう言った瞬しゆん間かんに、コダートの顔に大きな疑ぎ問もん符ふが見えた気がした。

「何だと？」

「だから美女達と、諸国漫遊の旅に出てるのよ。十五年前から」

「十五年前！」

　祖父の現在の事を話すと、大たい概がいの人間がこんな反応を示した。

　ジャリスの祖父であり、海かい賊ぞく同盟の創立者でもあるシンリクットは、十五年前その息子むすこに盟主の座を譲り、隠いん居きよ生活を満まん喫きつするため、お気に入りの美女達を連れて旅に出たらしい。

　らしいというのは、ジャリスが物心ついた時にはもう既すでにシンリクットは、旅に出ていていなかったからだ。だからジャリスは、盟主としてのシンリクットの偉い業ぎようはよく知っているが、彼が実際どんな人物なのかは、よく判らなかった。

「じゃあ、指輪について聞こうとしても、連れん絡らくはとれないのか」

「ええ、大陸のどこかにはいるらしいのよね。父さんは、おじいちゃんは殺しても死なないから、大丈夫だって言うんだけど…………」

　祖父の行方ゆくえはまったく判らないが、父のマラファムはあまり心配していないようだった。

「でもまず、おじいちゃんを捜した方がいいかもしれないわね。あの指輪がなんなのか判れば、捜し出す手がかりになるかも…………」

　ジャリスはそう言うと、離れていくバキラの港を、改めて見つめた。

「さあ、忙いそがしくなるわよ。旗を集めて海賊の資格も取らないといけないし」

　背せ伸のびしながらそう言ったジャリスに、コダートがほんの少しだけ口元を綻ほころばせた。

「それがお前の望みか？」

「ええ、わたしは必ず真の〝海賊〟になるわ。何もできずに、悔くやしい思いをするのはもうたくさんよ。……二度と、後悔はしたくない」

　海賊になるのがどれ程難しい事か、ジャリスも知っている。だが不安や迷いはなかった。

　タバラン国の奴ど隷れい解放事件の時、ジャリスが見習いではなく真の海賊でさえあったなら……。

　いつもジャリスはそう思う。そうすれば自分にも、もっとできる事があったはずなのだ。

　ジャリスの決意のまなざしを、コダートは眩まぶしそうに目を細めて見つめた。

「仕方ないな…………。じゃあ俺も協力してやるよ。俺だってこれ以上、父や俺みたいな人間を増やしたくないからな」

　コダートは口早にそう言うと、船室への扉とびらに向かって歩き出す。

　相変わらずの憎にくまれ口を叩たたきながら、去っていくコダートの背中を見送っていたジャリスは、次の彼の行動に目を見張った。

「コダート…………」

　ふと扉の前で立ち止まったコダートが、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしながらも持っていた包みから白い上着を取り出して、黒い服の上から羽織ったのだ。

　太陽の光が、コダートの羽織った白い上着に反射して、眩しく感じられる。

　ジャリスの声に振り向いたコダートは、わざと視線をずらして、鼻を鳴らした。

「船長の命令は絶対なんだろう？　逆らって追い出されちゃ困るんだ。もう行くところもないしな。それに…………この船に乗るのは、俺にとっての修しゆ業ぎようだ」

　急にそんな事を言いだしたコダートに、ジャリスは首を傾げた。

「修業？」

「ああ、じゃじゃ馬船長のお守りをするのは、修業以外のなんでもないだろうが」

　コダートにからかうようにそう言われて、ジャリスは頰ほおを膨ふくらませた。

「どうしてそう一言多いのよ。コダート！」

　怒おこって声を上げたはずなのに、ジャリスの顔にはいつの間にか笑えみが浮うかんでいた。

　白い上着を羽織ったコダートの姿が、彼の新しい人生の第一歩のような気がしたからだ。

　口は悪いが、頼たよれる仲間が増えた喜びに、ジャリスの胸は一いつ杯ぱいになる。

　コダートも言っていた。一人でできる事には限度がある。だが、こうしてみんなと協力する事ができれば、それはきっと大きな力となるはずだ。

「では、新たな旅に向かって、出発！」

　真っ青な空に向かって、ジャリスは声を張り上げた。その声は大おお海うな原ばらを駆かけ抜ぬける風とともに、船上にいる仲間達に伝わっていく。

　そしてジャリスと仲間達を乗せたバルク号は、一杯に広げられた帆ほに風を受け、太陽の昇のぼる東の海域、東とう宝ほう海かいに向かってゆっくりと航海を始めたのだった。







　あとがき

　初めまして。伊い藤とうたつきと申します。

『アラバーナの海賊たち』いかがだったでしょうか。

　このお話は第四回角川ビーンズ小説大賞の奨励賞を頂いた作品を、改かい稿こうしたものです。

　自分の話が一冊の本になるなんて、夢のようでまだ信じられません。

　数年前から投とう稿こうを続けていたのですが、色々な事情があり、もう書くことをやめようと思っていた時期がありました。この話も本当は投稿しないつもりだったのですが、どうしても最後に、記き憶おく喪そう失しつを題材にした話が書きたい！　と思い、迷った末にやっぱり書こう！　と決めたのが、三月に入ってから（ビーンズ大賞の締しめ切りは三月末日）。

　準備にも手間取り、時間はかなり限られていたのですが、たとえ間に合わなくてもやらないで後こう悔かいするよりはずっといい、と必死で書き続け、どうにか奇き跡せき的に締め切りの日に、出来上がりました。

　ああ、投稿するのもこれが最後だな、でも書きたいものも書いたし、すっきりしたなぁ、なんて自己満足にひたっていた私。

　でもそれから数ヶ月後、なんと編集部から電話がかかってきたではありませんか。

　本当にあの時はびっくりしました。驚おどろきすぎて、二日で体重が二キロ減りました（もう戻もどりましたが……というか、更さらに増えてますが…………）。

　やっぱりこつこつと努力していれば、結果はでるものだなぁと、この年になって初めて実感した今回の受賞でした。

　こんな私に、小説を書き続けるチャンスを下さった審しん査さ員の先生方、編集部の皆みな様さまに、心よりお礼を申し上げます。

　そしてイラストを描かいて下さった七なな海み慎しん吾ご先生。可愛かわいくてかっこいいキャラ達に、毎日うっとりしています。改稿に行き詰づまっても、イラストを見ると元気がわいてきます。頂いたイラストラフやカラーイラストは、一生の宝物にします！

　理解が悪くて吞のん気きな私を、根気よく指導して下さった担当様には、言葉にできない程ほどの感謝の気持ちで一いつ杯ぱいです。たまにズレたことを言う私ですが、これからもよろしくお願い致いたします。

　そして私が、投稿するのやめようかと悩なやんでいた時に〝もう少し頑がん張ばってみれば〟と応おう援えんしてくれた高校からの親友Ａちゃん。あなたの言葉がなかったら、私は今ここにいなかったでしょう。どうもありがとう。

　何よりこの本を手にとって下さった皆様、本当に本当にありがとうございました！

　皆様にとってこの本を読んでいる時間が、少しでも楽しいものになればと、心の底から願っています。

　そして、もしよかったらですが、どんなことでもいいので、ご意見とかご感想を頂けると嬉うれしいです。

　それでは、また次の機会（あればいいな……）にお会いできることを祈いのって。


伊藤たつき　　
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